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は͡めに

　首都大学東京生命科学ίʔε英語課程のୈظ�生のଔۀを心からおॕいします。

　ୈ � ͳ৽ஙのܠ෩ࡴ生の方々をܴ͑たとき、英語課程̐֊まͰのؒऔりあるののظ
。にͭれてนがృられՈ۩がஔかれ、շదͳ部が૿͑ていきましたڃͰ、օさんのਐݐ
そしてࠓ、ͭいに࠷上֊まͰが、々のઓに࠼られた、ൃ׆ͳ学ͼのとͳりました。
ୈظ�生のօさんの༐ؾとそのՌをଚܟします。
　　
　͜のՈを、さらにᷓؾ׆れる、ॅΈすく、生࢈తͰͪ࣋するのにするにͲうした
らΑいͰしΐう。まだ手ೖれのしていͳい部Ͳうしましΐう。ؒऔりのมߋ、૿վங、
ཱてしがඞཁͰしΐうかʁそれ、࣍の̑̌̍ޙޙ、生命科学英語課程が、理学部、
首都大学東京、東京都、本、ੈքにおいて、ͲのΑうͳׂをࢦしていくのかにΑって
ܾまってきます。

　͜の冊子、͜れらの課を͑ߟるࡐྉとするたΊに、४උをؚΊた͜の̑を、؍٬త
にৼりฦる͜とをతとして࡞しました。また、英語Ͱ学ҐऔಘがՄͳϓϩάϥϜを࢝
Ίるとき、またまͣ授ۀ一ͭを英語ԽしてΈΑうとするときに、ཱͭྫٞのたた
きとして͑るΑうにしたいと͑ߟました。

　生命科学科の͜のઓに、ͻとりͰଟくの方に、ͥͻ͝ࢀՃいただきたいとࢥいます。

　　　
首都大学東京理学部生命科学科　准教授

生命科学英語課程代表
安藤　香奈絵
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2014 2015 2016

ӳޠ՝ఔの͋ΏΈ 2014−2019

201��月
ӳޠ՝ఔࣄہΦーϓϯ

ӳޠ՝ఔཤम者ʲ10 ໊ʳ
ˎ生໋Պ学Պ入学者Ԇ �� ໊

ӳޠत業ରԠڭһʲ� ໊ʳ
生໋Պ学ՊのڭһʹΑる
ӳޠでのఏڙ୯Ґʲ�� ୯Ґʳ

201��月
ӳޠ՝ఔ入学લत業

201��月
ӳޠ՝ఔत業ελーτ 

voice from students
ʮۤ࿑͢ΔɺΘ͔ͬͨ࣌ͷײಈͱࣝͷఆண͕͍͢͝ʂʯ
ʮӳޠΛ͏のָ͕͘͠ͳ͖ͬͯ·͠たʯ
ʮӳޠʹ৮Εるػձ確͔ʹ૿͑·͕͢ɺࣗでษ͠ڧͳい

ͱͭいͯい͚ͳいで͢Ͷ～ʯ
ʮདྷ࣮͑૿͕ݧるのでɺࠓ学んͩૅجΛ生͔ͯ͠ؤுΓ

たいʂʯ

voice from students

201� 201� 

voice from students

ʮत業中ʹ͠い୯͕ޠ出ͯ͘るͱɺΘ͔Βͳ͘ͳͬたʯ
ʮҙ外ͱେม͡Όͳいͱࢥい·͠たʯ
ʮӳޠでのઐ༻͕ࣗޠવͱʹ͖ͭ·͢ʯ

voice from students

ʮকདྷΛ͑ߟɺӳޠΛڥ͏Λࣗで࡞Γたいʯ
ʮ海外留学Λࢹʹ入Εͯい·͢ʯ
ʮӳޠで学Ϳ生໋Պ学ɺ͠いͱࢥい·͢ʯ

ӳޠ՝ఔཤम者ʲ2� ໊ʳ
ˎ生໋Պ学Պ入学者Ԇ �2 ໊

ӳޠत業ରԠڭһʲ1� ໊ʳ
生໋Պ学ՊのڭһʹΑる
ӳޠでのఏڙ୯Ґʲ�� ୯Ґʳ

201� �月
ӳޠ՝ఔ  ୈ 2 期生入学

201� �月
ӳޠ՝ఔ  ୈ 1 期生入学

टେֶ౦ژཧֶ෦ੜ໋ՊֶՊ
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ୈ 1 期生 10 ໊の卒業ޙのਐ࿏
    टେ学౦ژେ学Ӄのਐ学 � ໊
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2017 2018 2019

生໋Պ学ίーε͔Β
生໋Պ学Պ໊শมߋ

201� �月
学෦࠶ฤ

201� �月
卒業ࣜ

201� �月
ӳޠ՝ఔ  ୈ � 期生入学
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ʮT0&IC のείΞ͕ ��0 ͔Β ��0 ʹ上͕ͬたʂʯ
ʮ日本ޠӳޠେม͞มΘΒͳいのでɺͬͯいるͳ

Βӳޠ՝ఔͩͱࢥい·͢ʯ
ʮ発表Λ͏ߦの͕ԯ߷でͳい͘Βい·でӳ͕͑ޠるΑ͏
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遅れているのでもっといろいろやるべしというお話もあり、関係者の負担が過重になることを気にしつつ、できる
限りの対応をしようとしています。その中でも、海外の学生が首都大に留学しようという気になってもらえるよう
な教育内容を提供することは、今後ますます大事になりつつあります。目的の一つは留学生数を全学生の１０ %
ほどまでに増やすという数値目標の達成です。これについては、留学生が増えたときでも一人一人の留学生をしっ
かり教育し、生活や学習を丁寧にサポートするこれまでの体制の維持・拡充もよく考えるべき問題です。それ以外に、
あまり認識されていない問題が留学生の派遣と受け入れの不均衡です。首都大生の留学先として希望の多い大学 
( 主として欧米の大学 ) が、必ずしも首都大へ多くの学生を送り込んでいると限らず、そのバランスが悪すぎると
首都大生の受け入れを制限されてしまいます。こうした点からも、留学生が履修しやすい英語で開講される科目の
充実が必要とされており、その中でも首都大の特徴を出せる科目群があると海外からの留学生を引き付ける効果が
高まることになります。 
　こうした中、生命科学科が５年前に英語課程を立ち上げ実施していただいていることは、本学にとって大きな意
義を持ちます。たとえば、首都大との学生交換協定を結ぶことを検討している大学から必ず質問されるのは英語開
講科目がどれだけあるかということで、生命科学科の英語課程があることは大きな支えです。英語で開講する科目
群をぜひとも拡大したいということで、国際課や留学生・留学委員会で検討・議論しています。ただ、生命科学科
のように英語で学部卒業までの完全な学士課程を提供することはハードルが高いため、複数の学科が協力する形で、
あるテーマに沿った科目群を留学生向けのパッケージとして提供することを考えており、まずは都市・東京関連と
日本文化関係を、生命科学科に続く 2 つの柱にしようとしています。今後も、各学部に協力をお願いし、留学生
向けの科目群パッケージを増やしていきたいと考えており、その面でも生命科学科が本学のパイオニアとして完全
な課程を維持していただいていることは、全学にとってのお手本となります。 
　今後にむけた期待を一言述べさせていただきます。一つは、英語だけで卒業できる学士課程を生命科学科以外に
作ることですが、これについては生命科学科５年間の経験とそこから出てくる課題などをよく研究し、本学として
どういう形が可能なのか検討すべきと考えています。まずは大学院の課程を考える方が進めやすい点があるかもし
れません。もっと将来の姿を勝手に述べさせていただくなら、大学全体として学部・学科や事務組織が、国籍の分
け隔てなくすべての学生に同じように対応できるようになることが追求すべき姿だと考えています。そのためには
学内の誰でもが少なくとも英語で留学生に接することができるなど、いわば日本社会そのものの変革が必要ですが、
精神としてはそこまで見据えるべきと思っています。生命科学科を本学の模範として、今後も留学生にやさしい大
学を維持していきたいと思いますので、英語課程の発展へ向けてぜひよろしくお願いいたします。 

टେ学౦ژの国際化と生命科学科英語課程のظ
　生命科学科英語課程が５周年を迎えたことをお祝いし、これまでの先端的な取り
組みに感謝させていただくとともに、全学的な国際化の取り組みと英語課程の果た
す役割や今後の期待について述べさせていただきます。本学は国際化へ向けて特徴
のある取り組みをいくつも実施しており、全学として進めているものだけでも、短
期 留 学 生 向 け プ ロ グ ラ ム SATOMU (Semester Abroad at TOkyo Metropolitan 
University: 再構築中 )、国際副専攻とグローバル人材育成入試、都市外交人材育成
基金による留学生受け入れ、交流重点校プログラムなどがあり、これらの他に短期
や中長期の各種留学プログラム、日本語教育を中心とする留学生向けのプログラム
などを行なっています。もう十分やっているという声がある一方、本学の国際化は

େ࠸ོ ڮ
टେֶ౦ژ ෭ֶ � ηϯλʔࡍࠃ

遅れているのでもっといろいろやるべしというお話もあり、関係者の負担が過重になることを気にしつつ、できる

େ࠸ོ ڮɹ    ͔Βͷϝοηʔδ෭ֶ

　本学理学部のଔۀにඞཁͳ ��� ୯Ґを全て、英語Ͱߦわれる授ۀͰཤमす
る͜とがՄͳ生命科学科の英語課程が ���� Ͱ � をܴ͑る͜とを、
しくخ生命科学科の一教һとしてのΈͳらͣ、理学部として、とてࢲ
ଓしていけるॲがཱっܧ、ಓにりيΈがࢼっております。͜のઓతͳࢥ
た͜とをҙຯしているからͰす。
　理学部理学、すͳわͪૅج科学のڀݚをߦうと͜ΖͰす。そして、理
学のڀݚと、ੈքの୭まだらͳい͜とを໌らかにするߦҝͰす。理学の
にとてָしނઌͰͳけれͳりまͤんが、それ࠷৽かͭ࠷ඞͣੈքڀݚ
いߦҝͰあります。�教ҭにおいて、理学部の学生طにかっている͜と
を授ۀ࣮शを௨͡てशಘするҎ上に、ଔڀݚۀを࢝Ίてࣗらڀݚをߦう͜とにΑって、一ؾにྗが৳ͼ
る͜とをࢲݟてきました。৬ऀڀݚۀにͳるたΊにඞਢͳྗとΑり、一ൠࣾձにग़て׆༂しΑうと
する߹にඞཁとされるྗͰす。͜れが理学部における教ҭのಛͰあるとࢲ͑ߟています。
　さらに、ૅج科学にڥࠃͳいのͰ、ଟくの߹、ڀݚの࠷ઌ部のใ、ࡏݱのੈքڞ௨語Ͱあ
る英語Ͱしかಘられまͤん。また、৽しい͜とをൃݟしたら、英語Ͱす͙にൃ৴する͜とがڧくٻΊられ
ます。それͳら、学部生のうͪからɼઐ科ؚΊて英語Ͱ学んͰらった方がྑいͣͰあるという
のが、生命科学科の教һが英語課程を࢝ΊΑうと͑ߟた理༝Ͱした。
　しかし、そのたΊに教һ、一ͭのઐ科を英語と本語Ͱ � ճ教͑るඞཁがग़てきます。教һの
ෛ୲、͜れだけͰ � ഒʢҎ上ʣにͳります。一方Ͱ、ಛに本ਓ学生の߹に、ઐ科を全て英語の
授ۀͰཤमしΑうとすれ、本語Ͱཤमする߹とൺてෛ୲がるかに大きくͳる͜とが༰қに༧
Ͱきます。学生と教һの྆方が、͜のΑうͳ大きͳෛ୲をりӽ͑て࣮ݱしたのが生命科学科の英語課程
ͳのͰす。ಛに英語課程を࢝Ίたॳظにɼ英語Ͱઐ科の授ۀをཤमする͜とにઓしてくれた学生ୡに、
ுりがあったから͜そɼ生命科学科の英語ؤっています。൴ら、൴ঁらのࢥҙを表したいとܟ心Αりࢲ
課程がيಓにったと͑ߟているからͰす。ଔޙۀに、ੋඇ、ੈքͰ׆༂してཉしいͰす。
、本学Ͱࠓ　 �� ޙをݟਾ͑て上学が 5.6�7JTJPO�����ʙ学のྗͰɼ東京からੈքの未来を
くʙをൃ表しました。その中Ͱ、教ҭに関して、本ਓ学生とཹ学生がޓいにߴΊ߹うΈを࡞る
ඞཁがある͜と、そのたΊに英語にΑるઐ科の։ߨをਪਐし、ླཱྀ 学生にॆ࣮した教ҭをఏڙするとڞに、
ཹ学生と本ਓ学生がとに学Ϳػձをඋする͜とがᨳわれています。生命科学科の英語課程、طに
そのたΊのઌۦけとͳっています。༷々ͳઐੑをͭཹ学生が本学に来た߹に、それͧれがまとまっ
たઐ科を英語ͰཤमͰきる͜とがڧくٻΊられるからͰす。ޙࠓ、ಉ༷の英語課程を理学部のଞ学科、
そしてଞ学部にげていけれとࢲ͑ߟています。そしてそのࡍに、生命科学科Ͱのݧܦが大いに生
かされていく͜とをࢲんͰいます。
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生命科学科の英語課程と本学の国際化
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遅れているのでもっといろいろやるべしというお話もあり、関係者の負担が過重になることを気にしつつ、できる
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いߦҝͰあります。�教ҭにおいて、理学部の学生طにかっている͜と
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ཹ学生と本ਓ学生がとに学Ϳػձをඋする͜とがᨳわれています。生命科学科の英語課程、طに
そのたΊのઌۦけとͳっています。༷々ͳઐੑをͭཹ学生が本学に来た߹に、それͧれがまとまっ
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দӜࠀඒڭतが中心となͬて࢝まͬた生命科学英語課程。

̎̌ ̍̓ 度からは英語課程ϫʔΩϯάάϧʔϓが্ཱͪ͛られ、

༗͞れるきNJTTJPO�TUBUFNFOUڞ生にߨһとडڭ が࡞͞れました。

このষでは、NJTTJPO�TUBUFNFOU とڭһの寄稿を௨して、

生命科学英語課程のతをհしま͢。

ӳޠ՝ఔのత
टେֶ౦ژཧֶ෦ੜ໋ՊֶՊ

দӜࠀඒڭतが中心となͬて࢝まͬた生命科学英語課程。

̎̌ ̍̓ 度からは英語課程ϫʔΩϯάάϧʔϓが্ཱͪ͛られ、

༗͞れるきNJTTJPO�TUBUFNFOUڞ生にߨһؒとडڭ が࡞͞れました。

このষでは、NJTTJPO�TUBUFNFOU とڭһの寄稿を௨して、

生命科学英語課程のతをհしま͢。

ʲͲんͳઐ教ҭをしたいかのࢥいʳ
　東京都ཱ大学理学部生学科をଔۀしɼभ大学大学ӃਐΈɼϖンγϧϕχア大学とૅج生学ݚ
����ॴͰϙεトυΫをしɼڀ にߍͰॿ手として࠾༻いただいたɽ����  � ݄に首都大学東京をఆ
ୀ৬するまͰɼڀݚととにɼऀڀݚཆ教ҭにྗをいれてきたɽಛにཹҙしたのɼʢ̍ʣओମత
に͑ߟるྗをける͜とɼʢ̎ʣଟくのਓとݐઃతͳٞがͰきる͜とɼʢ̏ʣઐのίϛϡχέʔγϣ
ンを英語Ͱࣗ༝にͰきる͜とͰあったɽ英語にͭいてɼ࠷ॳ大学ӃͰɼ࣍に学部Ͱগしऔりೖ
れΑうとしてきたɽࣗࣗがɼઐͳら英語のίϛϡχέʔγϣンを΄΅ࣗ༝にͰきるΑうにͳっ
たのが ��代だったのͰɼ��代からそれがͰきる学生をҭてたいとࢥっていたɽ

ʲ英語課程を࢝Ίるきっかけとઐ߈教һのྗڠʳ
　���� の � ݄にɼ大学の部局࠙ஊձͰೖࢼઓུのの࣌にଟ༷ͳೖࢪ࣮ࢼ部ձとしてদӜがಉ
੮したɽそ͜Ͱ学部教ҭの英語Խのٞがあったがɼݪౡ学Ҏ֎ظ࣌ঘૣతͳงғؾͰあったɽίʔ
εؼってきてɼాさんɼా村さんɼ૬֞さんɼ村上ίʔεとҙަݟした݁Ռɼ生命Ͱ学部教
ҭの英語ԽがՄだΖうとஅしɼݱ学の上理事にՄੑをݕ౼したいとお͑した݁ՌɼࢼҊを
ॳ࠷తαϙʔトɼ一ఆʢࢉする͜とにͳったɽ大学からのਓతおΑͼ༧࡞ � ໊ʣのઐ߈教һの英
語授ۀՃྗڠ୲当ɼٴͼઐ߈としてのྃঝがඞཁͰあったがɼ����  � ݄まͰにいͣれΫϦアしɼ
�ؒの४උؒظをܦてɼ����  �݄からの生命科学ίʔε英語課程の։ઃがܾまったɽ

ʲࢥいがけͣଟくの学生のཤमとʳ
　大学のఏҊॻͰɼ英語課程のఆ学生ɼ� ޙに � ໊ʙ�� ໊とॻいたɽ�� ໊しいか
しれͳいがɼ� ໊ՄだΖうとࢥったɽただしɼॳ � ໊かしれͳいし � ໊かしれͳいと֮
すると݁局ॳ࢝したɽと͜Ζがɼ߹֨ऀのื集を։ޛ �� ໊が英語課程をཤमする͜とにͳったɽ
まだ࣮ଶが໌֬ͰͳいのにઓしてくれたϑΝʔεトϖンΪンたͪͰあったɽまたɼઐ߈に͝൷
があったがɼ本ਓのるؾさ͑ߴけれ英語ྗわͳかったɽݥͰあったがɼ英語ྗがऑかった
学生Αくؤுってɼ英語生学大きくྗを৳してくれたとࢥうɽ

ʲおわりにɿࢥいって࢝Ίる͜ととྗを੯しまͳい͜とʳ
　αϙʔトしてԼさった大学関ऀɼઐ߈教һɾ事務局ɾࢧԉۀ務୲当のօ༷ɼそれにԿΑりཤमし
てくれた学生ୡɼいͣれまだෆ֬ఆཁૉかりの中Ͱɼࢥいって࢝ΊてԼさってɼྗを੯しまͣ
ઓしていただいた �ؒだったとࢥうɽ関ऀ全һにɼਂく感謝いたしますɽ

【Γ·࢝ΊΔ͜ととྗを੯͠·ͳい͜と：生命科学ίʔε英語課程ͷ࢝いͬてࢥ】

टେ学౦໊ژ༪ڭत �ΞϯϥϯήʔδεΫʔϧ成૿ߍߍɹদӜࠀ�ඒ

�

英
語
課
程
の

త

英
語
課
程
の

త



দӜࠀඒڭतが中心となͬて࢝まͬた生命科学英語課程。

̎̌ ̍̓ 度からは英語課程ϫʔΩϯάάϧʔϓが্ཱͪ͛られ、

༗͞れるきNJTTJPO�TUBUFNFOUڞ生にߨһとडڭ が࡞͞れました。

このষでは、NJTTJPO�TUBUFNFOU とڭһの寄稿を௨して、

生命科学英語課程のతをհしま͢。

ӳޠ՝ఔのత
टେֶ౦ژཧֶ෦ੜ໋ՊֶՊ

দӜࠀඒڭतが中心となͬて࢝まͬた生命科学英語課程。

̎̌ ̍̓ 度からは英語課程ϫʔΩϯάάϧʔϓが্ཱͪ͛られ、

༗͞れるきNJTTJPO�TUBUFNFOUڞ生にߨһؒとडڭ が࡞͞れました。

このষでは、NJTTJPO�TUBUFNFOU とڭһの寄稿を௨して、

生命科学英語課程のతをհしま͢。

ʲͲんͳઐ教ҭをしたいかのࢥいʳ
　東京都ཱ大学理学部生学科をଔۀしɼभ大学大学ӃਐΈɼϖンγϧϕχア大学とૅج生学ݚ
����ॴͰϙεトυΫをしɼڀ にߍͰॿ手として࠾༻いただいたɽ����  � ݄に首都大学東京をఆ
ୀ৬するまͰɼڀݚととにɼऀڀݚཆ教ҭにྗをいれてきたɽಛにཹҙしたのɼʢ̍ʣओମత
に͑ߟるྗをける͜とɼʢ̎ʣଟくのਓとݐઃతͳٞがͰきる͜とɼʢ̏ʣઐのίϛϡχέʔγϣ
ンを英語Ͱࣗ༝にͰきる͜とͰあったɽ英語にͭいてɼ࠷ॳ大学ӃͰɼ࣍に学部Ͱগしऔりೖ
れΑうとしてきたɽࣗࣗがɼઐͳら英語のίϛϡχέʔγϣンを΄΅ࣗ༝にͰきるΑうにͳっ
たのが ��代だったのͰɼ��代からそれがͰきる学生をҭてたいとࢥっていたɽ

ʲ英語課程を࢝Ίるきっかけとઐ߈教һのྗڠʳ
　���� の � ݄にɼ大学の部局࠙ஊձͰೖࢼઓུのの࣌にଟ༷ͳೖࢪ࣮ࢼ部ձとしてদӜがಉ
੮したɽそ͜Ͱ学部教ҭの英語Խのٞがあったがɼݪౡ学Ҏ֎ظ࣌ঘૣతͳงғؾͰあったɽίʔ
εؼってきてɼాさんɼా村さんɼ૬֞さんɼ村上ίʔεとҙަݟした݁Ռɼ生命Ͱ学部教
ҭの英語ԽがՄだΖうとஅしɼݱ学の上理事にՄੑをݕ౼したいとお͑した݁ՌɼࢼҊを
ॳ࠷తαϙʔトɼ一ఆʢࢉする͜とにͳったɽ大学からのਓతおΑͼ༧࡞ � ໊ʣのઐ߈教һの英
語授ۀՃྗڠ୲当ɼٴͼઐ߈としてのྃঝがඞཁͰあったがɼ����  � ݄まͰにいͣれΫϦアしɼ
�ؒの४උؒظをܦてɼ����  �݄からの生命科学ίʔε英語課程の։ઃがܾまったɽ

ʲࢥいがけͣଟくの学生のཤमとʳ
　大学のఏҊॻͰɼ英語課程のఆ学生ɼ� ޙに � ໊ʙ�� ໊とॻいたɽ�� ໊しいか
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首都大学東京理学部生命科学科Αう͜そɽ
օさんがɼ英語Ͱఏڙされる生学の授ۀをɼいͭɼͲのくらいཤमするかݕ౼されるࡍのߟࢀにͳるΑうɼ
英語Ͱの授ۀに関する生命科学科のج本తͳ͑ߟをهしましたɽわからͳい͜とෆ安ͳ͜とがあったらɼ
ͲんͲん教һʢ安藤ɼ$SPOJOɼߴௗʣに૬ஊしてくださいɽ

ӳޠͰཤम͢Δ͜ͱͷϝϦοτ
英語Ͱ授ۀを受けるのɼ࠷ॳきͭいͰしΐうがɼ大学Ͱの授ۀのり方に׳れɼ英語ྗがͭいてくるに
ैってɼঃ々にҎԼのϝϦοトが感͡られるΑうにͳるとࢥいますɽ
���生命科学に関するใのଟく英語Ͱهされていますɽ英語Ͱ生学を学Ϳ͜とにΑりɼΑりくଟ༷
Ͱɼڵຯਂいใに৮れる͜とがͰきるΑうにͳりますɽ༁をհしたりɼ༁の༗ແに੍ݶされたりͤ
ͣにɼ͜うしたใにアΫηεしɼ理ղͰきるΑうにͳるͰしΐうɽ英語Ͱఏڙされている教ࡐɼ
本語のそれにൺてѹతにଟ༷Ͱすɽそうした教ࡐをར༻して学Ϳ͜とͰɼ学शが༰қにͳる໘あ
りますɽ
���英語Ͱのίϛϡχέʔγϣンྗとಡղྗɼ̐࣍ʢଔڀݚۀʣから大学Ӄにかけて生学を学ͼɼݚ
をཤमする͜とͰɼ͜うしたྗをͭける͜とۀ൫とͳるྗͰすɽ英語Ͱ授جするのにෆՄܽͳɼߦをڀ
がͰきるͰしΐうɽάϩʔόϧͳ科学ίϛϡχςΟʔとີにܨがりͭͭɼࠃ֎をわͣ学ͼɼಇくた
Ίのૅجを࡞る͜とがͰきるとࢥいますɽ�

ӳޠͰतۀΛड͚Δ͠͞
ͲのΑうͳ科Ͱあれɼୈೋݴ語ʢඇ語ʣͰの学ͼしいとされていますɽ教ࡐςΩεトが英語ͳ
のͰɼಡんͰ理ղするのにɼࠓまͰΑりؒ࣌がかかるͰしΐうɽैってɼ本語の授ۀにൺてଟくの࣌
ؒをׂり当てɼेͳ४උをするඞཁがあるɼと感͡る学生がଟいのͰͳいかとࢥいますɽ授ۀͰ英語
に৮れるだけͰेͳ英語ྗがͭくਓɼগͳいとࢥいますɽ生学のษڧにՃ͑てさらにɼ英語ྗをͭ
けるたΊྗがඞཁとͳるਓがগͳくͳいͰしΐうɽ�

英語Ͱ受ける授ۀのׂ߹ɼΈ߹わͤࣗ༝Ͱすɽ
英語Ͱ授ۀを受けてΈてɼしす͗るɼと感͡た࣌ಉ͡༰を本語Ͱ学ͼす͜とがͰきますɽରにɼ
本語Ͱ受けた授ۀを英語Ͱ学ͼす͜とͰきますɽଔۀにඞཁͳ୯Ґɼ英語Ͱఏڙされる授ۀと
本語Ͱఏڙされる授ۀがͲのΑうͳൺͰࠞ͟っていてߏいまͤんɽ�

英語を学ͿたΊの授ۀͰありまͤんɽ
生命科学科が授ۀを英語Ͱఏڙするのɼ生に関する学ͼの࣭をߴΊるたΊͰあってɼ英語ྗをͭける
たΊͰありまͤんɽ英語ྗ上をิॿする༷々ͳϓϩάϥϜをఏڙしていますがɼ授ۀを理ղするたΊ
に英語ྗをͭけるのɼօさん一ਓͻとりにかかっていますɽ学科ͰօさんのྗをॿけるたΊにɼ英
語の授ۀにςΟʔνンάアγελントをͭけɼ英語レϙʔト࡞のたΊのトレʔχンάɼӾཡ༻の教科ॻ
を༻ҙしていますɽまたɼ�50&'- トレʔχンάίʔεɼάϥϚϦʔͳͲのΦンϥインϦιʔεਵ࣌ఏ
されますɽڙ

ӳޠ՝ఔのత
टେֶ౦ژཧֶ෦ੜ໋ՊֶՊ

ʙ Mission statement ຊ語൛�ʙ
Mission statement in Biological Sciences Program in English 
at Tokyo Metropolitan University 
So, you are considering taking the Biology in English program at TMU? 
Below are some advice to help you make your decision on when and how many English classes to take. They reflect the 
department's basic concept on English classes. Please discuss with one of our instructors if you have any questions. 
Benefits of the course in English.

ɹ 

Benefits in English program
While this course will be challenging at first, we expect you will find the course easier as you progress further, because 
your English will improve and the following benefits will be realised:
    You will gain access to a deeper and broader range of information, and the ability to assimilate this information 
directly without being hindered by translation or the lack of translated text. Learnig materials in English are far more 
various than that in Japanese. This will greatly enhance the diversity of your education and make later learning much 
easier. 
    Your ability to study and communicate in English is the basis for Independent research in the senior year and studies 
in graduate school.  Studying biology in English will help you develop these skills. The abilities will also provide a solid 
basis for work positions anywhere in the world while communicating effectively with the global scientific community. 

Challenges of the course in Englishɹ 
Studying in a second language is difficult. You will be required to do additional work to improve your English outside of 
the classroom on top of your studies in biology. Furthermore, teaching materials will be in English, and may take more 
time to read and understand. Most students will thus likely find that a greater time commitment will be required for the 
English course than for the Japanese course. 

You can change your mind, mix and matchɹ
If you choose to take subjects in English and find this to be too challenging, you can switch to the Japanese course. 
Similarly, if you decide to take more English subjects later, you can do so. Your degree requirements can be made up of 
any proportion of subjects in Japanese and English. 

We teach a course in biology, not English.ɹ

The School of Biology teaches a course in biology in English. This is not a course in English. We offer various support 
mechanisms for students to improve your language skills, but ultimately this is up to you. The School will support you 
though the provision of English/Japanese speaking teaching assistants in all English classes, English textbooks available 
for viewing, supplemental classes and report writing training, access to a TOEFL training course, and online 
English-improvement resources such as Grammarly. We also provide student mentors which with whom you will hold 
regular consultations, and who can also be turned to on an ‘as needed’ basis.

Going globalɹ
Science is global, and English is the language of science. To be part of the broader world of science requires a dedicated 
effort from you. The rewards of this investment now are potentially life-changing and long-term. Are you up for it?

ʙ English ver.�ʙ
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　生命科学の英語課程をཤमしているの、生命科学をઐ߈する本ਓ学生にՃ͑てւ֎からのަཹ
学生Ͱある。受ߨ生の英語ྗʢಡΉ、ॻく、す、ฉくʣ本ਓ学生のؒͰ༷々Ͱあると͜Ζに、
々ݸ、ਓࠩが大きい集ஂを૬手にしてݸ語理ղྗのݴ。がるਓࠩさらにݸ、学生がࠞ͡るたΊཹަ
の受ߨ生のຬがߴい授ۀをらͳけれͳらͳい。教һにとって大きͳνϟレンδͰある。わた
しの一ͭのղܾࡦ、学生からのൃݴのػձをͰきるだけଟくする͜と、またάϧʔϓデΟεΧογϣ
ンࣜܗをऔりೖれてਐΊる͜とͰある。学生のൃݴ授ۀをਐΊる上Ͱ、५༉తͳׂをՌたす。ಉ
にͤてࢥるときに、学生のࣗ༝ҙ࡞に、学生たͪの理ղをѲする͜とにཱͭ。άϧʔϓを࣌
おくと、本ਓಉ࢜Ͱ集まってしまうのͰ、ཹ学生がࠞ͡るΑうにした。学生にฉいてΈると、ຖ
ճΫϥεͰޓいにإを߹わͤるのの、本ਓ学生とަཹ学生とのަྲྀ΄とんͲͳいという。デΟ
εΧογϣンのޙに、άϧʔϓ͝とにデΟεΧογϣンの݁Ռをൃ表してらう。ଟくの߹、本ਓ
学生ൃݴがগͳく、ཹ学生がデΟεΧογϣンをϦʔυする͜とにͳる。本ਓ学生に、ཹ学生が
ͲのΑうにൃݴするのか、Ͳうすれࣗのҙݟをうまく͑ݴるΑうにͳるのか、デΟεΧγϣンの
をきっかけに学んͰ΄しい。ཹ学生英語課程の授ۀをॆ࣮さͤる上ͰوॏͳଘࡏͰある。ཹ学生から
ϙδςΟϒͳධՁをฉいている。首都大の英語課程生命科学にݶられているが、ޙࠓཹ学生に
ຬのߴい授ۀを心がけたい。

　英語課程をさらにޭさͤるたΊの࣍のεςοϓԿか。άϩʔόϧ教ҭにྗをೖれているࠃの大
学Ͱ、学部ࡏ学中にւ֎の大学にཹظ学さͤるϓϩάϥϜを࣋っている。ٛ務けていると͜Ζ
あれ、ࢀՃࣗ༝のと͜Ζある。あるࢲ学のཹ学ϓϩάϥϜの関ऀにฉいたと͜Ζ、ࢀՃඇৗ
にߴいという͜とͰあった。ཹظ学のతޮՌਓそれͧれͰあΖうが、ւ֎Ͱ英語にΑる授ۀを
受け、生׆໘Ͱ英語௮けにͳる͜とͰ、英語ྗ上ୡする。ϝンλϧ໘Ͱڧくͳる。ཹ学のたΊの
අ༻ෛ୲がデϝϦοトͰあるが、ւ֎ཹ学のϝϦοトଟい。本学の英語課程の本ਓ学生、生命科
学のઐࣝをशಘしͳがら、英語ίϛϡχέʔγϣンྗを৳すというඪを࣋っている。わたし、
生命科学の英語課程をさらにޭさͤるたΊの࣍のεςοϓとして、ཹظ学を৫తにྭする͜と
を͑ߟてྑいとࢥう。一ൠతͳ英ձのトレʔχンάをతとしたཹ学Ͱͳい。本学の教һと教ҭ
インλʔンγοࣨڀݚ、ͰきるΑうͳ生命科学ϓϩάϥϜをͭ大学をཹ学ઌとしてબͼܞ໘Ͱ࿈ڀݚ
ϓをϕʔεとして生命科学と英語のίϛϡχέʔγϣンྗを৳す͜とをతとするཹ学Ͱある。ڀݚ
ࣨにग़ೖりする͜とͰ、ඞવతにίϛϡχέʔγϣンྗをߴΊる࣮ફతͳとͳり、また、インλʔ
ンγοϓͰڀݚ༰を࣮ફతに学Ϳ͜とがͰきる。本学の英語課程と࿈ಈしたಛ৭あるཹظ学ϓϩά
ϥϜがͰきそうͰある。
　英語課程授ۀのをたらしただけͰͳい。英語課程の教һ࠾༻ਓ事において、ւ֎からの
Ԡืをఆし、ੈքඪ४をҙࣝしたのにͳった。ื集ཁ߲の༰表هの方ͳͲ、ै来とҟͳる
り方にͳるたΊ、本学のطଘのਓ事手ଓきとのすり߹わͤඞཁͰあった。ॳΊてి子ϝʔϧͰのԠื
受けけをՄとしていただいた。ީิऀとのりとり、インλϏϡʔͳͲのબۀ࡞ߟにଟくのؒ࣌をඅ
しͳがら、教һ࠾༻ਓ事のੈքඪ४を学んだ。

【英語課程͕ͨΒ͢तۀͷとੈքඪ४】ɹ૬֞�හ࿕教授

In our shrinking world the ability to communicate with global partners is essential to success. The 
biology English program at Tokyo M etropolitan U niversity was established as a unilateral 
initiative of the D epartment of B iology in 2 0 1 5  to provide students with an environment that can 
prepare them for the global stage. A s a teacher in the biology English program, I have witnessed 
the transformation of naï ve but capable students into individuals capable of critically assessing, 
filtering, and ingesting the huge diversity of information available in English and delivering 
presentations to international audiences. 

Though I am perhaps fortunate as a scientist in being a native English speaker, I can fully 
appreciate the benefits of English as the global language of science. I have worked as a researcher 
in France, the U K , Japan and M alaysia, and through scientific collaborations and academic 
editorial work, regularly liaise with colleagues in many more countries. This is possible because 
academics everywhere use English to share, discuss, debate and disseminate their scientific ideas 
and outputs. 

Teaching in English creates the opportunity for students to interact with international peers as part 
of the learning experience. A s well as allowing for multinational classrooms, students are able to 
interact directly with peers from anywhere in the world using online tools. This potential has been 
realized at TM U  through the nascent C O IL program, which in 2 0 1 8  saw interactive peer 
presentation and appraisal between students at TM U  and at two universities in the U S , an exchange 
that would have been impossible without English.  
The English learning environment is not without its challenges. V arying levels of English ability 
and a multi- cultural classroom introduces new ( and sometimes confusing)  perspectives, accents, 
and interpretations. However, these are real- world challenges, and by facing them now, students 
can develop the capacity to think more laterally and overcome such challenges. The benefits 
students will gain, in terms of a more adaptive mind and broader perspective, are permanent and 
far reaching. 

I thus strongly recommend the English program, for students who want to challenge themselves 
and/ or see the long- term value in studying in English, either because they hope to embark upon a 
career in science on the international stage, or because they are interested in the potential for 
heightened interaction with the rest of the world. 

"TToDJate 1SoGeTToS
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　生命科学の英語課程をཤमしているの、生命科学をઐ߈する本ਓ学生にՃ͑てւ֎からのަཹ
学生Ͱある。受ߨ生の英語ྗʢಡΉ、ॻく、す、ฉくʣ本ਓ学生のؒͰ༷々Ͱあると͜Ζに、
々ݸ、ਓࠩが大きい集ஂを૬手にしてݸ語理ղྗのݴ。がるਓࠩさらにݸ、学生がࠞ͡るたΊཹަ
の受ߨ生のຬがߴい授ۀをらͳけれͳらͳい。教һにとって大きͳνϟレンδͰある。わた
しの一ͭのղܾࡦ、学生からのൃݴのػձをͰきるだけଟくする͜と、またάϧʔϓデΟεΧογϣ
ンࣜܗをऔりೖれてਐΊる͜とͰある。学生のൃݴ授ۀをਐΊる上Ͱ、५༉తͳׂをՌたす。ಉ
にͤてࢥるときに、学生のࣗ༝ҙ࡞に、学生たͪの理ղをѲする͜とにཱͭ。άϧʔϓを࣌
おくと、本ਓಉ࢜Ͱ集まってしまうのͰ、ཹ学生がࠞ͡るΑうにした。学生にฉいてΈると、ຖ
ճΫϥεͰޓいにإを߹わͤるのの、本ਓ学生とަཹ学生とのަྲྀ΄とんͲͳいという。デΟ
εΧογϣンのޙに、άϧʔϓ͝とにデΟεΧογϣンの݁Ռをൃ表してらう。ଟくの߹、本ਓ
学生ൃݴがগͳく、ཹ学生がデΟεΧογϣンをϦʔυする͜とにͳる。本ਓ学生に、ཹ学生が
ͲのΑうにൃݴするのか、Ͳうすれࣗのҙݟをうまく͑ݴるΑうにͳるのか、デΟεΧγϣンの
をきっかけに学んͰ΄しい。ཹ学生英語課程の授ۀをॆ࣮さͤる上ͰوॏͳଘࡏͰある。ཹ学生から
ϙδςΟϒͳධՁをฉいている。首都大の英語課程生命科学にݶられているが、ޙࠓཹ学生に
ຬのߴい授ۀを心がけたい。

　英語課程をさらにޭさͤるたΊの࣍のεςοϓԿか。άϩʔόϧ教ҭにྗをೖれているࠃの大
学Ͱ、学部ࡏ学中にւ֎の大学にཹظ学さͤるϓϩάϥϜを࣋っている。ٛ務けていると͜Ζ
あれ、ࢀՃࣗ༝のと͜Ζある。あるࢲ学のཹ学ϓϩάϥϜの関ऀにฉいたと͜Ζ、ࢀՃඇৗ
にߴいという͜とͰあった。ཹظ学のతޮՌਓそれͧれͰあΖうが、ւ֎Ͱ英語にΑる授ۀを
受け、生׆໘Ͱ英語௮けにͳる͜とͰ、英語ྗ上ୡする。ϝンλϧ໘Ͱڧくͳる。ཹ学のたΊの
අ༻ෛ୲がデϝϦοトͰあるが、ւ֎ཹ学のϝϦοトଟい。本学の英語課程の本ਓ学生、生命科
学のઐࣝをशಘしͳがら、英語ίϛϡχέʔγϣンྗを৳すというඪを࣋っている。わたし、
生命科学の英語課程をさらにޭさͤるたΊの࣍のεςοϓとして、ཹظ学を৫తにྭする͜と
を͑ߟてྑいとࢥう。一ൠతͳ英ձのトレʔχンάをతとしたཹ学Ͱͳい。本学の教һと教ҭ
インλʔンγοࣨڀݚ、ͰきるΑうͳ生命科学ϓϩάϥϜをͭ大学をཹ学ઌとしてબͼܞ໘Ͱ࿈ڀݚ
ϓをϕʔεとして生命科学と英語のίϛϡχέʔγϣンྗを৳す͜とをతとするཹ学Ͱある。ڀݚ
ࣨにग़ೖりする͜とͰ、ඞવతにίϛϡχέʔγϣンྗをߴΊる࣮ફతͳとͳり、また、インλʔ
ンγοϓͰڀݚ༰を࣮ફతに学Ϳ͜とがͰきる。本学の英語課程と࿈ಈしたಛ৭あるཹظ学ϓϩά
ϥϜがͰきそうͰある。
　英語課程授ۀのをたらしただけͰͳい。英語課程の教һ࠾༻ਓ事において、ւ֎からの
Ԡืをఆし、ੈքඪ४をҙࣝしたのにͳった。ื集ཁ߲の༰表هの方ͳͲ、ै来とҟͳる
り方にͳるたΊ、本学のطଘのਓ事手ଓきとのすり߹わͤඞཁͰあった。ॳΊてి子ϝʔϧͰのԠื
受けけをՄとしていただいた。ީิऀとのりとり、インλϏϡʔͳͲのબۀ࡞ߟにଟくのؒ࣌をඅ
しͳがら、教һ࠾༻ਓ事のੈքඪ४を学んだ。

【英語課程͕ͨΒ͢तۀͷとੈքඪ४】ɹ૬֞�හ࿕教授

In our shrinking world the ability to communicate with global partners is essential to success. The 
biology English program at Tokyo M etropolitan U niversity was established as a unilateral 
initiative of the D epartment of B iology in 2 0 1 5  to provide students with an environment that can 
prepare them for the global stage. A s a teacher in the biology English program, I have witnessed 
the transformation of naï ve but capable students into individuals capable of critically assessing, 
filtering, and ingesting the huge diversity of information available in English and delivering 
presentations to international audiences. 

Though I am perhaps fortunate as a scientist in being a native English speaker, I can fully 
appreciate the benefits of English as the global language of science. I have worked as a researcher 
in France, the U K , Japan and M alaysia, and through scientific collaborations and academic 
editorial work, regularly liaise with colleagues in many more countries. This is possible because 
academics everywhere use English to share, discuss, debate and disseminate their scientific ideas 
and outputs. 

Teaching in English creates the opportunity for students to interact with international peers as part 
of the learning experience. A s well as allowing for multinational classrooms, students are able to 
interact directly with peers from anywhere in the world using online tools. This potential has been 
realized at TM U  through the nascent C O IL program, which in 2 0 1 8  saw interactive peer 
presentation and appraisal between students at TM U  and at two universities in the U S , an exchange 
that would have been impossible without English.  
The English learning environment is not without its challenges. V arying levels of English ability 
and a multi- cultural classroom introduces new ( and sometimes confusing)  perspectives, accents, 
and interpretations. However, these are real- world challenges, and by facing them now, students 
can develop the capacity to think more laterally and overcome such challenges. The benefits 
students will gain, in terms of a more adaptive mind and broader perspective, are permanent and 
far reaching. 

I thus strongly recommend the English program, for students who want to challenge themselves 
and/ or see the long- term value in studying in English, either because they hope to embark upon a 
career in science on the international stage, or because they are interested in the potential for 
heightened interaction with the rest of the world. 

"TToDJate 1SoGeTToS
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　生命科学ઐ߈Ͱ英語課程が࢝まってからޒがͪܦɼ૯ׅにࡍしてɼ英語Ͱの授ۀを୲当してきた教
һの一ਓとしてݟࢲをड़るɽݱঢ়ೝࣝをड़ɼ؆୯ͰあるがɼՄと͑ߟるղܾࡦをいくͭかఏҊ
するɽଞ学部ɼଞ学科Ͱ英語を学शݴ語とした授ۀをݕ౼されるときのߟࢀにͳれいͰあるɽ

　大学Ͱଟ༷ͳ授ܗۀଶにΑりɼ෯い༰が教͑られている͜とがましくɼその一としてɼ英
語Ͱ授ۀをߦう͜とのҙٛߴいと͑ߟているɽڀݚと教ҭをऔりרくڥのมԽஶしくɼ༁をっ
ていられͳい͜とɼૅجతͳ༰にしてɼ英語を学शݴ語とする͜とͰɼར༻Ͱきる教ࡐの෯が֨ஈ
にくͳる͜とがɼ理༝としてけՃ͑られるɽ

　ただしɼ首都大学東京の生命科学ઐ߈においてɼ͜れまͰのΑうにաを͑る学生にରして英語
にΑる生学の授ۀをߦうのɼ学生のྗにあっていͳいと感͡るɽ大学レϕϧの༰を学Ϳにɼ
学शݴ語における૬Ԡの語ኮɼจষ理ղྗɼߏྗがཁٻされるɽेとࢥわれるレϕϧの英語ྗをอ
จྗからஅ࡞の英ࡍにおけるฉきऔりྗとɼ課にճするۀしている学生ɼ͜れまͰの授࣋
するとɼগͳいとೝࣝしているɽଟくの学生にとってɼ英語Ͱ受ߨしている͜と学शのげにͳって
いͳいだΖうかɽ�

　ೖ学࣌Ͱ૬Ԡのྗをอ࣋していͳい学生のઓをげͣɼ学生のྗɾਐḿঢ়گにԠ͡て学शݴ
語をมߋする͜とがඞཁͰあΖうɽઓしΑうという学生にɼඞཁとされるྗレϕϧを໌ࣔする
Έがॏཁだɽ英語Ϋϥε編ςεト֎部ݧࢼのείアͰஅするのɼ学生のઓを੍ݶする方๏
としてૈࡶͰあると͑ߟるɽཤमొલの授ۀɼ上ڃ生 4"50.6ཹ学生がࢀՃする授ۀを׆༻しɼ
学生と教һが૬ஊするػձを૿すきͰあΖうɽ学शのਐḿঢ়گをɼਖ਼にϑΟʔυόοΫする͜と
ۃΊてॏཁだɽཤमొ࣌にɼଟくの学生がߴ༲したؾにある͜とɼそのޙɼαンΫίεトをؾ
にしてཤमݴ語をมߋしͮらい͜とをɼ教һଆڧくҙࣝするඞཁがあるɽ英語Ͱの学शをଅすҙਤからɼ
授ۀ࣮शɾԋशのධՁをՃݮしたりɼϑΟʔυόοΫのࡍにྭましたりするのɼແ༻ͰͳいだΖ
うかɽ英語ྗの上をظしてອવと英語Ͱの授ۀをཤमする学生がݱれてしまうのͰɼそうした学生
のέアがඞཁͰあるɽ本語語ऀがଟいݱঢ়Ͱɼ一࣍にଟくの学生がཤमしɼࡾ࣍にޒ೫ेࢸ
໊がཤमする程にऩଋするのがɼଥ当Ͱͳいかɽ

　গਓが受ߨする英語の授ۀを։ߨする͜とɼίεトにݟ߹わͳいɼと͑ߟͳいɽ英語Ͱ生学
を教授するϝϦοトޙࠓ大きくͳり͜そすれখさくͳらͳいͰあΖうɽ英語Ͱの授ۀɼస授ۀ
を׆༻する͜とͰ学生のྗを৳す͜とがͰきたと感͡ているɽ%FWFMPQNFOUBM�#JPMPHZ�ʢൃ生生学֤
ʣɼ(FOFSBM�#JPMPHZ�**Cʢ生学֓આ **C�ʣͰɼ3FBEJOH�7JFXJOH�.BUFSJBM を༩͑ɼ授ۀ中に課
をղܾしɼٞしɼ૯ׅをఏग़する授ۀをߦってきたɽ英語にΑり౷తͳٛߨをߦう͜ととൺてɼ
いͣれのෛՙが大きいかෆ໌だがɼ英語にΑるస授ۀɼ英語を語としͳい教һにेՄͰあっ
たɽ生命科学科Ͱɼ͜ の方๏がঃ々にまりͭͭありɼ教һؒͰ༷々ͳをަしɼੵしͭͭあるɽ

【5IF�QSPT�BOE�DPOT�PG�UIF�&OHMJTI�QSPHSBN】ɹߴௗ�࢜ 准教授

ணしてࢲ　 � ͳのͰ、ࡏݱ � をऴ͑Αうとしている英語課程が࢝まったܦҢにͭいてΑ
くらͳい。ʢୀされたদӜઌ生がϦʔμʔγοϓをとって࢝まった੍だというฉいている。ʣॿ
教ͳのͰ୲当科ଟくͳく、ٛߨͰ &WPMVUJPOBSZ�#JPMPHZʢਐԽ生学֤ɿ)�� 、୲ʣと
(FOFSBM�(FOFUJDT��ʢҨ学֓ �ɿ)�� 、୲ʣ、࣮शͰ -BCPSBUPSZ�$PVSTF�JO�#JPMPHZ��ʢ生
学࣮ݧ �ɿ)��、)�� 、୲ʣと -BCPSBUPSZ�$PVSTF�JO�&WPMVUJPOBSZ�#JPMPHZʢઐ࣮शɿ)��、
)�� 、୲ʣを୲当した程Ͱある。͜͜Ͱおにॿ教というཱから英語課程にͭいての感
をड़る。
　ணલから英語課程にগͳからͣڵຯがあった。英語だけͰଔۀ୯ҐをऔಘͰきるのઌਐతͰある、
� ؒのアϝϦΧϙευΫ生׆が׆かͤる、ͳͲと感͡、そんͳߍにணͰきる͜とをތらしくࢥっ
た。ॳからগ々のٛߨ୲当ܾまっていたたΊ、ணޙから英語課程ϫʔΩンάάϧʔϓに΄΅
ຖճࢀՃしてきた。しかし、ਖ਼ͳと͜ΖϫʔΩンάάϧʔϓͰのٞがޮՌతに࡞༻しているという࣮
感が࣋てͳい。中心にͳって׆ಈしてくださっているઌ生方に本当に಄のԼがるࢥいͰあるが、教һؒ
Ͱ英語課程にରするελンεまるͰҧうし、学科ʗઐ߈としての一ମ感にܽけるؾがする。͜うͳっ
てくると、ॿ教Ͱあるࢲにଞਓ事にしか感͡られͳい͜とଟくͳる。࣮ࡍ、ϫʔΩンάάϧʔϓにॿ
教の࢟΄とんͲͳいʢ教授と准教授のࢀՃかͳりݶఆతだがɾɾɾʣ。ࢲؚΊࣗのক来がΈ͑て
いͳいʢಛにए手のʣॿ教にとって、͜んͳঢ়گͰઐ߈のক来をݟਾ͑たϏδϣンͳͲͳかͳか࣋てる
のͰͳい。

　英語課程がޭしたのかͲうかࢲにまだΑくわからͳい。一ظ生がΑうく � 生とͳりࣨڀݚに
ଐされたかりͳのͰ、அをするのঘૣͰあΖう。しかし、ͻとͭڧくҹにっている͜とがある。
それ、一ظ生の一ਓがॻいた英語のཁࢫͰある。ਐԽҨ学ࣨڀݚͰθϛൃ表ऀ༧ΊࣨڀݚのウΣ
ϒࣔܝ൘に英語のൃ表ཁࢫをͤࡌる͜とにͳっている。ຖճそのཁࢫにを௨しているのだが、英語課程
の一ਓのଔݚ生のจষにをݟுるのがあった。その学生の英語レϙʔトが学をう͝とにし
ていたの感͡ていた。そのྗが � 生にͳってՖ։いたのだΖう。ࣗࢲまだ΄とんͲ英語課程
にݙߩしていͳいが、͜のग़来事英語課程のҙٛの一をڧくࢲにҹけた。
　ただし、ޙࠓ英語課程をͲうしていくのかにͭいてਖ਼ෳࡶͳ心ڥͰある。本語と英語の྆方Ͱߨ
࣮ٛशをߦうのり教һのෛ୲が大きい。ಛに教授准教授が関࿈するٛߨアυϛχεトレʔ
γϣンにࡴされているのをΈると、ए手教һのؾ࢜Լがる。本語と英語の྆課程を͜のままཱ྆さ
ͤるͳら、ʢ英語課程ʣઐ教һを૿す༧ࢉཁٻをߦうͳͲ、教һのෛ୲をݮらすԿらかのાஔがඞཁ
Ͱあると感͡る。ਫ਼ਆだけͰのܧଓしい。h ࢲするのͰあれʢ࣋ʱ大学としてのελンεをҡڀݚ
ࣗڧく͜れをんͰいるʣ、ۙいক来いっそ英語課程のΈにする、また本語課程のΈにす、と
いう͜とࢹにೖれるきだとࢥう。Ͳうすれྑいか、ࢲにまだஅͰきͳい。

【ॿ͔ڭΒΈͨ英語課程】ɹᖒ�ণจ ॿ教
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　生命科学ઐ߈Ͱ英語課程が࢝まってからޒがͪܦɼ૯ׅにࡍしてɼ英語Ͱの授ۀを୲当してきた教
һの一ਓとしてݟࢲをड़るɽݱঢ়ೝࣝをड़ɼ؆୯ͰあるがɼՄと͑ߟるղܾࡦをいくͭかఏҊ
するɽଞ学部ɼଞ学科Ͱ英語を学शݴ語とした授ۀをݕ౼されるときのߟࢀにͳれいͰあるɽ

　大学Ͱଟ༷ͳ授ܗۀଶにΑりɼ෯い༰が教͑られている͜とがましくɼその一としてɼ英
語Ͱ授ۀをߦう͜とのҙٛߴいと͑ߟているɽڀݚと教ҭをऔりרくڥのมԽஶしくɼ༁をっ
ていられͳい͜とɼૅجతͳ༰にしてɼ英語を学शݴ語とする͜とͰɼར༻Ͱきる教ࡐの෯が֨ஈ
にくͳる͜とがɼ理༝としてけՃ͑られるɽ

　ただしɼ首都大学東京の生命科学ઐ߈においてɼ͜れまͰのΑうにաを͑る学生にରして英語
にΑる生学の授ۀをߦうのɼ学生のྗにあっていͳいと感͡るɽ大学レϕϧの༰を学Ϳにɼ
学शݴ語における૬Ԡの語ኮɼจষ理ղྗɼߏྗがཁٻされるɽेとࢥわれるレϕϧの英語ྗをอ
จྗからஅ࡞の英ࡍにおけるฉきऔりྗとɼ課にճするۀしている学生ɼ͜れまͰの授࣋
するとɼগͳいとೝࣝしているɽଟくの学生にとってɼ英語Ͱ受ߨしている͜と学शのげにͳって
いͳいだΖうかɽ�

　ೖ学࣌Ͱ૬Ԡのྗをอ࣋していͳい学生のઓをげͣɼ学生のྗɾਐḿঢ়گにԠ͡て学शݴ
語をมߋする͜とがඞཁͰあΖうɽઓしΑうという学生にɼඞཁとされるྗレϕϧを໌ࣔする
Έがॏཁだɽ英語Ϋϥε編ςεト֎部ݧࢼのείアͰஅするのɼ学生のઓを੍ݶする方๏
としてૈࡶͰあると͑ߟるɽཤमొલの授ۀɼ上ڃ生 4"50.6ཹ学生がࢀՃする授ۀを׆༻しɼ
学生と教һが૬ஊするػձを૿すきͰあΖうɽ学शのਐḿঢ়گをɼਖ਼にϑΟʔυόοΫする͜と
ۃΊてॏཁだɽཤमొ࣌にɼଟくの学生がߴ༲したؾにある͜とɼそのޙɼαンΫίεトをؾ
にしてཤमݴ語をมߋしͮらい͜とをɼ教һଆڧくҙࣝするඞཁがあるɽ英語Ͱの学शをଅすҙਤからɼ
授ۀ࣮शɾԋशのධՁをՃݮしたりɼϑΟʔυόοΫのࡍにྭましたりするのɼແ༻ͰͳいだΖ
うかɽ英語ྗの上をظしてອવと英語Ͱの授ۀをཤमする学生がݱれてしまうのͰɼそうした学生
のέアがඞཁͰあるɽ本語語ऀがଟいݱঢ়Ͱɼ一࣍にଟくの学生がཤमしɼࡾ࣍にޒ೫ेࢸ
໊がཤमする程にऩଋするのがɼଥ当Ͱͳいかɽ

　গਓが受ߨする英語の授ۀを։ߨする͜とɼίεトにݟ߹わͳいɼと͑ߟͳいɽ英語Ͱ生学
を教授するϝϦοトޙࠓ大きくͳり͜そすれখさくͳらͳいͰあΖうɽ英語Ͱの授ۀɼస授ۀ
を׆༻する͜とͰ学生のྗを৳す͜とがͰきたと感͡ているɽ%FWFMPQNFOUBM�#JPMPHZ�ʢൃ生生学֤
ʣɼ(FOFSBM�#JPMPHZ�**Cʢ生学֓આ **C�ʣͰɼ3FBEJOH�7JFXJOH�.BUFSJBM を༩͑ɼ授ۀ中に課
をղܾしɼٞしɼ૯ׅをఏग़する授ۀをߦってきたɽ英語にΑり౷తͳٛߨをߦう͜ととൺてɼ
いͣれのෛՙが大きいかෆ໌だがɼ英語にΑるస授ۀɼ英語を語としͳい教һにेՄͰあっ
たɽ生命科学科Ͱɼ͜ の方๏がঃ々にまりͭͭありɼ教һؒͰ༷々ͳをަしɼੵしͭͭあるɽ

【5IF�QSPT�BOE�DPOT�PG�UIF�&OHMJTI�QSPHSBN】ɹߴௗ�࢜ 准教授

ணしてࢲ　 � ͳのͰ、ࡏݱ � をऴ͑Αうとしている英語課程が࢝まったܦҢにͭいてΑ
くらͳい。ʢୀされたদӜઌ生がϦʔμʔγοϓをとって࢝まった੍だというฉいている。ʣॿ
教ͳのͰ୲当科ଟくͳく、ٛߨͰ &WPMVUJPOBSZ�#JPMPHZʢਐԽ生学֤ɿ)�� 、୲ʣと
(FOFSBM�(FOFUJDT��ʢҨ学֓ �ɿ)�� 、୲ʣ、࣮शͰ -BCPSBUPSZ�$PVSTF�JO�#JPMPHZ��ʢ生
学࣮ݧ �ɿ)��、)�� 、୲ʣと -BCPSBUPSZ�$PVSTF�JO�&WPMVUJPOBSZ�#JPMPHZʢઐ࣮शɿ)��、
)�� 、୲ʣを୲当した程Ͱある。͜͜Ͱおにॿ教というཱから英語課程にͭいての感
をड़る。
　ணલから英語課程にগͳからͣڵຯがあった。英語だけͰଔۀ୯ҐをऔಘͰきるのઌਐతͰある、
� ؒのアϝϦΧϙευΫ生׆が׆かͤる、ͳͲと感͡、そんͳߍにணͰきる͜とをތらしくࢥっ
た。ॳからগ々のٛߨ୲当ܾまっていたたΊ、ணޙから英語課程ϫʔΩンάάϧʔϓに΄΅
ຖճࢀՃしてきた。しかし、ਖ਼ͳと͜ΖϫʔΩンάάϧʔϓͰのٞがޮՌతに࡞༻しているという࣮
感が࣋てͳい。中心にͳって׆ಈしてくださっているઌ生方に本当に಄のԼがるࢥいͰあるが、教һؒ
Ͱ英語課程にରするελンεまるͰҧうし、学科ʗઐ߈としての一ମ感にܽけるؾがする。͜うͳっ
てくると、ॿ教Ͱあるࢲにଞਓ事にしか感͡られͳい͜とଟくͳる。࣮ࡍ、ϫʔΩンάάϧʔϓにॿ
教の࢟΄とんͲͳいʢ教授と准教授のࢀՃかͳりݶఆతだがɾɾɾʣ。ࢲؚΊࣗのক来がΈ͑て
いͳいʢಛにए手のʣॿ教にとって、͜んͳঢ়گͰઐ߈のক来をݟਾ͑たϏδϣンͳͲͳかͳか࣋てる
のͰͳい。

　英語課程がޭしたのかͲうかࢲにまだΑくわからͳい。一ظ生がΑうく � 生とͳりࣨڀݚに
ଐされたかりͳのͰ、அをするのঘૣͰあΖう。しかし、ͻとͭڧくҹにっている͜とがある。
それ、一ظ生の一ਓがॻいた英語のཁࢫͰある。ਐԽҨ学ࣨڀݚͰθϛൃ表ऀ༧ΊࣨڀݚのウΣ
ϒࣔܝ൘に英語のൃ表ཁࢫをͤࡌる͜とにͳっている。ຖճそのཁࢫにを௨しているのだが、英語課程
の一ਓのଔݚ生のจষにをݟுるのがあった。その学生の英語レϙʔトが学をう͝とにし
ていたの感͡ていた。そのྗが � 生にͳってՖ։いたのだΖう。ࣗࢲまだ΄とんͲ英語課程
にݙߩしていͳいが、͜のग़来事英語課程のҙٛの一をڧくࢲにҹけた。
　ただし、ޙࠓ英語課程をͲうしていくのかにͭいてਖ਼ෳࡶͳ心ڥͰある。本語と英語の྆方Ͱߨ
࣮ٛशをߦうのり教һのෛ୲が大きい。ಛに教授准教授が関࿈するٛߨアυϛχεトレʔ
γϣンにࡴされているのをΈると、ए手教һのؾ࢜Լがる。本語と英語の྆課程を͜のままཱ྆さ
ͤるͳら、ʢ英語課程ʣઐ教һを૿す༧ࢉཁٻをߦうͳͲ、教һのෛ୲をݮらすԿらかのાஔがඞཁ
Ͱあると感͡る。ਫ਼ਆだけͰのܧଓしい。h ࢲするのͰあれʢ࣋ʱ大学としてのελンεをҡڀݚ
ࣗڧく͜れをんͰいるʣ、ۙいক来いっそ英語課程のΈにする、また本語課程のΈにす、と
いう͜とࢹにೖれるきだとࢥう。Ͳうすれྑいか、ࢲにまだஅͰきͳい。

【ॿ͔ڭΒΈͨ英語課程】ɹᖒ�ণจ ॿ教

��

英
語
課
程
の

త

英
語
課
程
の

త



　生学ɾ生命科学の学शڀݚに、英語のशಘがۃΊてॏཁͰある。生学のڀݚՌのଟく英
語Ͱൃ表されるのͰ、生学のใのऩ集ൃ৴に、一ఆਫ४Ҏ上の英語ྗがඞཁとされているから
Ͱある。Ͱあるとして、生学ɾ生命科学を学Ϳ࠷༏れた学श方๏が、英語Ͱの授ۀͳのだΖうか。
そうͳる߹֬かにあるだΖう。しかし、生学ɾ生命科学の学श、教һと学生が࠷ଟくをڞ༗
するݴ語Ͱߦわれるのが࠷ળだとࢲ͑ߟる。

　生学ɾ生命科学のに、ʮ英語がただ一ͭͰଞのଘࡏをڐさͳいݴ語ʯʢ%VSCJO���,FMMPHH�
����ʣͰあるあれ、ग़൛されたจݙの ��ˋが英語Ҏ֎のݴ語Ͱあるอ全ͳͲのڥ科学
ʢ"NBOP�FU�BM������ʣある。อ全Ͱ、อ全のରとͳるҬの২生ಈ૬ͳͲ生ଟ༷ੑの
߹語Ͱͳされる͜とがଟく、ग़൛の中Ͱ英語にΑるののׂݴҬのࡌهがॏཁͰあり、そのࡌه
が૬ରతにくͳっている。ただし、生学のすてのͰ、Өྗڹの大きͳจ英語Ͱग़൛され、
ओཁͳ教科ॻ英語ͰಡΊる。また、ڀݚՌの౸ୡൣғをげるたΊに、英語Ͱのൃ表ॏཁͰある。
そのたΊの英語ӡ༻ྗの上をͲのΑうにਤれྑいͰあΖうか。それを͑ߟるたΊに、学生がߴ
͑ߟにある教ҭのܠの४උを௨͡てͲのΑうに英語を学んͰきたかを、そのഎࢼまͰの課程大学ೖߍ
方をؚΊてる͜とが大Ͱある。
　จ部科学লのఏݴʰޙࠓの英語教ҭのվળɾॆ࣮方ࡦにͭいて　ใࠂʙάϩʔόϧԽにରԠした英語
教ҭվֵのͭޒのఏݴʙ ʢɦ����ʣ
ʢIUUQ���XXX�NFYU�HP�KQ�C@NFOV�TIJOHJ�DIPVTB�TIPUPV�����IPVLPLV
�BUUBDI���������IUNʣにΑれ、英語ྗの上、ʮάϩʔόϧԽʯの中ͰॏཁͰあり、ಛにίϛϡχέʔ
γϣンྗのҭがۓ٤の課とされている。そのたΊに、中学ߍߴͰのʮ英語ʯにΑる英語の授ۀ、
ʮൃԻɾ語ኮɾจ๏のؒҧいをڪれͣ、ੵۃతに英語をおうとするଶʯのҭ、ʮۙͳにͭ
いて理ղしたり表ݱしたりするίϛϡχέʔγϣンをਤʯりʮจ๏༁ಡにภる͜とͳく、ޓいの͑ߟ
ௐする。すͳわͪ、Φʔϥϧͳྗのڧݴʯする͜とを͜のఏࢹを英語Ͱ͑߹う学शをॏͪ࣋ؾ
上をٻΊている。　　
　͜の͑ߟ方にରして、ࣾձ教ҭ学ऀͰ、東京大学教授をܦてࡏݱΦοΫεϑΥʔυ大学教授のן୩߶
、全くҟͳるݟղをࣔす。ן୩ʢ����ʣ、ҙݟを英語ͰすたΊに、英語Ͱҙݟを͑ߟるඞཁがあり、
͜れをՄとするの、ʮಡΉ܇࿅Ͱある。それある程༰のあるจষを英語のまま理ղͰきるΑう
にする教ҭだʯとड़ている。さらに、本の大学、学生に英語จݙをあまりಡまͤͳい͜と、英語
にΑる授ۀ૿͑たが、Φʔϥϧίϛϡχέʔγϣンにภるがある͜とをࢦఠしている。その上Ͱ、
ʮ本語のಡղྗがಡॻྔにൺྫするΑうに、英語の理ղྗԿをͲれだけಡんだかがܾΊ手とͳる。
本語の授ۀͰ、英語จݙを英語のまま理ղͰきる教ҭՄだʯとड़、英語のಡղྗの上ͳしに
英語ྗのվળあり͑ͳいとஅݴする。͜のҙݟに、ࢲਂくಉҙする。Ͱ、ઐ߈の学生が生学ɾ
生命科学を学ͼ、ڀݚをし、そのՌをൃ表するのにඞཁͳ英語ྗをにͭけるたΊに、զ々、生命科
学の教һ۩ମతにԿをすきͳのだΖうか。ࢲのࢼΈをհしたい。

【Εͨ͘ͳいຊ語Ͱͷ生学・生命科学ͷतۀ
ɹɹɹɹʙʙ生学ͷڭҭɺ࠷ʮ௨͡Δʯݴ語Ͱߦいͨいʙʙ】ɹ
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　生学ɾ生命科学の学शڀݚに、英語のशಘがۃΊてॏཁͰある。生学のڀݚՌのଟく英
語Ͱൃ表されるのͰ、生学のใのऩ集ൃ৴に、一ఆਫ४Ҏ上の英語ྗがඞཁとされているから
Ͱある。Ͱあるとして、生学ɾ生命科学を学Ϳ࠷༏れた学श方๏が、英語Ͱの授ۀͳのだΖうか。
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するݴ語Ͱߦわれるのが࠷ળだとࢲ͑ߟる。

　生学ɾ生命科学のに、ʮ英語がただ一ͭͰଞのଘࡏをڐさͳいݴ語ʯʢ%VSCJO���,FMMPHH�
����ʣͰあるあれ、ग़൛されたจݙの ��ˋが英語Ҏ֎のݴ語Ͱあるอ全ͳͲのڥ科学
ʢ"NBOP�FU�BM������ʣある。อ全Ͱ、อ全のରとͳるҬの২生ಈ૬ͳͲ生ଟ༷ੑの
߹語Ͱͳされる͜とがଟく、ग़൛の中Ͱ英語にΑるののׂݴҬのࡌهがॏཁͰあり、そのࡌه
が૬ରతにくͳっている。ただし、生学のすてのͰ、Өྗڹの大きͳจ英語Ͱग़൛され、
ओཁͳ教科ॻ英語ͰಡΊる。また、ڀݚՌの౸ୡൣғをげるたΊに、英語Ͱのൃ表ॏཁͰある。
そのたΊの英語ӡ༻ྗの上をͲのΑうにਤれྑいͰあΖうか。それを͑ߟるたΊに、学生がߴ
͑ߟにある教ҭのܠの४උを௨͡てͲのΑうに英語を学んͰきたかを、そのഎࢼまͰの課程大学ೖߍ
方をؚΊてる͜とが大Ͱある。
　จ部科学লのఏݴʰޙࠓの英語教ҭのվળɾॆ࣮方ࡦにͭいて　ใࠂʙάϩʔόϧԽにରԠした英語
教ҭվֵのͭޒのఏݴʙ ʢɦ����ʣ
ʢIUUQ���XXX�NFYU�HP�KQ�C@NFOV�TIJOHJ�DIPVTB�TIPUPV�����IPVLPLV
�BUUBDI���������IUNʣにΑれ、英語ྗの上、ʮάϩʔόϧԽʯの中ͰॏཁͰあり、ಛにίϛϡχέʔ
γϣンྗのҭがۓ٤の課とされている。そのたΊに、中学ߍߴͰのʮ英語ʯにΑる英語の授ۀ、
ʮൃԻɾ語ኮɾจ๏のؒҧいをڪれͣ、ੵۃతに英語をおうとするଶʯのҭ、ʮۙͳにͭ
いて理ղしたり表ݱしたりするίϛϡχέʔγϣンをਤʯりʮจ๏༁ಡにภる͜とͳく、ޓいの͑ߟ
ௐする。すͳわͪ、Φʔϥϧͳྗのڧݴʯする͜とを͜のఏࢹを英語Ͱ͑߹う学शをॏͪ࣋ؾ
上をٻΊている。　　
　͜の͑ߟ方にରして、ࣾձ教ҭ学ऀͰ、東京大学教授をܦてࡏݱΦοΫεϑΥʔυ大学教授のן୩߶
、全くҟͳるݟղをࣔす。ן୩ʢ����ʣ、ҙݟを英語ͰすたΊに、英語Ͱҙݟを͑ߟるඞཁがあり、
͜れをՄとするの、ʮಡΉ܇࿅Ͱある。それある程༰のあるจষを英語のまま理ղͰきるΑう
にする教ҭだʯとड़ている。さらに、本の大学、学生に英語จݙをあまりಡまͤͳい͜と、英語
にΑる授ۀ૿͑たが、Φʔϥϧίϛϡχέʔγϣンにภるがある͜とをࢦఠしている。その上Ͱ、
ʮ本語のಡղྗがಡॻྔにൺྫするΑうに、英語の理ղྗԿをͲれだけಡんだかがܾΊ手とͳる。
本語の授ۀͰ、英語จݙを英語のまま理ղͰきる教ҭՄだʯとड़、英語のಡղྗの上ͳしに
英語ྗのվળあり͑ͳいとஅݴする。͜のҙݟに、ࢲਂくಉҙする。Ͱ、ઐ߈の学生が生学ɾ
生命科学を学ͼ、ڀݚをし、そのՌをൃ表するのにඞཁͳ英語ྗをにͭけるたΊに、զ々、生命科
学の教һ۩ମతにԿをすきͳのだΖうか。ࢲのࢼΈをհしたい。

【Εͨ͘ͳいຊ語Ͱͷ生学・生命科学ͷतۀ
ɹɹɹɹʙʙ生学ͷڭҭɺ࠷ʮ௨͡Δʯݴ語Ͱߦいͨいʙʙ】ɹ
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　まͣୈ一に、学生が学Ϳの、生学ɾ生命科学Ͱある͜とを໌֬に教һがೝࣝする͜とがॏཁだと、
、をඅすきͳの、生学ɾ生命科学の理ղͰある。そのたΊにؒ࣌る。学生がっと͑ߟࢲ
語とするのがྑいだΖう。そ͜ݴ生͡にくい࠷ղがޡ௨においてૄࢥ語、方のҙݴͰ༻いるٛߨ
Ͱ、ࢲ本語Ͱٛߨをߦっている。࣍に、ٛߨ࣮शにࡍして、Մͳݶり英語の教科ॻをࢦఆし、
༧श෮शのたΊに、そのߨಡを॓として学生に課す͜とͰͳいだΖうか。ࢲが୲当するઐ科
Ͱ、���� から༸ॻをࢦఆ教科ॻとしてきた。͜れҎ߱、���� まͰのؒ、生命科学ઐ߈の
本語課程ʢ学部ʣͰ、༸ॻを教科ॻࢦఆする科、ࢲが関༩したのҎ֎ͳかった。さらに、教
科ॻとしてࢦఆするだけͰͳく、その一部をࢀরし授ۀ༰とซͤて、学生がまとΊる॓を΄΅ຖ
ճ、課してきた。英語の教科ॻのಡΈ方をまとΊたΨイυをしたある。教科ॻをࢦఆしͳい科
Ͱ、ٛߨ༰に関࿈した英語จのίϐʔをし、その༰のհをレϙʔトとしてఏग़する͜
とをٻΊてきた。ୈࡾに、өࣸࢿྉݪଇとしてすて英語Ͱهड़し、ϋンυアウトとしてし、ޱ
಄Ͱのઆ໌を本語Ͱߦっている。༧शൣғをࢦఆしているのͰ、教科ॻにを௨し、ٛߨにࢀՃすれ、
英จの֓ཁ理ղͰきるͣͰある。一方Ͱ、一ॠͰ৸མͪͰきͳいʮਏいʯٛߨだと学生にݴわれ
た͜とある。
した͜とͳいのͰ、͜の方๏౼ݕͰ、学生の英語ྗにҧいがあるか൱かをޙするલߨを受ٛߨのࢲ　
が学生の英語ྗ上にͲの程ݙߩしているかをධՁする؍٬తͳࢦඪͳい。しかし、学生から、英
語教科ॻのهड़のݪଇを理ղͰき、科学の英語がಡΈすくͳった、との感を寄ͤられる͜とଟい。
　ただし、英語のಡղྗがۃΊてい学生のׂ߹が૿͑ており、英語教科ॻの༻をଓけるきか、
んͰいる。教科ॻの一部を学生にಡんͰらい、その中Ͱҙຯがわからͳい୯語をॻきग़してらう
レϙʔトの݁Ռから、PCTFSWF  QSBDUJDF�ͳͲۃΊてج本తͳ୯語をらͳい学生が一ఆଘࡏする͜
とが໌らかにͳっている。͜れ、ߍߴまͰの課程Ͱの༁ಡܰࢹの݁Ռかしれͳい。

　本、科学の大学教ҭをࣗࠃのݴ語Ͱ受けられるগͳいࠃの一ͭͰある。そのたΊ、ݴ語にΑる
ൃ表ݱの੍を໔れて科学を学Ϳ͜とがͰきるʢদඌ、����ʣ。͜のརを࠷大ݶに׆かしͭͭ生
学ɾ生命科学を学ͼ、科学のڞ௨ݴ語Ͱある英語学るをͲうしたらఏڙͰきるかをޙࠓ͑ߟ
ていきたい。

ػに、英語課程のཱͪ上げとӡӦにਚྗされているઌ生方にਂ謝します。また、͜のจをॻくޙ࠷　
ձを、༩͑てくださった安藤香奈絵ઌ生にお礼申し上げます。

"NBOP�5�(PO[ÂMF[�7BSP�+1�4VUIFSMBOE�8+�	����
�-BOHVBHFT�"SF�4UJMM�B�.BKPS�#BSSJFS�UP�(MPCBM�
4DJFODF��1-P4�#JPM�����F���������
%SVCJO�%(�BOE�,FMMPHH�%3�	����
�&OHMJTI�BT�UIF�VOJWFSTBM�MBOHVBHF�PG�TDJFODF��PQQPSUVOJUJFT�
BOE�DIBMMFOHFT��.PMFDVMBS�#JPMPHZ�PG�UIF�$FMM���������
����、ࡁܦ東༸ץ୩߶ʢ����ʣ本ਓͳͥ英語がͤͳいのか。िן  �݄ �� ߸ɿ�。
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このষでは、生命科学英語課程ࣄہの׆ಈを௨して、

英語課程のӡӦをհしま͢。

ӳޠ՝ఔのӡӦ
टେֶ౦ژཧֶ෦ੜ໋ՊֶՊ

英語課程の։࢝に͋たΓ、英語課程ࣄہが ����に։ઃ͞れました。

ͦのׂは、
　�टେ学౦ژ生命科学科を、英語を༻͍たཤमのΈでଔۀしΑうと͢るཹ学生͓Αͼ
ຊ人学生に対して、ຊ語の能ྗの༗ແにかかΘらͣ、ͦのڭ育課程の༰や͓Αͼ
応ื方๏につ͍てৄし͘ཧղした্でޙ֨߹、ͤ͞ئࢤは英語ཤमで学ۀがमめられる
Αうेなࢧԉをߦう。
　�英語課程担ڭһʢ֎ࠃ人ڭһؚΉʣ͓Αͼิॿһがतۀや࣮शɾͦれにవΘるࣄ
。うߦԉをࢧ語໘でのݴతɾࣄうためのߦにをԁۀ࡞
と͍う、ෳࡶ、ଟذにΘたるので͢。ҎԼにͦの༰をհしま͢。

�� ԉࢧಈ׆ใ
ɾ�ϗʔϜϖʔδ࡞、ߋ৽
ɾ�ύϯϑϨοτ、ϦʔϑϨοτ࡞
ɾ͓ߍߴ�Αͼࠃ֎֤ڭ育ؔػのҊૹ
ɾେ学આ໌ձでの生命科学英語課程のઆ໌४උ

�� ؔ༺ޏ
ɾ�ಛॿڭ、ඇৗ࣌ྟ、ࢣߨۈ৬һ、େ学Ӄ生 5"のޏ༻खଓき
ɾ�応ืॻྨ、ࣄؔ࿈ॻྨの英༁ิॿ

�� तؔۀ࿈
ɾ�ಛॿڭやඇৗࢣߨۈのतۀ४උิॿ

�� ֎෦ࢣߨにΑる英語तۀと試のاըӡӦ

�� ͍߹Θͤ対応　ʢ英語ؚΉʣ
ɾ�学生ʢडݧ生、ࡏ学生ʣからの͍߹Θͤ
ɾڭ�һからの͍߹Θͤ
ɾߍߴ�からの͍߹Θͤ

�� ༧ࢉのཧ

　これらには、ࣄॲཧ能ྗはͪΖΜ、ަ ব能ྗ、Ϛωδϝϯτ、τϥϒϧγϡʔτなど、
͢てので͍ߴ能ྗがඞཁと͞れま͢。これらの͢てを、中ଜѪ子͞Μは、͘ڻ
きΫΦϦςΟでࣄہ։ઃҎ来Ұ人でୡして͘れました。英語課程ࣄہは中ଜ͞Μ
のに͑ࢧられてきたことに、この場をआΓて͍ँײたしま͢。

ੜ໋ՊֶՊӳޠ՝ఔࣄہの։ઃ
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टେ学౦ژཧ学෦生命科学科英語課程ಠࣗのΣϒαΠτを։ઃ。
ຊ語൛ʢࠨʣ、英語൛ʢӈʣ

टେ学౦ژཧ学෦生命科学科英語課程の入学ҊϦʔϑϨοτʢࠨʣ、͓Αͼ
ύϯϑϨοτʢӈʣを࡞し、ࠃのߴ学ߍの༣ૹやւ֎でのใ׆ಈで
͢る。

ಈ׆ใ

टେ学౦ژཧ学෦生命科学科英語課程の入学ҊϦʔϑϨοτʢࠨʣ、͓Αͼ

Tokyo M
etropolitan 

University

Undergraduate Course 
of Biological Sciences

'VMM VOEFSHSBEVBUF CJPMPHZ QSPHSBN
UBVHIU FOUJSFMZ JO &OHMJTI
GPS AQSJM 201� AENJTTJPO

　ଔۀをܴ͑る英語課程ୈ一ظ生のօ༷におॕいを申し上げます。h 英語Ͱ生命科学を学Ϳʱというઓ
తかͭݥతͳࢼΈに༐にઓし、かͭୡしてくれた事に心Αり感謝したいとࢥいます。

ຯ、ෆ安といった心ڵ事ྫのແいऔりΈにڈ大学としてա、ࡍલに͜のおをいたޒ　
のॏさに、Կ心がંれそうにͳりまۀ࡞ελʔトしてΈると、事務局として୲うࡍ࣮、Ͱしたがڥ
した。まͣ、ୈ一の関生命科学科୯ମのऔͰあるという͜とから、ใ׆ಈをಠࣗにల։しͳけ
れͳらͳかったͰす。ύンϑレοトの編集ۀ࡞に࢝まり、ઐ༻ϗʔϜϖʔδの։ઃ、ࠃ֎の教
ҭػ関のҊૹ、手୳りঢ়ଶͰ英語課程৽ઃのҊ׆ಈを܁りげました。৽学ظが࢝まった࣌に、
��໊の学生が手をڍげてくれた͜とに、ただただ感謝するのΈͰした。
　͜れらのใ׆ಈの一Ͱ本課程のҊϏデΦを࡞したݧܦ、࣮にوॏͳのͰした。௨ৗͰ
֎部に一ׅൃしてしまうと͜Ζを、ߏ本を一から࡞り上げ、࠷ऴతにԻελδΦにग़き、
༏さんにΑるԻおΑͼը૾編集ݱにཱͪձうといったݧܦをしました。͜のใ׆ಈにୈ � 生ظ
が大きͳݙߩをしてくれた͜とけՃ͑さͤてきます。
　
　そのޙ英語課程のଘࡏࠃのߍߴにਁಁしͭͭあり、ଟくの学生が英語課程をرしてくれており
ます。当ॳ �� ໊程のগਓΫϥεをఆしておりましたが、� Ҏ߱ཹ学生ؚΊ �� ໊લޙの
けて、൴からのཁをஸೡにरい上げ、ओに英語ྗ੶生にࡏ。Ͱすگしているঢ়࣋੶をҡࡏ
上のたΊに༷々ͳϓϩάϥϜをاըɾ࣮ࢪしております。その一ͭとして 50&'- ࢼをຖ࣮ࢪして
おりますが、中に英語Ͱ学Ϳ上ͰのϞνϕʔγϣンを上げたいと、にෳճ受ݧする学生おります。

　また英語課程をӡӦする上Ͱܽかͤ͵ଘࡏが、5"ʢςΟʔνンάアγελントʣとしての大学Ӄ生Ͱす。
英語Ͱの授ۀにऔりされる学生がग़ͳいΑう、֤ࣨڀݚから英語のתͳӃ生を൴がઐとする
の科にஔしております。ຖ学ߦظう学生のアンέʔトௐࠪからӃ生にରする感謝のݴ༿がଟ
くݟ受けられ、൴のϋʔυϧのさがޭをしているΑうͰす。
　
　さて、ଔۀされるօ༷ʂޙࠓօ༷が大学Ӄ生とͳり本課程の学部生をαϙʔトしてԼさい。օ༷の
を生かし、εʔύʔݧܦॏͳو 5"として׆༂してくれる事を大いにظしております。

ಋいたদӜઌ生、おΑͼ安藤ઌ生、英語にΑるಠࣗࢦをऔり͜͜まͰ͝شࢦのਞ಄ۀに、本事ޙ࠷　
の受੍ݧのඋに͝ਚྗいた岡本ઌ生、英語課程ϗʔϜϖʔδ։ઃをؚΊใ׆ಈに͝ࢧԉいた
ా村ઌ生、またཱͪ上げ当ॳから英จࢦಋをؚΊॾۀ࡞におྗఴ͑いたߴௗઌ生、ଞに༷々ͳ方໘
Ͱ͝ྗڠいた֤ઌ生方に本ॻ໘をआりてਂ謝கします。

【ୈ ہࣄ՝ఔޠ�ӳࢠて】ɹ中ଜ�Ѫͤدにۀ生ͷଔظ�
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B� 受ߨのΈとΧϦΩϡϥϜ

C� 教һの授ۀ英語Խのαϙʔト

D� 学生αϙʔト

E� γϥόεྫと教һのίϝント

生命科学英語課程のཤमのΈはʁ

学生は̐ؒどのΑうなतۀをड͚るのʁ

を英語化して͍るのʁۀһはどのΑうにतڭ

英語でतۀをड͚る学生はどΜなαϙʔτをར༻した͍ʁ

このষでは、これらにつ͍てのใとڭһからの寄稿をまとめました。

ӳޠ՝ఔの༰
टେֶ౦ژཧֶ෦ੜ໋ՊֶՊ

B� डߨのΈͱΧϦΩϡϥϜ

英語課程につ͍ては、入学ޙのΨΠμϯεでઆ໌し、ͦのرޙऀに͞らにৄし͍
ΨΠμϯεを͍ߦま͢。学生はͦれらと໘ஊをܦて、ड͢ߨるかをܾめま͢。

英語課程のཤम

डऀߨ
���、はऀߨ英語課程のड、ࡏݱ Ҏ্英語のٛߨを ��� Ҏ্डߨ、または࣮श
を英語でड͢ߨる学生をΧϯτして͍ま͢。࣮शではຖճϨϙʔτఏग़が͋Γ、
これを英語でߦうには૬のྗをඞཁと͢るためで͢。

࣮शのཤम
࣮शにؔしては、̍生では、ຊ語Ϋϥε、英語Ϋϥεに͚て࣮ࢪして͍ま͢。
� 生Ҏ߱は、ຊ語と英語をಉ͡Ϋϥεでάϧʔϓを͚て࣮ࢪして͓Γ、5" の
を中心に、英語課程に対応して͍ま͢。英語課程の学生は、英語ςΩετをར༺׆
༻し、英語でϨϙʔτを࡞͢ることがٻめられま͢。

ຊ語課程と英語課程のԣஅ
英語課程からຊ語課程、ຊ語課程から英語課程にҠるのはࣗ༝で͢。英語課程
からຊ語課程にҠる学生はຖ学ظ ��� 人͍ま͢。またٯに、ຊ語課程から英語
課程と͍う学生͍ま͢。
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D� 学生αϙʔト

E� γϥόεྫと教һのίϝント

生命科学英語課程のཤमのΈはʁ

学生は̐ؒどのΑうなतۀをड͚るのʁ

を英語化して͍るのʁۀһはどのΑうにतڭ

英語でतۀをड͚る学生はどΜなαϙʔτをར༻した͍ʁ

このষでは、これらにつ͍てのใとڭһからの寄稿をまとめました。

ӳޠ՝ఔの༰
टେֶ౦ژཧֶ෦ੜ໋ՊֶՊ

B� डߨのΈͱΧϦΩϡϥϜ

英語課程につ͍ては、入学ޙのΨΠμϯεでઆ໌し、ͦのرޙऀに͞らにৄし͍
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डऀߨ
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を中心に、英語課程に対応して͍ま͢。英語課程の学生は、英語ςΩετをར༺׆
༻し、英語でϨϙʔτを࡞͢ることがٻめられま͢。

ຊ語課程と英語課程のԣஅ
英語課程からຊ語課程、ຊ語課程から英語課程にҠるのはࣗ༝で͢。英語課程
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課程と͍う学生͍ま͢。
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ɹ  ΧϦΩϡϥϜ

YEAR 1 YEAR 2 YEAR 3 YEAR 4Subject categories

General subjects

General biology 

Lecture

Lecture

Basic sciences
English
Freshman seminar
Information Literacy

Animal Ecology & Diversity
Cell Biology
Ecosystem & Enviroment
Human Biology

Biological Sciences 
Specialized subjects

Lecture

Evolutionary Biology
General Biochemistry
General Biology IB
General Biology IIB
General Cell Biology
General Ecology
General Genetics
General Microbiology
General Molecular Biology
General Physiology
General Taxonomy
Practices in Biology 1

Cell Biology
Developmental Biology
Ecology
General Developmental Biology 1
General Microbiology
Genetics
Practices in Biology 2
Neuroscience

Gene Science
Molecular Biology
Special Lecture in Biology
Summer intensive courses

Laboratory course Laboratory course in Biology 1,2 Laboratory course in Biology 3,4

Laboratory course in Biochemistry
Laboratory course in Cell Biology
Laboratory course in 
Developmental Biology
Laboratory course in Ecology
Laboratory course in Evolutionary 
Biology
Laboratory course in Genetics
Laboratory course in Molecular 
Biology
Laboratory course in Neuroscience
Laboratory course in Physiology
Laboratory course in Taxonomy

Field course Internship in Biology

Independent
research Independent research Independent research 

Undergraduate
research 

Undergraduate
research 

Course format

Animal Taxonomy
Ecology
Marine Biology Course (General 
Biology)
Marine Biology Course 
(Physiology & Developmental 
Biology)
Plant Taxonomy

生命科学科では、生命科学のさま͟まなを෯く学ͼ、研究するྗのૅجをにͭけます。特に、カϦΩϡϥϜશମ
のが࣮ݧや࣮習にてられており、ମݧしながら生学をにͭけます。
英語課程では、生命科学のઐࣝを活かして国際的に活༂するためのトレーχンάとして、英語でશての生命科学のઐ
授業を提供しており、ଔ業にඞཁな̍２̐୯Ґを英語でཤमすることがՄです。InEeQenEent research（自ओ研究）では、
自らのいにͮجいて研究テーマをઃ定し、࣮ܭݧըをཱて研究を行います。̏年生ではւやࢁでの֎࣮習、̐年生で
は研究ࣨにଐされてઐ的な研究（UnEerHraEuate research) を行います。࣮習ɾ研究では、自ओ的な学ͼとؒとの
ίϥϘレーションを௨して、اըྗɾίϛϡχέーションྗɾプレゼンテーションྗを育成します。

ー ཤमの  ྫー

　生命科学ίʔεの英語課程、くアδアւ֎からのೖ学ऀを受けೖれ、生命科学ίʔεのਅの
άϩʔόϧԽをࢦしてཱͪ上げられたのͰある。本語を語としͳい学生の本学ͰのଔۀをՄ
にするたΊに、ଔۀཁ݅としてఆΊられる୯Ґऔಘにඞཁͳ授ۀ科を英語を教授ݴ語としてఏ
科として֓આɾ֓ٛߨΊられる。そのたΊ、生命科学ίʔεͰઐ教ҭのٻする͜とがڙ ɾ֤ ɾ
ಛผٛߨɾԋशすての科において、本語Ͱ教授するのと英語Ͱ教授するのをそれͧれఏڙ
する͜ととͳった。生命科学ίʔεの学生の中に、本語を語としͳがらੈքにをけて、
大学教ҭの授ۀを英語Ͱ学ͼたいというҙཉతͳ学生が૬当おり、͜れらの学生英語課程の授ۀ
をཤमしている。͜れまͰの̐ؒの英語課程の学生の΄とんͲͪ͜らに֘当する本ਓ学生Ͱあ
り、そのうͪのଟく本語の授ۀと英語の授ۀのΈ߹わͤにΑり学मをਐΊている。一方、生命
科学ίʔεͰఏڙするઐ科の授ۀ୯७にࢉܭすれ̎ഒとͳっており、୲当する授ؒ࣌ۀの
૿Ճが教һࣗのڀݚにॆてるؒ࣌ࣨڀݚͰの学生にରするࢦڀݚಋのؒ࣌にӨڹをٴ΅す͜とを
ۀͰあるが英語Ͱの授ݟࢲ、࣌ঢ়を౿ま͑たݱዧする教һগͳくͳい。教務として͜のΑうͳة
科ఏڙ方๏をݟすظ࣌に来ているのͰͳいかと͑ߟる。たと͑、ઐ科の授ݴۀ語す
て英語とする、̍ͭの科にͭいて本語か英語かͲͪらか一方の授ۀをఏڙする、ͳͲͰある。

　ઐ教ҭ科とಉ༷にଔۀのたΊに୯Ґऔಘがඞཁͳ全学ڞ௨科Ͱ、英語授ۀඞͣしଟく
ఏڙされていͳい。また、ࡍࠃ෭ઐ߈Ͱఏڙされる英語科ʮάϩʔόϧਓࡐҭೖࢼʯをܦてೖ
学した学生に受ߨがݶఆされている。͜れらの授ۀ科の英語Ͱのఏڙが֦ॆされ、すての科の
ཤमがՄにͳる͜とͰ、英語授ۀ科の学मػձが૿Ճする͜とظしたい。
　
　英語課程ཱͪ上げから̑、ऩ集された༷々ͳใをڞ༗し、͜れからの英語課程をͲのΑうにਪ
ਐしていくのか、վΊてその方ੑをఆΊるλイϛンάͰあΖう。生命科学ίʔε教һのྗڀݚをҡ࣋ɾ
ൃలさͤ、かͭ大学ӡӦ学生教ҭそれͧれにׂり当てるؒ࣌ɾΤϑΥʔトのόϥンεのとれた੍
ઃܭをࡧしͳがら、生命科学ίʔεߏ教һのҙݟをөさͤた、࣮ݱతͰ࣋ଓతͳ英語課程のॆ࣮ɾ
ൃలをਤらͶͳらͳい。

【生命科学ίʔεͷ英語तۀఏڙ �学෦ڭͷ؍͔Β】ɹϲ݈�ߐ�准教授
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तۀの英語化のために、英語課程ではҎԼのϦιʔεをڭһのために४උして͍ま͢。

C� ԽのͨΊのαϙʔτޠӳۀһのतڭ

入ߪ科ॻとΠϯετϥΫλʔϦιʔεのڭ
生命科学のڭ科ॻのଟ͘は、ւ֎のڭ科ॻを༁したので͢。༸ॻをͦのまま͑
、ຊ語༁がまͩग़て͍な͍৽൛をうことができま͢。ઌ生方のࢦఆしたڭ科ॻ
をͣつߪ入し、学生͑るΑうにϛχϥΠϒϥϦにஔして͍ま͢。このࡍ、
ग़൛ࣾからʮJOTUSVDUPS�SFTPVSDFʯのΞΫηεらͬて͍ま͢。*OTUSVDUPS�
SFTPVSDF には、तۀεϥΠυ、ਤද、ϏσΦ、と͑やतۀのਐめ方のώϯτ
などがؚまれ、μϯϩʔυして༻して͍ま͢。ϏσΦ工をڽらしたのがଟ
͘、तۀの४උにཱͬて͍ま͢。

英จߍਖ਼ιϑτ
英จߍਖ਼ιϑτ (SBNNBSMZ のΞΧσϛοΫΞΧϯτを、ڭһと英語तۀをड͚る
学生のためにߪ入して͍ま͢。

ςΟʔνϯάΞγελϯτのஔ
英語तۀにはେ学Ӄ生のςΟʔνϯάΞγελϯτʢ5"ʣをஔして͍ま͢。

ಛڭһにΑるิॿ
ಛڭһは生学のઐ知ࣝとݧܦڀݚが͋Γ、学生の課のิॿ͚ͩでな͘、ڭһ
のतۀ४උのิॿཁに応͡て͑ߦま͢。ྫ͑、これまでに࣮शςΩετの英༁
をͬߦてきました。
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�ֶੜαϙʔτのྫ
生命科学英語課程では、ຖ学期Ξンέートを࣮ࢪし、学生の学ͼにରするཁにԠ͑てきました。
学生の自ओੑをॏΜ͡、رऀにରしてҎԼのサϙートを࣮ࢪしています。
ೖ学લ授業
英語での生命科学の授業を受ける४උとして、特教員にΑる授業を࣮ࢪ。
教Պॻͷି͠ग़͠
英語課程で使用する教科ॻはւ֎大学のٛߨでも使われている英語൛。
。価なもの、手にೖりにくいものも͋るため、学生が自༝に利用できる教科ॻのϛχϥイブϥϦをઃஔߴ
ςΟʔνϯάΞγελϯτ
英語での授業には、大学Ӄ生をஔし、学生の࣭にରԠ。

特任教員による補講や授業外学習補助

外෦講ࢣによるӳ্ྗޠͷͨΊͷ講࠲やɺӳྗޠѲͷͨΊͷ外෦ӳޠٖݧࢼΛఏڙ

　௨ৗのतۀは、生学を͑ڭることをతとして͍て、学生の英語能ྗを্ͤ͞る
ことをతとはして͍まͤΜ。तۀをཧղ͢るのにඞཁな英語ྗを育てるため、英語の
ಛผ࠲ߨɼ50&'- 試、ಛॿڭにΑる5、ٛߨ"にΑるαϙʔτなどを࣮ࢪしてき
ました。これらは͋͘まで、学生がࣗओతにرしてड͢ߨるので͢。

　英語でतۀをड͚る学生のためには、英จߍਖ਼ιϑτ(SBNNBSMZ のΞΧσϛοΫϥ
Πηϯεをߪ入しఏڙして͍ま͢。また、生学のόοΫάϥϯυをݧܦڀݚͪ࣋の
͋るಛڭһが、課や࣮शϨϙʔτ࡞のิॿをͬߦて͍ま͢。

　ଟ͘のཤम学生の英語能ྗはɼҰൠの学生にൺてಛに͍ߴと͍うΘ͚では͋Γまͤ
Μ。たͩし、英語の能ྗをઐの能ྗとڞに্ͤ͞た͍と͍うҙཉはେ変͍ߴと͡ײ
ま͢。英語での༰ཧղが࠷ॳはし͍学生ଟ͍ので͢が、英語に৮れるػձがຖ
͋ること、また学生ࣗのྗにΑΓ、तۀをड͚るための英語能ྗの্がண࣮にΈ
られま͢。また、࣭やൃݴにΑるतۀのੵۃతなࢀՃに͓͍てはɼ英語課程の学生
の方がൃ׆な場߹ଟ͘、ͦれが͞らなる学ྗ্にܨがͬて͍ると͑ߟられま͢。

　ࣗの英語ྗでतۀをཧղできるかを、学生ࣗは、ಛに̍生の࣌に、େ変心し
て͍ま͢が、学がਐΉにつれてͦの心がͬݮて͘ることがΞϯέʔτからΘかΓま
͢。

　また、तۀ֎での学生૬ޓの͑ڭ߹͍や学ͼ߹͍は、英語Ϋϥεの学生の方が、ຊ
語Ϋϥεの学生ΑΓଟ͍が͋Γま͢。これは、からな͍ことがଟ͘てΫϥεϝʔ
τにฉか͟るをಘな͍ためと͑ߟられま͢が、ͦのश׳がつ͘ことで、学शをਐめる
ための༗ޮなखஈになͬて͍ま͢。

D� ӳޠ՝ఔのֶੜのαϙʔτ

特任教員による補講や授業外学習補助

E� तۀのγϥόεྫͱڭһのίϝϯτ

< のతとରの学生ٛߨ >
ओに生命科学科̍生。ަཹ学生のཤम �ׂ΄Ͳ。ཤम学生΄΅ຖ̎̌ਓऑ。

< ߏとࣜܗのٛߨ >
w ύϫʔϙイントεϥイυとϗϫイトϘʔυの൘ॻを༻いたٛߨ。
w ̌̕の授ۀのあいだに、̎ճをղくؒ࣌をڬんͰいる。それͧれ �� ΄Ͳ、それまͰઆ໌し
ていた༰に関するをग़し、༑ୡと૬ஊしͳがらղいて、͑߹わͤをしてらう。そのؒ、ࢲ
教ࣨをาきճって、࣭を受ける。Ͳれ͙らいղけているかをݟて、ඞཁͳらさらにઆ໌する。
w ήʔϜ感֮Ͱ学るΦンϥインの教ҭϦιʔεを課としてར༻している。ʢ/*) のఏڙする WJSUVBM
MBC 、/PCFMQSJ[F�PSH がఏڙする CMPPE�UZQJOH�HBNF ͳͲʣ。

< 授ۀに当たって心がけている͜と >　
w ϏデΦをೖれる。教科ॻにଐするϏデΦͳͲのϦιʔεとてྑくͰきている。
w ൘ॻͰࣜਤをඳきͳがらઆ໌する。教科ॻのਤΑりԼ手ͳ絵Ͱ、ඳきͳがらઆ໌するとわかり
すいとධͰあった。

【(FOFSBM�QIZTJPMPHZ】ɹ҆౻�߳ಸֆ 准教授
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、あるののݧܦのٛߨそのଞͰٛߨ、集中ࣗࢲ。から、ઐ科を୲当していますࡢ　
それ΄ͲݧܦがߴいわけͰͳいたΊ、ٛߨの४උにͭいてʮ生学ʯとʮ英語ʯの྆໘をॆ࣮
さͤるという部Ͱ大มだったとهԱしています。ۙ࠷、ւ֎の༗ྗ大学の CJPMPHZ�MFDUVSF ͳͲ、
ಈըͳͲͰ؆୯にฉける࣌代ͰすのͰ、ීஈからٛߨ༰、ٴͼٛߨͰされる表ݱͳͲをるたΊ
に、ۀ࡞中ฉくΑうͳ͜とがଟくͳりました。গしͣͭͰあるののޮՌが上がっていると感͡
ています。学生のཱから͑ߟると、英語をࠃ語としͳいଟくの本ਓにとって、英語にΑる生
学のٛߨʮ生学ʯとʮ英語ʯの྆方を一に学Ϳ͜とにͳるたΊ、りෛՙがߴいのͰとࢥ
います。͜れをଓける͜とͰしている部あったのͰと૾します。ࢲがࡢ୲当していた
の̏生Ͱ、すͰに̎ؒ英語Ͱのٛߨを受けていたたΊだとࢥいますが、গͳくとࣗの୲当
部にͭいて、ݧࢼの݁Ռからஅすると、ࢥっていたΑり理ղがߴかったと感͡ました。また、
当વかしれͳいのͰすが、英語にରするεトレεのখささが、Αりྑい理ղにͭͳがっていると
感͡ています。生命科学科の学生ɾελοϑとͲੑ׆ԽにͭͳがるऔりΈとして、ޙࠓྑい
。いますࢥͰ関わっていけたらとܗ

【英語ٛߨͷऔΓΈについて】ɹேىߝ� ॿ教

　生命科学ίʔεʢݱ生命科学科ʣの授ۀを英語科するときɼݩ々࣋っていたʮ生学֓આ *#ʢ�࣍ཤमʣʯ
ʮൃ生生学֓ʢ̎࣍ཤमʣʯʮൃ生生学֤ʢ̏࣍ཤमʣʯを英語授ۀとして受けͭ࣋͜とにͳっ
たɽまたʮൃ生生学֤ʯ̎࣍ཤमをਪされたたΊɼ༰にͭいてۛຯする͜とがඞཁとͳったɽ
�� 教һがすܗのٛߨをそのまま英語にする͜と༰қいがɼ英語がಘҙというわけͰͳい本ਓ
学生が �� の英語ٛߨにͭいて͜られͳいのͰɼແବと͑ߟたɽそそ本語ٛߨͰ �� 教һが
すだけͰ学生のࣝのఆணい͜とがわかっていたのͰɼ英語Ͱݴっている͜とのҙຯがわからͳ
いとఆணΑりԼがると͑ߟられるɽ
Ͱɼస学शɼ学ͼ߹いɼάϧʔϓϫʔܕいわΏるアΫςΟϒϥʔχンάٛߨっていた̏ͭのߦのࢲ　
ΫͳͲが中心Ͱあるɽ͜れ୯ͳるࣝを֮͑るのͰͳくɼ理ղするという͜とͲういう͜とかを
ݪにɼ教科ॻをಡΉだけͰそのにඞཁͳίンηϓト࣌ったࢥきたいとߦɼক来そのに͑ߟ
ଇを理ղͰきる͜とをඪにܝげているたΊͰあるɽ͜のΑうͳ学शͰͭྗߟࢥまりɼ語学ྗがॏཁ
にͳるたΊɼ英語ԽがࠔͰある͜とが༧されたɽ࣮ࡍの授࣮ۀફγϥόεҎԼのΑうにͳったɽ

【英語तۀを࡞Δࡍにҙ͖͢】ɹా�ެࢠ

ຊ語でのतۀ 英語でのतۀ

生学֓આ *�#

ఆ෦をಡΉɽࢦ科ॻのڭલɿٛߨ

ɿಡΜできてΘからなかͬたことの࣭かٛߨ
らελʔτɽこͪらからؔ࿈の課をग़しɼ
άϧʔϓで౼ٞɽݸ人で課に対͢るઆ໌をॻ
͍たޙɼ͓͍ޓにจষをし߹うɽ

ɿ課に対͢るઆ໌をޙٛߨ LJCBDP にఏग़ɽ
શһのղを࣍のतۀでるʢಗ໊ʣɽ

ఆ෦をまとめたࢦ科ॻのڭલɿٛߨ "U�B�HMBODF
をΓ、ಡΜできてらうɽ

ॳの࠷ɿٛߨ ��  "U�B�HMBODF をઆ໌ɽٛߨしɼ
࣭をड͚るɽͦのޙはຊ語ٛߨとಉ༷ɽ

ൃ生生学֓

࠷ఆ෦でಡΜできてɼࢦ科ॻのڭલɿٛߨ
ॏཁͩとࢥうことɼڵຯをͬ࣋たことを課に
しɼ�ؒのतۀを࡞るɽ

ߨ ɿٛ̎ 人がΈΜなのલでٛߨしɼͦ のޙάϧʔ
ϓにかれて͓͍ޓにٛߨɽͦのͦޙれでΘ
からなかͬたことをࢲに࣭ɽ

ɿΩϞをまとめてޙٛߨ LJCBDP にఏग़ɽશһ
のΩϞを࣍のतۀでるɽ
�ճに �ճはまとめճとしɼࠓまででཧղでき
なかͬたことを࣭しɼάϧʔϓ課をղ͘ɽ

ఆ෦をோめて͘るɽࢦ科ॻのڭલɿٛߨ

ɿ༰をٞし߹͍ながらཧղ͢るɽٛߨ

Θかͬたことを͍จষにしてࠓɿޙٛߨ
LJCBDPに稿ɽ
̐ճに̍ճはまとめճとしɼࠓまででཧղできな
かͬたことを࣭しɼάϧʔϓ課をղ͘ɽ

ൃ生生学֤

ఆ෦でಡΜで͘るɽࢦ科ॻのڭલɿٛߨ

จޙɿΘからなかͬたことを࣭ɽͦのٛߨ
をجにしたάϧʔϓ課をٞしながらղきɼ
ൃද͢るɽ

ɿ෮श課のղをLJCBDPにఏग़ɽޙٛߨ

ఆ෦を少な͘とோめて͘るɽࢦ科ॻのڭલɿٛߨ
または͘͝ݶられた෦をৄし͘ಡΜで͘るɽ

ɿٞを௨して༰をཧղ͢るɽٛߨ

ɿཧղした༰をจষにまとめɼLJCBDPޙٛߨ に
ఏग़ɽ
̐ճに̍ճはまとめճとしɼࠓまででཧղできな
かͬたことを࣭しɼάϧʔϓ課をղ͘ɽ
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ϓにかれて͓͍ޓにٛߨɽͦのͦޙれでΘ
からなかͬたことをࢲに࣭ɽ

ɿΩϞをまとめてޙٛߨ LJCBDP にఏग़ɽશһ
のΩϞを࣍のतۀでるɽ
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͜れらの授ۀを௨してɼ༷々ͳҙがわかったɽそのҙҎԼの௨りͰあるɽ
̍ɼ英語授ۀにするࡍに、本語授ۀͰ教͑ている͜とのさらにΤοηンεにߜって、ਂく学るΑ
うͳγϥόεにする͜とɽ༰をݮらす͜とにͳるがɼແବがͳくͳりɼきͪんとѻった部本語
ऴతに教科ॻのʢϖʔδʣとして本語英࠷とൺてΑり理ղしているΑうだったɽٛߨ
語ಉ༷のൣғをあͭかう͜とがͰきたɽ
̎ɼస授ۀにするࡍɼ本語のΑうに教科ॻがಡΊͳいɽだいたい̑ഒかかる͜とをલఏにしɼ
して学生らͳくͳるٻるඞཁがあるɽあまりにͰきͳい͜とをཁߜてཉしいかをݟͲ͜をݶ࠷
だけͰあるɽ̍のΑうͳ༰のݫબɼまたݸਓのྗにԠ͡てͲ͜まͰのਂさͰಡんͰくるのかを
ஈ֊ࣔす͜とͰɼͰきるの͟っとಡんͰくるɼͰきͳいのͰਤをݟたりɼஈམの表をಡんͰ
くる͜とͰɼ授ۀͰͳにをるのかを理科して授ۀにྟΉ͜とがͰきたɽ
̏ɼ学生Ͳうしのٞし߹い本語Ͱ0,とするɽしかしɼ教һ英語しかさͣɼ生ెࢲ
に英語Ͱす͜とをపఈするɽʢ教һ学生のし߹い中の本語をϐοΫアοϓして英語ͰԠする
͜とがあるɽʣถࠃの大学教һʢ教ҭ学ʣの授ۀ中にগͳくと生ెがࠃ語Ͱわからͳい͜とをささ
きあう͜と授ۀの理ղにとってΑいという݁ڀݚՌをߟࢀにしているɽٞͰ英語Ͱͳくɼ本語Ͱ
す͜とͰٞਂまったɽただしɼླཱྀ 学生がいる࣌ج本英語ʢささきの本語0,ʣにしたɽ
̐ɼຖճจをͭかいɼ英語Ͱͳにかをઆ໌さͤたɽ本語Ͱそうだがɼ学生のઆ໌ྗඇৗにいɽ
すだけͰͳくɼそのͰจষにしてઆ໌をॻかͤる͜とඇৗに大事だったɽまたɼͳにをͲうઆ໌
するかをઌに学さͤるたΊにɼॻくલにίンηϓトをਤάϥϑͳͲͰ表ݱさͤ、それをॻかͤるΑ
うにしたɽまたɼあくまͰ生学を英語Ͱ学ͿΫϥεͰあってɼ英語のೖޚͰͳいのͰɼจ๏ͳͲの
ؒҧい HSBNNBSMZ ͳͲをって、ࣗͰさͤる͜とをਪしたがɼଟくの学生がؒҧった表ݱͳͲ
ɼ教科ॻをうͳͲして英語の͑ߟ方を教͑たɽ
̑ɼ授ۀͰͰきるだけ؆୯ͳ୯語をͭかいɼしい୯語൘ॻしたɽΩϞとͳる୯語ਤɼ༷々ͳ
ɼ本語ささきͰ΄かのਓޙいճしͰҙຯを理ղしてらったɽׂ̏くらいの学生が理ղしたݴ
理ղͰきるΑうͳؒ࣌を࡞ったɽ୯語Ͳうして࠷ॳわからͳいのͰɼあとͰわからͳい英୯語をௐ
られる༷ͳϓϦント教科ॻඞਢͰあるɽ
̒ɼ授ۀの࠷ॳにをग़してಡんͰらうのಋೖとしてΑいɽ教科ॻのষの表をಡんͰらったɽ
͜れ英語授ۀにೖる४උମૢのΑうにったɽ

݁からݴうとɼ本語Ͱってきた授ۀをそのまま英語Խする͜とͰきͳいがɼগしすれḮ
৭ͳい༰ͰͰきる͜とがわかったɽࣗ༝に͑ͳいݴ語Ͱ学Ϳ͜とͰٯに教һ学生本࣭తͳ部
をਂΉ学Ϳ͜とをࢦしたそうに感͡るɽ

　英語課程の授ۀを୲当して̎、ࠓからॳ学ऀけの科࢝まりました。ൺֱతগਓͰあ
る͜とをϝϦοトに、そののςʔϚに関するいかけから授ۀを࢝Ίます。όοΫάϥウンυとして
それͧれの学生が༷ͭ࣋ࣝ々Ͱある͜とがݟてとれましたのͰ、༧Ί༧ఆしていた༰を͜ͳす͜
とΑり、ண࣮に理ղしてらう͜とを༏ઌして授ۀをਐΊます。݁Ռとして、ある程ݶఆされたൣ
ғͰありましたが、生学に৽しいੈքがある͜とを、受ߨのօさんにೲಘしてら͑たのͰͳい
かとࢥいます。

　学んだ༰がแؚする科学తͳҙຯをしっかりと理ղしてらうく、ޙ࠷のճの授ۀͰ、学ん
だ͜とのさらにઌにあるੈքをࣗらࣗ༝にௐてらい、ͻとりͻとりにʢͪΖん英語Ͱʣϓレθンςʔ
γϣンしてらうؒ࣌を༻ҙしました。ԋश科Ҏ֎Ͱ、ࢲにとってॳΊてのࢼΈͰあったのͰすが、
ൃ表される༰、そして英語そのの、օさん、大มきͪんとしていて、൴ঁʢ൴ʣらのͭ࣋જྗࡏ
の大きさにڻかされた͜とあります。ࢲにとって、͜のΑうͳػձをͭ͜と、大มྑいݧܦに
ͳりました。

　Ϋϥεにਓの֎ࠃ੶の方がࢀՃしてくれた͜と、大มྑいޮՌを生Έग़しました。ޙࠓ、৽しい
4"50.6 科がӹ々֦ॆされていく͜とにい、本学において、本ਓ学生とཹ学生がޓいにصをฒ
て学Ϳػձが૿͑ていく͜とをئっています。ཹ学生にとって、本ਓ学生と༑ਓにͳるྑいνϟ
ンεͰすし、本ਓ学生、ཹ学生とのٞの中から、ক来、ւ֎の大学ʢӃʣਐ学ͳͲをྀߟするͻ
とͭのきっかけが࢈まれていく͜とͰしΐう。

生Ͱす。ϥϘظՃしてくれたさん、本英語課程のୈ一ࢀにࣨڀݚたͪのࢲ生としてݚ、ଔࠓ　
Ͱのηϛφʔを全て英語Ͱൃ表してくれましたし、൴ঁのଘࡏࣨڀݚのଞϝンόʔにྑいܹにͳっ
た͜ととࢥいます。関するօさんのক来の׆༂をָしΈに、͜れからのをݟकりたいとࢥいます。
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　5IJT�DPVSTF�DPWFST�UPQJDT�JO�UIF�TUVEZ�pFME�PG�QPQVMBUJPO�BOE�FWPMVUJPOBSZ�HFOFUJDT�XIJDI�GPDVT�
PO�UIF�HFOFUJD�NFDIBOJTNT�PG�PSHBOJTNBM�FWPMVUJPO��0SHBOJTNBM�FWPMVUJPO�JT�SFHBSEFE�BT�UIF�
DIBOHFT�PG�HFOFUJD�NBLFVQ�PG�PSHBOJTNBM�QPQVMBUJPO�PO�XIJDI�WBSJPVT�GBDUPST�MJLF�NVUBUJPO�
OBUVSBM�TFMFDUJPO�BOE�SBOEPN�ESJGU�IBWF�F⒎FDUT��5IF�TUVEFOUT�BSF�FYQFDUFE�UP�MFBSO�IPX�PSHBOJTNBM�
FWPMVUJPO�JT�FMVDJEBUFE�BU�NPMFDVMBS�MFWFM�GSPN�UIF�WJFX�PG�QPQVMBUJPO�BOE�FWPMVUJPOBSZ�HFOFUJDT�
BOE�IPX�UIFTF�GBDUPST�DPOUSJCVUF�UP�UIF�HFOFUJD�NBLFVQ�PG�PSHBOJTNBM�QPQVMBUJPOT�

�� $PNQBSBUJWF�TFRVFODF�BOBMZTJT����1BUUFSO�PG�NVUBUJPO�	CZ�,5

�� $PNQBSBUJWF�TFRVFODF�BOBMZTJT����4ZOPOZNPVT�BOE�OPOTZOPOZNPVT�TVCTUJUVUJPO�	CZ�,5

�� $PNQBSBUJWF�TFRVFODF�BOBMZTJT����%FUFDUJPO�PG�OBUVSBM�TFMFDUJPO�QBSU���	CZ�,5

�� /FVUSBM�FWPMVUJPO�BOE�FWPMVUJPO�CZ�OBUVSBM�TFMFDUJPO�	CZ�,5

�� $PNQBSBUJWF�TFRVFODF�BOBMZTJT����*OGFSFODF�PG�QIZMPHFOZ�	CZ�,5

�� $PNQBSBUJWF�TFRVFODF�BOBMZTJT����%FUFDUJPO�PG�OBUVSBM�TFMFDUJPO�QBSU���	CZ�,5

�� $PNQBSBUJWF�TFRVFODF�BOBMZTJT����*OGFSFODF�PG�BODFTUSBM�TFRVFODF�	CZ�,5

�� 3FWJFX�BOE�FYBN�	CZ�,5

�� (FOFUJD�WBSJBUJPO�	CZ�"5

��� 1PQVMBUJPO�TJ[F�BOE�CFUXFFO�QPQVMBUJPO�EJWFSHFODF�	CZ�"5

��� %FUFDUJPO�PG�OBUVSBM�TFMFDUJPO�QBSU���	CZ�"5

��� %FUFDUJPO�PG�OBUVSBM�TFMFDUJPO�QBSU���	CZ�"5

��� 2VBOUJUBUJWF�USBJU�JOIFSJUBODF�	CZ�"5

��� (FOFUJD�QSPDFTT�PG�TQFDJBUJPO�	CZ�"5

��� 3FWJFX�BOE�FYBN�	CZ�"5


༿のนݴを୲当しています。英語のΫϥεがൺֱతগਓͰある͜と、ଟくの本ਓ学生にޙࢲ　
がある͜と、英語というݴ語のͭ࣋งғؾͳͲにΑり、ࣗવと学生とのίϛϡχέʔγϣンをॏࢹした授
ྗをඞཁߟࢥの༰、集ஂҨ学のൺֱతநతٛߨ。ॳ大มͰした࠷、にͤ͟るをಘͳいたΊۀ
とする部がଟく、生命科学科の学生の中にۤ手ҙࣝのあるਓがଟいͰす。ٛߨͰ、そのΑうͳ
、͑ߟ方๏があり、それがͲのΑうに生の理ղにͭͳがるのかを感͡てらう͜とをୈ一のඪとߟࢥ
ฏқͳݴ༿Ͱۀ࡞し߹いを௨して学शするというελイϧが༗ޮͰある͜とにؾがきました。
　Ҏલ、ซઃされている本語のٛߨͰレΫνϟʔܕの授ۀをしており、学生からしいとݴわれが
ͪͰしたが、英語ΫϥεͰのり方をঃ々にऔりೖれるΑうྗしています。レΫνϟʔだけͰ理ղする
という͜とがしいの、英語をうとʢ本ਓの学生の߹ʣݦஶͰすが、本語Ͱ学生にΑって
ಉ͡Ͱある͜とにؾがきました。　
　ਐԽҨ学のڀݚトϐοΫをѻう 4QFDJBM�-FDUVSF�JO�#JPMPHZʢ生学ಛผٛߨʣの授ۀの中に、
のཹ学生ʢ大学Ӄ生ʣࠞ͡っています。ຖճとい͑まͤんが、ͪ͜らから߈学生生命科学ઐཹަ
げかけたςʔϚにͭいて、本ਓの学部生ཹ学生にͭられて݁ൃ׆ߏͳٞがͰきた͜とがあり、ͼっ
くりしました。一方、ͳかͳか理ղがいかͳい学生そのままって、னٳΈにೖって࣭がଓく
のͰ大มͰすが、心ͳのͰͭいき߹ってしまいます。
　英語のٛߨを࢝Ίてから本語のٛߨと྆方あり、ͳかͳか༨༟がありまͤん。本学科Ͱ、語学ྗͰ
બผͤͣに୭Ͱرऀ英語授ۀのཤमがՄͰあるというγεςϜとͳっています。英語をशうたΊ
の学科ͰͳいのͰすが、ޙࠓ全学తにಉ༷の英語授ۀがઃけられていくのͳら、رする学生けの
語学ྗʢ࡞จٕज़ձྗʣをڧԽするたΊのΫϥεを学科֎Ͱఏڙしてら͑ると、授ۀをεϜʔζに
ਐΊるたΊの教һのෛ୲ʢίϛϡχέʔγϣンのたΊのྗʣがগしܰݮされると͑ߟます。

【(FOFUJDT�	 Ҩ学֤�
】ɹڮߴ�จ�准教授

�C���&YBNQMF�TZMMBCVT�XJUI�DPNNFOUT

5IF�DPVSTF�*����lTQFDJBM�MFDUVSF�b1IPUPUSPQIJD�1SPLBSZPUFT��"O�JOUSPEVDUJPO�UP�UIFJS�FDPMPHZ�
FWPMVUJPO�QIZTJPMPHZ�BOE�UBYPOPNZ`z�JT�P⒎FSFE�UP�UIJSE�ZFBS�VOEFSHSBEVBUF�TUVEFOUT�JO�UIF�
&OHMJTI�#JPMPHZ�1SPHSBN�BU�5.6�BT�XFMM�BT�GPS�JOUFSOBUJPOBM�NBTUFS�BOE�EPDUPSBM�TUVEFOUT��"�CBTJD�
VOEFSTUBOEJOH�JO�NJDSPCJPMPHZ�JT�IJHIMZ�SFDPNNFOEFE�UP�XIJDI�UIJT�DPVSTF�P⒎FST�B�EFFQFS�
LOPXMFEHF�PG�UIF�GVODUJPOBM�HSPVQ�PG�QIPUPUSPQIJD�QSPLBSZPUFT�

*O�UIJT�DPVSTF�TUVEFOUT�BSF�JOUSPEVDFE�UP�UIF�CJPDIFNJDBM�QSPDFTT�PG�QIPUPTZOUIFTJT�BT�XFMM�BT�UIF�
EJ⒎FSFODFT�CFUXFFO�QIPUPUSPQIZ�BOE�QIPUPTZOUIFTJT��1IPUPUSPQIZ�EFTDSJCFT�UIF�BCJMJUZ�UP�VTF�
TVOMJHIU�BT�FOFSHZ�TPVSDF�BOE�UIF�DPOWFSTJPO�JOUP�DIFNJDBM�FOFSHZ�XIJMF�POMZ�JO�DPNCJOBUJPO�
XJUI�DBSCPO�pYBUJPO�XF�TQFBL�PG�bQIPUPTZOUIFTJT` ��*O�BEEJUJPO�UP�UIF�CJPDIFNJDBM�GVOEBNFOUBMT�PG�
CPUI�QSPDFTTFT�UIF�TUVEFOUT�BSF�JOUSPEVDFE�UP�UIF�EJ⒎FSFOU�HSPVQT�PG�QIPUPUSPQIJD�QSPLBSZPUFT��
UIFJS�UBYPOPNZ�FWPMVUJPO�BOE�FDPMPHZ�

5IF�NBJO�PCKFDUJWF�GPS�UIJT�MFDUVSF�TFSJFT�JT�UP�HFOFSBUF�B�GVOEBNFOUBM�VOEFSTUBOEJOH�BOE�LOPXMFEHF�PGʜ
ʜ UIF�QSPDFTTFT�PG�QIPUPUSPQIZ�BOE�QIPUPTZOUIFTJT�	JODMVEJOH�UIF�FYQMBOBUJPO�PG�TDJFOUJpD
WPDBCVMBSJFT

ʜ UIF�CBTJD�CJPDIFNJDBM�BOE�QIZTJDBM�QSJODJQMFT�BOE�UIF�EJ⒎FSFOU�UZQFT�PG�MJHIU�FOFSHZ�VTBHFT
ʜ UIF�EJ⒎FSFOU�HSPVQT�PG�QIPUPUSPQIJD�QSPLBSZPUFT
ʜ UIF�FWPMVUJPO�PG�QIPUPTZOUIFTJT�BOE�QIPUPUSPQIJD�CBDUFSJB
ʜ UIF�FDPMPHJDBM�JNQPSUBODF�PG�QIPUPUSPQIJD�CBDUFSJB

5IF�DPVSTF�JT�UBVHIU�PWFS�UIF�DPVSTF�PG�B�IBMG�TFNFTUFS�	��VOJUT
�DPWFSJOH�UIF�GPMMPXJOH�BTQFDUT�
��　0WFSWJFX�PG�QIPUPUSPQIZ�BOE�QIPUPTZOUIFTJT�JO�QSPLBSZPUFT
��　'VODUJPOJOH�PG�BOPYZHFOJD�BOE�PYZHFOJD�QIPUPTZOUIFTJT
��　(SPVQT�PG�QIPUPUSPQIJD�CBDUFSJB�*�	DZBOPCBDUFSJB

��　(SPVQT�PG�QIPUPUSPQIJD�CBDUFSJB�**�	QVSQMF�CBDUFSJB

��　(SPVQT�PG�QIPUPUSPQIJD�CBDUFSJB�***�	HSFFO�CBDUFSJB

��　(SPVQT�PG�SFDFOUMZ�EJTDPWFSFE�QIPUPUSPQIT
��　4VNNBSZ�BOE�SFWJTJPO�FYUSB�UJNF�GPS�UPQJDT�PG�QSFWJPVT�MFDUVSFT�JG�OFFEFE�
��　&YBN�BOE�UJNF�GPS�RVFTUJPOT�BOE�GVSUIFS�EJTDVTTJPOT

*O�UIJT�DPVSTF�UIF�VOEFSTUBOEJOH�PG�UIF�UFBDIFS�QSFTFOUFE�MFDUVSFT�JT�GBDJMJUBUFE�CZ�UIF�BEEJUJPO�PG�
QFEBHPHJDBM�NFUIPET�TVDI�BT�UIF�bqJQQFE�DMBTTSPPN�BQQSPBDI` �JO�XIJDI�UIF�TUVEFOUT�QSFQBSF�GPS�
UIF�MFDUVSF�VTJOH�TQFDJpD�BOE�RVFTUJPOOBJSF�HVJEFE�SFBEJOH�BTTJHONFOUT��5IJT�BMMPXT�UIF�TUVEFOUT�
UP�GBNJMJBSJ[F�UIFNTFMWFT�XJUI�UIF�UPQJD�JO�BEWBODF�BOE�JEFOUJGZ�UIF�NBJO�NFTTBHFT��'FFECBDL�PO�
UIF�IPNFXPSL�BMMPXT�UFBDIFS�BOE�TUVEFOUT�UP�JEFOUJGZ�BOZ�NJTDPODFQUJPOT�BOE�PQFO�RVFTUJPOT�
XIJDI�XJMM�CF�TQFDJpDBMMZ�BEESFTTFE�BOE�DMBSJpFE�JO�DMBTT��*O�BEEJUJPO�UP�UIF�TMJEF�HVJEFE�MFDUVSF�
PQFO�EJTDVTTJPOT�BOE�2�"�TFTTJPOT�BSF�JOUFHSBM�QBSUT�PG�UIF�DPVSTF�BOE�BDUJWF�TUVEFOU�JOWPMWFNFOU�
JT�IJHIMZ�FODPVSBHFE��-FBSOJOH�PVUDPNF�J�F��VOEFSTUBOEJOH�PG�UIF�UBVHIU�DPOUFOU�JT�WFSJpFE�CZ�B�
XSJUUFO�FYBN��5IF�UFBDIJOH�NBUFSJBM�JT�CBTFE�PO�NJDSPCJPMPHZ�UFYUCPPL�LOPXMFEHF�CVU�BMTP�WFSZ�
SFDFOUMZ�QVCMJTIFE�JOTJHIUT�BSF�JODPSQPSBUFE�JO�UIF�MFDUVSFT��8IFOFWFS�TVJUBCMF�JOUFSBDUJWF�
SFTFBSDI�NBUFSJBM�JT�QSPWJEFE�F�H��MJWJOH�DVMUVSFT�PG�QIPUPUSPQIJD�CBDUFSJB�
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　5IJT�DPVSTF�DPWFST�UPQJDT�JO�UIF�TUVEZ�pFME�PG�QPQVMBUJPO�BOE�FWPMVUJPOBSZ�HFOFUJDT�XIJDI�GPDVT�
PO�UIF�HFOFUJD�NFDIBOJTNT�PG�PSHBOJTNBM�FWPMVUJPO��0SHBOJTNBM�FWPMVUJPO�JT�SFHBSEFE�BT�UIF�
DIBOHFT�PG�HFOFUJD�NBLFVQ�PG�PSHBOJTNBM�QPQVMBUJPO�PO�XIJDI�WBSJPVT�GBDUPST�MJLF�NVUBUJPO�
OBUVSBM�TFMFDUJPO�BOE�SBOEPN�ESJGU�IBWF�F⒎FDUT��5IF�TUVEFOUT�BSF�FYQFDUFE�UP�MFBSO�IPX�PSHBOJTNBM�
FWPMVUJPO�JT�FMVDJEBUFE�BU�NPMFDVMBS�MFWFM�GSPN�UIF�WJFX�PG�QPQVMBUJPO�BOE�FWPMVUJPOBSZ�HFOFUJDT�
BOE�IPX�UIFTF�GBDUPST�DPOUSJCVUF�UP�UIF�HFOFUJD�NBLFVQ�PG�PSHBOJTNBM�QPQVMBUJPOT�

�� $PNQBSBUJWF�TFRVFODF�BOBMZTJT����1BUUFSO�PG�NVUBUJPO�	CZ�,5

�� $PNQBSBUJWF�TFRVFODF�BOBMZTJT����4ZOPOZNPVT�BOE�OPOTZOPOZNPVT�TVCTUJUVUJPO�	CZ�,5

�� $PNQBSBUJWF�TFRVFODF�BOBMZTJT����%FUFDUJPO�PG�OBUVSBM�TFMFDUJPO�QBSU���	CZ�,5

�� /FVUSBM�FWPMVUJPO�BOE�FWPMVUJPO�CZ�OBUVSBM�TFMFDUJPO�	CZ�,5

�� $PNQBSBUJWF�TFRVFODF�BOBMZTJT����*OGFSFODF�PG�QIZMPHFOZ�	CZ�,5

�� $PNQBSBUJWF�TFRVFODF�BOBMZTJT����%FUFDUJPO�PG�OBUVSBM�TFMFDUJPO�QBSU���	CZ�,5

�� $PNQBSBUJWF�TFRVFODF�BOBMZTJT����*OGFSFODF�PG�BODFTUSBM�TFRVFODF�	CZ�,5

�� 3FWJFX�BOE�FYBN�	CZ�,5

�� (FOFUJD�WBSJBUJPO�	CZ�"5

��� 1PQVMBUJPO�TJ[F�BOE�CFUXFFO�QPQVMBUJPO�EJWFSHFODF�	CZ�"5

��� %FUFDUJPO�PG�OBUVSBM�TFMFDUJPO�QBSU���	CZ�"5

��� %FUFDUJPO�PG�OBUVSBM�TFMFDUJPO�QBSU���	CZ�"5

��� 2VBOUJUBUJWF�USBJU�JOIFSJUBODF�	CZ�"5

��� (FOFUJD�QSPDFTT�PG�TQFDJBUJPO�	CZ�"5

��� 3FWJFX�BOE�FYBN�	CZ�"5


༿のนݴを୲当しています。英語のΫϥεがൺֱతগਓͰある͜と、ଟくの本ਓ学生にޙࢲ　
がある͜と、英語というݴ語のͭ࣋งғؾͳͲにΑり、ࣗવと学生とのίϛϡχέʔγϣンをॏࢹした授
ྗをඞཁߟࢥの༰、集ஂҨ学のൺֱతநతٛߨ。ॳ大มͰした࠷、にͤ͟るをಘͳいたΊۀ
とする部がଟく、生命科学科の学生の中にۤ手ҙࣝのあるਓがଟいͰす。ٛߨͰ、そのΑうͳ
、͑ߟ方๏があり、それがͲのΑうに生の理ղにͭͳがるのかを感͡てらう͜とをୈ一のඪとߟࢥ
ฏқͳݴ༿Ͱۀ࡞し߹いを௨して学शするというελイϧが༗ޮͰある͜とにؾがきました。
　Ҏલ、ซઃされている本語のٛߨͰレΫνϟʔܕの授ۀをしており、学生からしいとݴわれが
ͪͰしたが、英語ΫϥεͰのり方をঃ々にऔりೖれるΑうྗしています。レΫνϟʔだけͰ理ղする
という͜とがしいの、英語をうとʢ本ਓの学生の߹ʣݦஶͰすが、本語Ͱ学生にΑって
ಉ͡Ͱある͜とにؾがきました。　
　ਐԽҨ学のڀݚトϐοΫをѻう 4QFDJBM�-FDUVSF�JO�#JPMPHZʢ生学ಛผٛߨʣの授ۀの中に、
のཹ学生ʢ大学Ӄ生ʣࠞ͡っています。ຖճとい͑まͤんが、ͪ͜らから߈学生生命科学ઐཹަ
げかけたςʔϚにͭいて、本ਓの学部生ཹ学生にͭられて݁ൃ׆ߏͳٞがͰきた͜とがあり、ͼっ
くりしました。一方、ͳかͳか理ղがいかͳい学生そのままって、னٳΈにೖって࣭がଓく
のͰ大มͰすが、心ͳのͰͭいき߹ってしまいます。
　英語のٛߨを࢝Ίてから本語のٛߨと྆方あり、ͳかͳか༨༟がありまͤん。本学科Ͱ、語学ྗͰ
બผͤͣに୭Ͱرऀ英語授ۀのཤमがՄͰあるというγεςϜとͳっています。英語をशうたΊ
の学科ͰͳいのͰすが、ޙࠓ全学తにಉ༷の英語授ۀがઃけられていくのͳら、رする学生けの
語学ྗʢ࡞จٕज़ձྗʣをڧԽするたΊのΫϥεを学科֎Ͱఏڙしてら͑ると、授ۀをεϜʔζに
ਐΊるたΊの教һのෛ୲ʢίϛϡχέʔγϣンのたΊのྗʣがগしܰݮされると͑ߟます。

【(FOFUJDT�	 Ҩ学֤�
】ɹڮߴ�จ�准教授

�C���&YBNQMF�TZMMBCVT�XJUI�DPNNFOUT

5IF�DPVSTF�*����lTQFDJBM�MFDUVSF�b1IPUPUSPQIJD�1SPLBSZPUFT��"O�JOUSPEVDUJPO�UP�UIFJS�FDPMPHZ�
FWPMVUJPO�QIZTJPMPHZ�BOE�UBYPOPNZ`z�JT�P⒎FSFE�UP�UIJSE�ZFBS�VOEFSHSBEVBUF�TUVEFOUT�JO�UIF�
&OHMJTI�#JPMPHZ�1SPHSBN�BU�5.6�BT�XFMM�BT�GPS�JOUFSOBUJPOBM�NBTUFS�BOE�EPDUPSBM�TUVEFOUT��"�CBTJD�
VOEFSTUBOEJOH�JO�NJDSPCJPMPHZ�JT�IJHIMZ�SFDPNNFOEFE�UP�XIJDI�UIJT�DPVSTF�P⒎FST�B�EFFQFS�
LOPXMFEHF�PG�UIF�GVODUJPOBM�HSPVQ�PG�QIPUPUSPQIJD�QSPLBSZPUFT�

*O�UIJT�DPVSTF�TUVEFOUT�BSF�JOUSPEVDFE�UP�UIF�CJPDIFNJDBM�QSPDFTT�PG�QIPUPTZOUIFTJT�BT�XFMM�BT�UIF�
EJ⒎FSFODFT�CFUXFFO�QIPUPUSPQIZ�BOE�QIPUPTZOUIFTJT��1IPUPUSPQIZ�EFTDSJCFT�UIF�BCJMJUZ�UP�VTF�
TVOMJHIU�BT�FOFSHZ�TPVSDF�BOE�UIF�DPOWFSTJPO�JOUP�DIFNJDBM�FOFSHZ�XIJMF�POMZ�JO�DPNCJOBUJPO�
XJUI�DBSCPO�pYBUJPO�XF�TQFBL�PG�bQIPUPTZOUIFTJT` ��*O�BEEJUJPO�UP�UIF�CJPDIFNJDBM�GVOEBNFOUBMT�PG�
CPUI�QSPDFTTFT�UIF�TUVEFOUT�BSF�JOUSPEVDFE�UP�UIF�EJ⒎FSFOU�HSPVQT�PG�QIPUPUSPQIJD�QSPLBSZPUFT��
UIFJS�UBYPOPNZ�FWPMVUJPO�BOE�FDPMPHZ�

5IF�NBJO�PCKFDUJWF�GPS�UIJT�MFDUVSF�TFSJFT�JT�UP�HFOFSBUF�B�GVOEBNFOUBM�VOEFSTUBOEJOH�BOE�LOPXMFEHF�PGʜ
ʜ UIF�QSPDFTTFT�PG�QIPUPUSPQIZ�BOE�QIPUPTZOUIFTJT�	JODMVEJOH�UIF�FYQMBOBUJPO�PG�TDJFOUJpD
WPDBCVMBSJFT

ʜ UIF�CBTJD�CJPDIFNJDBM�BOE�QIZTJDBM�QSJODJQMFT�BOE�UIF�EJ⒎FSFOU�UZQFT�PG�MJHIU�FOFSHZ�VTBHFT
ʜ UIF�EJ⒎FSFOU�HSPVQT�PG�QIPUPUSPQIJD�QSPLBSZPUFT
ʜ UIF�FWPMVUJPO�PG�QIPUPTZOUIFTJT�BOE�QIPUPUSPQIJD�CBDUFSJB
ʜ UIF�FDPMPHJDBM�JNQPSUBODF�PG�QIPUPUSPQIJD�CBDUFSJB

5IF�DPVSTF�JT�UBVHIU�PWFS�UIF�DPVSTF�PG�B�IBMG�TFNFTUFS�	��VOJUT
�DPWFSJOH�UIF�GPMMPXJOH�BTQFDUT�
��　0WFSWJFX�PG�QIPUPUSPQIZ�BOE�QIPUPTZOUIFTJT�JO�QSPLBSZPUFT
��　'VODUJPOJOH�PG�BOPYZHFOJD�BOE�PYZHFOJD�QIPUPTZOUIFTJT
��　(SPVQT�PG�QIPUPUSPQIJD�CBDUFSJB�*�	DZBOPCBDUFSJB

��　(SPVQT�PG�QIPUPUSPQIJD�CBDUFSJB�**�	QVSQMF�CBDUFSJB

��　(SPVQT�PG�QIPUPUSPQIJD�CBDUFSJB�***�	HSFFO�CBDUFSJB

��　(SPVQT�PG�SFDFOUMZ�EJTDPWFSFE�QIPUPUSPQIT
��　4VNNBSZ�BOE�SFWJTJPO�FYUSB�UJNF�GPS�UPQJDT�PG�QSFWJPVT�MFDUVSFT�JG�OFFEFE�
��　&YBN�BOE�UJNF�GPS�RVFTUJPOT�BOE�GVSUIFS�EJTDVTTJPOT

*O�UIJT�DPVSTF�UIF�VOEFSTUBOEJOH�PG�UIF�UFBDIFS�QSFTFOUFE�MFDUVSFT�JT�GBDJMJUBUFE�CZ�UIF�BEEJUJPO�PG�
QFEBHPHJDBM�NFUIPET�TVDI�BT�UIF�bqJQQFE�DMBTTSPPN�BQQSPBDI` �JO�XIJDI�UIF�TUVEFOUT�QSFQBSF�GPS�
UIF�MFDUVSF�VTJOH�TQFDJpD�BOE�RVFTUJPOOBJSF�HVJEFE�SFBEJOH�BTTJHONFOUT��5IJT�BMMPXT�UIF�TUVEFOUT�
UP�GBNJMJBSJ[F�UIFNTFMWFT�XJUI�UIF�UPQJD�JO�BEWBODF�BOE�JEFOUJGZ�UIF�NBJO�NFTTBHFT��'FFECBDL�PO�
UIF�IPNFXPSL�BMMPXT�UFBDIFS�BOE�TUVEFOUT�UP�JEFOUJGZ�BOZ�NJTDPODFQUJPOT�BOE�PQFO�RVFTUJPOT�
XIJDI�XJMM�CF�TQFDJpDBMMZ�BEESFTTFE�BOE�DMBSJpFE�JO�DMBTT��*O�BEEJUJPO�UP�UIF�TMJEF�HVJEFE�MFDUVSF�
PQFO�EJTDVTTJPOT�BOE�2�"�TFTTJPOT�BSF�JOUFHSBM�QBSUT�PG�UIF�DPVSTF�BOE�BDUJWF�TUVEFOU�JOWPMWFNFOU�
JT�IJHIMZ�FODPVSBHFE��-FBSOJOH�PVUDPNF�J�F��VOEFSTUBOEJOH�PG�UIF�UBVHIU�DPOUFOU�JT�WFSJpFE�CZ�B�
XSJUUFO�FYBN��5IF�UFBDIJOH�NBUFSJBM�JT�CBTFE�PO�NJDSPCJPMPHZ�UFYUCPPL�LOPXMFEHF�CVU�BMTP�WFSZ�
SFDFOUMZ�QVCMJTIFE�JOTJHIUT�BSF�JODPSQPSBUFE�JO�UIF�MFDUVSFT��8IFOFWFS�TVJUBCMF�JOUFSBDUJWF�
SFTFBSDI�NBUFSJBM�JT�QSPWJEFE�F�H��MJWJOH�DVMUVSFT�PG�QIPUPUSPQIJD�CBDUFSJB�
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�C���&YBNQMF�TZMMBCVT�XJUI�DPNNFOUT

5IF�DPVSTF�*�����	1SBDUJDFT�JO�#JPMPHZ���6OEFSTUBOEJOH�4DJFODF��#BTJDT�PG�4DJFOUJpD�3FTFBSDI
�JT�
P⒎FSFE�UP�pSTU�ZFBS�VOEFSHSBEVBUF�TUVEFOUT�PG�UIF�&OHMJTI�#JPMPHZ�1SPHSBN�BOE�SFQSFTFOUT�B�
GVOEBNFOUBM�JOUSPEVDUJPO�UP�UIF�TDJFOUJpD�NFUIPE	T
�

5IF�NBJO�PCKFDUJWF�PG�UIJT�DPVSTF�JT�UP�JOUSPEVDF�TDJFOUJpD�NFUIPET�JODMVEJOH�ʜ
ˎ .BLJOH�PCTFSWBUJPOT
ˎ 'PSNJOH�B�IZQPUIFTJT�JODMVEJOH�QSFEJDUJPO�CBTFE�PO�QSFWJPVT�LOPXMFEHF
ˎ %FTJHOJOH�BO�FYQFSJNFOU�UP�UFTU�UIF�IZQPUIFTJT
ˎ %BUB�BTTFTTNFOU�BOE�BOBMZTJT�	JODMVEJOH�TUBUJTUJDT

ˎ -PHJDBM�SFBTPOJOH�NBLJOH�JOGFSFODFT�GSPN�UIF�EBUB
ˎ 4DJFOUJpD�XSJUJOH�

5IF�DPVSTF�DPNCJOFT�DPOWFZJOH�UIFPSFUJDBM�JOGPSNBUJPO�F�H��CZ�MFDUVSFT�SFBEJOH�BTTJHONFOUT�BOE�
WJEFPT�XJUI�QSBDUJDBM�FYQFSJFODFT�CBTFE�PO�HJWFO�FYBNQMFT�	F�H��GPS�EBUB�BOBMZTFT
�BT�XFMM�BT�CZ�
DPNJOH�VQ�XJUI�UIFJS�PXO�SFTFBSDI�QSPKFDU�	XIJDI�UIF�TUVEFOUT�FOKPZ�WFSZ�NVDI
��#Z�HJWJOH�B�MPU�PG�
QFSTPOBMJ[FE�GFFECBDL�BOE�IBWJOH�UIF�TUVEFOU�SFWJTF�UIF�SFQPSUT�BOE�BTTJHONFOUT�VOUJM�UIFZ�BSF�
TBUJTGBDUPSZ�UIF�TUVEFOUT�MFBSO�B�MPU�BCPVU�UIFJS�QSFWJPVT�NJTDPODFQUJPOT�BOE�HBJO�B�EFFQFS�
VOEFSTUBOEJOH�PG�UIF�TDJFOUJpD�NFUIPE	T
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　生命科学科Ͱ࣮शをඞमとしています。� 生学生を̎ΫϥεにけてִिͰ༵ �ɼ� �、ݶ 
生ຖि༵ۚ �ɼ� �。しますߨに全һが̍Ϋϥεとして受ݶ 生֤ࣨڀݚが � બ੍とͳって
います。ଞの英語課程の授ۀとҟͳり、英語課程をબした学生していͳい学生受ߨし、教һ全
һが関わるというがϢχʔΫかとࢥいます。ࡏݱ英語課程を受ߨしている学生全һ本語がͰきる
͜と、ଞの授ۀとҟͳり、安全にྀしͳけれͳらͳい͜とから、英語ςΩεトを༻し、レϙʔ
トが英語Ͱॻかれている、という � が英語課程と本語課程の࠷ݶのҧいͰす。授ۀ༰にͭいて
֤教һに一しています。� 生の࣮श上ه � が全࣮शͰڞ௨する΄か、֤ࣨڀݚに一して
いますのͰ、͜͜Ͱ�ɼ�生の࣮शにͭいて͝આ໌します。

ʦΫϥεけʧ　� 生̎ΫϥεのうͪޙのΫϥεに英語課程の学生を集Ίて࣮ࢪしています。ॳ
͜そ英語課程の学生がগͳく、本語課程との߹ಉΫϥεͰしたが、� Ҏ߱英語課程と本語課
程がݸผΫϥεを編Ͱきる程のਓが英語課程をબんͰいます。� 生全学生一ΫϥεͰߦって
いますのͰ、英語課程の学生੮をまとΊて本語課程と߹ಉ授ۀとͳります。
ଞの英語科とҟͳり、学生࣮श本語英語授ۀ൪߸がಉ͡ҝ、学ظ中に英語課程から本語課程、
またそのٯՄͰす。英語課程の学生にͭいて学ظのมわりにܧଓかͲうかを֬ೝしています。

ʦςΩεトʧ　本語課程Ͱ༻しているςΩεトを英༁して༻しています。࣮श༰、レϙʔトのॻ
き方がؚまれます。当ॳ、英語課程事務局が本語ςΩεトを࡞しましたが、ࡏݱわれていͳいς
Ωεトが༁されている、英語がෆద、といったҙݟを教һからきました。事務局との࿈ܞがまだう
まくऔれていͳいظ࣌だったとࢥいます。そのޙ、֤୲当のઌ生方の手しにՃ͑、� に $SPOJO
ઌ生と英語課程ಛ教һͰ英語のิࠤをしてԼさる +POOB ઌ生がపఈతにݟしてԼさいました。ςΩ
εト冊子事務局からࠨϖʔδを本語、ӈϖʔδを英語Ͱ࡞してཉしいとرされましたが、ςΩ
εト͝とにϖʔδがಉ͡Ͱͳく、本語冊子と英語冊子をけて࡞しています。英語課程の学生
に本語冊子と英語冊子をしていましたが、授ۀ中英語冊子が׆༻されていͳいというが上がり、
�から英語課程の学生に英語冊子のΈす͜とにมߋしました。

ʦ授ܗۀଶʧ　授ۀ୲当教һに一されています。ॳ英語課程事務局からのఏҊͰ௨Ͱಉ͡
5" が英語ͰのίϛϡχέʔγϣンのΈิࠤをしました。しかし、学生、教һからػしていͳいとの
が上がり、� から֤࣮शの୲当教һが࣮श͝とに 5" ୲当ऀをܾΊる͜と、࣮शの४උ、௨
ৗۀ務୲う事を֦大࣮शҕһձͰܾΊてมߋしました。

ʦレϙʔトʧ　英語課程英語Ͱهड़する͜とにͳっています。英จ๏ߍਖ਼ιϑト (SBNNFSMZ ͰνΣο
Ϋしてからఏग़するΑうࢦಋしています。ߋに +POOB ઌ生 	� まͰ )BMJ ઌ生 
 のఴを受ける͜
とਪしています。また、英語課程、本語課程྆方の学生にରして、レϙʔト࡞を૬ஊͰきる
5"をレϙʔト૬ஊһとしてஔしています。
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生ຖि༵ۚ �ɼ� �。しますߨに全һが̍Ϋϥεとして受ݶ 生֤ࣨڀݚが � બ੍とͳって
います。ଞの英語課程の授ۀとҟͳり、英語課程をબした学生していͳい学生受ߨし、教һ全
һが関わるというがϢχʔΫかとࢥいます。ࡏݱ英語課程を受ߨしている学生全һ本語がͰきる
͜と、ଞの授ۀとҟͳり、安全にྀしͳけれͳらͳい͜とから、英語ςΩεトを༻し、レϙʔ
トが英語Ͱॻかれている、という � が英語課程と本語課程の࠷ݶのҧいͰす。授ۀ༰にͭいて
֤教һに一しています。� 生の࣮श上ه � が全࣮शͰڞ௨する΄か、֤ࣨڀݚに一して
いますのͰ、͜͜Ͱ�ɼ�生の࣮शにͭいて͝આ໌します。

ʦΫϥεけʧ　� 生̎ΫϥεのうͪޙのΫϥεに英語課程の学生を集Ίて࣮ࢪしています。ॳ
͜そ英語課程の学生がগͳく、本語課程との߹ಉΫϥεͰしたが、� Ҏ߱英語課程と本語課
程がݸผΫϥεを編Ͱきる程のਓが英語課程をબんͰいます。� 生全学生一ΫϥεͰߦって
いますのͰ、英語課程の学生੮をまとΊて本語課程と߹ಉ授ۀとͳります。
ଞの英語科とҟͳり、学生࣮श本語英語授ۀ൪߸がಉ͡ҝ、学ظ中に英語課程から本語課程、
またそのٯՄͰす。英語課程の学生にͭいて学ظのมわりにܧଓかͲうかを֬ೝしています。

ʦςΩεトʧ　本語課程Ͱ༻しているςΩεトを英༁して༻しています。࣮श༰、レϙʔトのॻ
き方がؚまれます。当ॳ、英語課程事務局が本語ςΩεトを࡞しましたが、ࡏݱわれていͳいς
Ωεトが༁されている、英語がෆద、といったҙݟを教һからきました。事務局との࿈ܞがまだう
まくऔれていͳいظ࣌だったとࢥいます。そのޙ、֤୲当のઌ生方の手しにՃ͑、� に $SPOJO
ઌ生と英語課程ಛ教һͰ英語のิࠤをしてԼさる +POOB ઌ生がపఈతにݟしてԼさいました。ςΩ
εト冊子事務局からࠨϖʔδを本語、ӈϖʔδを英語Ͱ࡞してཉしいとرされましたが、ςΩ
εト͝とにϖʔδがಉ͡Ͱͳく、本語冊子と英語冊子をけて࡞しています。英語課程の学生
に本語冊子と英語冊子をしていましたが、授ۀ中英語冊子が׆༻されていͳいというが上がり、
�から英語課程の学生に英語冊子のΈす͜とにมߋしました。

ʦ授ܗۀଶʧ　授ۀ୲当教һに一されています。ॳ英語課程事務局からのఏҊͰ௨Ͱಉ͡
5" が英語ͰのίϛϡχέʔγϣンのΈิࠤをしました。しかし、学生、教һからػしていͳいとの
が上がり、� から֤࣮शの୲当教һが࣮श͝とに 5" ୲当ऀをܾΊる͜と、࣮शの४උ、௨
ৗۀ務୲う事を֦大࣮शҕһձͰܾΊてมߋしました。

ʦレϙʔトʧ　英語課程英語Ͱهड़する͜とにͳっています。英จ๏ߍਖ਼ιϑト (SBNNFSMZ ͰνΣο
Ϋしてからఏग़するΑうࢦಋしています。ߋに +POOB ઌ生 	� まͰ )BMJ ઌ生 
 のఴを受ける͜
とਪしています。また、英語課程、本語課程྆方の学生にରして、レϙʔト࡞を૬ஊͰきる
5"をレϙʔト૬ஊһとしてஔしています。
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ʦʧ　英語課程Ͱの࣮शにରする͑ߟ方のίンηンαεが教һؒͰऔれていまͤん。当ॳ、ཹ学生
ࠃؼ子ঁ英語Ͱ理ղͰきる学生をରにするとのઆ໌Ͱ։࢝したϓϩδΣΫトのҝか、࣮ࡍに英
語のΈͰ理ղͰきͳい学生にͲの程ྀすきかҙݟが一கしていまͤん。英語ྗのෆͰهड़が
ෆेとΈられるレϙʔトのѻい 	 英語ྗをՃຯして࠾するか൱か、࠶ఏग़をଅすか、࠶ఏग़࠶ޙධ
Ձするか、 
 教һ͝とにଟ༷Ͱす。֦大࣮शҕһձͰٞにしましたが、未だٞがऩଋしてい
まͤん。
　英語ςΩεトと英語レϙʔトだけͰ英語課程としている英語課程として࠷ϥインͰあるとೝ
ࣝしています。ࡏݱのܗのままͰ࣮ࡍに本語がͰきͳいཹ学生がೖ学した࣌にରԠͰきまͤんし、
本語課程の学生Ͱ英語のレϙʔトをఏग़する学生いて、࣮शにおいて本語課程とのࠩผԽがऑ
いͰす。授ۀͰͲのくらい英語をऔりೖれるか、୲当されるઌ生方が学生のԠをݟͳがらରԠし
てくださっています。学生ಉ࢜のデΟεΧογϣン、英語課程の学生ࣗらが英語Ͱձする͜とをظ
し、5" がิॿしますがؒ࣌の੍ある中、学生、5" のྗɾੑݸにうॲ大きく、վળの༨
がります。
　英語がग़来ͳい学生のྀがඞཁͰある一方、英語Ͱの࣮शをظした学生のظにԠ͑られͳい
のまたかとࢥいます。ޙࠓͲうするのが一൪ྑいのか、ٞをॏͶるしかありまͤん。

　英語課程が࢝まって �ͪܦ、�ɼ�生の࣮शͰレϙʔトを英語ͰॻいたՌが �࣍に表れてい
る͜とتしいͰす。英語課程の学生のԆਓ૿͑て࣮をੵΈ、首都大Ͱ英語課程をબする
学生のରԠ、࣮ݱにଈして͑ߟられるظ࣌に来ているとࢥいます。首都大ಠࣗの英語課程、その中
の࣮शとして、学生にとって࠷ましいܗͰಛ৭をग़していけれとࢥいます。

　生命科学ίʔεʢݱ生命科学科ʣに生学ࣗओڀݚというಛผͳ授ۀがあるɽ͜れɼ学生が生
学のڀݚにੵۃతにऔりΉҙཉをཆいɼղܾのたΊの理తྗߟࢥదͳ࣮ܭݧըをཱҊし࣮ߦ
する࣮ફྗをࣗओతににける͜とをతとして࡞られたɽ��� ࣍のر学生がཤमしɼ学生がά
ϧʔϓを࡞りɼࣗͰڵຯを࣋った生の課をࣗͰઃఆしɼඞཁͳら教һのॿݴɾࢦಋのと
に学生がࣗओతにڀݚをߦうɽ�
　ಠࣗͰߦڀݚったあとɼ学ظにൃ表ձをߦいɼ࠷ऴతにɼޱ಄ൃ表ʢ൝ʣɼレϙʔトఏग़ʢ൝ʣɼ࣭ ථɿ
ൃ表のࡍにͲれだけ࣭Ͱきたかのهʢݸਓʣɼڀݚࢽɿ࣮ࡍにͲのくらいڀݚݙߩしたかをࣗ
߹ਓʣを૯ݸするʢهͰԿを学んだかをࣗͰڀݚアンέʔトɿࣗओڀݚਓʣɼࣗओݸஅするʢݾ
してධՁしている。͜れを̏ؒとった学生ଔڀݚۀの代わりにしてɼૣظଔۀͰ大学Ӄにߦく͜と
がͰきるというརあるがɼ̏ؒऔりんだ学生૯͡てଔڀݚۀͰੵۃతにڀݚしɼ大学ӃͰ
いいڀݚՌをすのがଟいɽ　
　͜れまͰɼࣗओڀݚ̍୯Ґだったがɼ生命科学ίʔεͰ英語のΈͰଔۀͰきるա程を࡞るࡍにɼ英
語ա程の学生に関して̎୯Ґ申がͰきる͜ととしたɽ͡Ίのɼ΄かのٛߨͰ英語ա程とೝ
Ίられる学生が̎୯Ґ申しɼʢおそらく本語Ͱし߹いͳがらʣޙڀݚɼൃ表おΑͼレϙʔトを英
語Ͱߦう͜とͰ英語ա程とೝΊてきたɽしかしɼ学生が本語授ۀと英語授ۀをࠞ߹Ͱとっていた߹
ɼ͜ れだけを英語にしたいというرあったのͰɼ本からޱ಄ൃ表ʢ英語ʣɼレϙʔトఏग़ʢ英語ʣɼ
ʢ英語ʣɼࣗࢽڀݚ ओڀݚアンέʔトʢ英語ʣɼ࣭ ථʢ本語ՄʣɼおΑͼڀݚ༰ϏデΦ࡞ʢ英語ɼ
̏�̑ʣを課す͜とͰ୭Ͱ̎୯Ґ申ͰきるΑうにม͑たɽ
-*༰ϏデΦを課したのɼ$0ڀݚのと͜Ζɼ̎ɼׂ̏が̎୯Ґ申をしているɽ英語Ͱのࠓ　
	DPMMBCPSBUJWF�*OUFSOBUJPOBM�MFBSOJOH
 をૂったのͰあるɽいままͰࣗओڀݚଞ大学にͳくɼަྲྀ
Ͱきͳかったがɼถࠃの大学Ͱ JOEFQFOEFOU�SFTFBSDI というの݁ࢪ࣮ߏされているɽそのΑう
ͳ大学とんͰレϙʔトとϏデΦをってɼ͜うの大学生にڀݚのアυόイε൷ධをしてらいɼ
ͪ͜らの࣍のڀݚに׆かすΑうͳΈを࡞っていきたいとࢥっているɽさらに̎୯Ґ申ऀͰرऀ
そのޙ $0*- のఏܞ大学にग़きɼൃ表しɼަྲྀするというྲྀれを͑ߟているɽ本来学部生がఏܞ
大学にߦってɼݟ学ී௨のަྲྀしかͰきͳいがɼࣗओऀݧܦڀݚൃ表するの࣋っているしɼ
$0*- Ͱ事લにަྲྀしているたΊɼࡏ中のަྲྀがΑりਂくɼかͭ科学తにͳるのͰͳいかをظし
ているɽ

【生学ࣗओڀݚͷ英語Խとকདྷ】ɹా�ެࢠ 准教授
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ൃ表のࡍにͲれだけ࣭Ͱきたかのهʢݸਓʣɼڀݚࢽɿ࣮ࡍにͲのくらいڀݚݙߩしたかをࣗ
߹ਓʣを૯ݸするʢهͰԿを学んだかをࣗͰڀݚアンέʔトɿࣗओڀݚਓʣɼࣗओݸஅするʢݾ
してධՁしている。͜れを̏ؒとった学生ଔڀݚۀの代わりにしてɼૣظଔۀͰ大学Ӄにߦく͜と
がͰきるというརあるがɼ̏ؒऔりんだ学生૯͡てଔڀݚۀͰੵۃతにڀݚしɼ大学ӃͰ
いいڀݚՌをすのがଟいɽ　
　͜れまͰɼࣗओڀݚ̍୯Ґだったがɼ生命科学ίʔεͰ英語のΈͰଔۀͰきるա程を࡞るࡍにɼ英
語ա程の学生に関して̎୯Ґ申がͰきる͜ととしたɽ͡Ίのɼ΄かのٛߨͰ英語ա程とೝ
Ίられる学生が̎୯Ґ申しɼʢおそらく本語Ͱし߹いͳがらʣޙڀݚɼൃ表おΑͼレϙʔトを英
語Ͱߦう͜とͰ英語ա程とೝΊてきたɽしかしɼ学生が本語授ۀと英語授ۀをࠞ߹Ͱとっていた߹
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ͪ͜らの࣍のڀݚに׆かすΑうͳΈを࡞っていきたいとࢥっているɽさらに̎୯Ґ申ऀͰرऀ
そのޙ $0*- のఏܞ大学にग़きɼൃ表しɼަྲྀするというྲྀれを͑ߟているɽ本来学部生がఏܞ
大学にߦってɼݟ学ී௨のަྲྀしかͰきͳいがɼࣗओऀݧܦڀݚൃ表するの࣋っているしɼ
$0*- Ͱ事લにަྲྀしているたΊɼࡏ中のަྲྀがΑりਂくɼかͭ科学తにͳるのͰͳいかをظし
ているɽ

【生学ࣗओڀݚͷ英語Խとকདྷ】ɹా�ެࢠ 准教授

��

英
語
課
程
の

༰

英
語
課
程
の

༰



टେ学౦ژはڭ育のࡍࠃ化をࢦして͓Γ、

ͦの࣮ݱのためのΞΫγϣϯϓϥϯには、

ཹ学生のड入れ֦େ、ຊ学学生のཹ学ɾւ֎ݣの֦େ、

世界のେ学とのࡍࠃ࿈ܞのऔ、

。がؚまれま͢ڙ育ϓϩάϥϜのఏڭ௨༻ੑの͋るࡍࠃ

टେ学౦ژ生命科学英語課程のͦれらのݙߩを、

寄稿ととにまとめました。

ಇڠͱの֎ࠃ
ཧֶ෦ੜ໋ՊֶՊӳޠ՝ఔ

California State University Fullerton ͔Β
Nilay Patel ത࢜ΛটᡈɺՆ期集中ٛߨΛ࣮ࢪ

ӳޠ՝ఔのࡍࠃ࿈ܞ
首都大学東京生命科学英語課程を起点として、The State University of New York (SUNY), 
Oneonta（米国）、University of Leicester（英国）、 California State University, Fullerton（米国）
などの協定校と、教育に関して協働しています。また生命科学英語課程の授業は交換留学生にも提
供されているため、様々な国からの留学生と本学の学生がともに授業を受け、活発なディスカッショ
ンが行われています。

201�  � 月

California State University Fullerton ͔Β Parvin
Shahrestani ത࢜ΛটᡈɺՆ期集中ٛߨΛ࣮ࢪ

Collaborative Online International Learning (COIL)

協定校の教員による夏期集中講義

COIL は、インターネットを利用して学生同士がともに学ぶ 国際的な協働学習のツールとして注目されて
います。英語課程では、2015 年に SUNY Oneonta と、2018 年には $BMJGPSOJB�4UBUF�6OJWFSTJUZ�'VMMFSUPO
と$0*-を։࢝しました。独自のウェブサイトを使って、学生や教員が、時差や距離に関係なく、プレゼンテー
ションビデオを送ったり、フィードバックを送り返したりすることができます。

短期研究留学

学生が研究課題や特定のテーマに沿った短いプレゼンテーショ
ンビデオを作成して相手方の学生と交換し、お互いにビデオの
評価を行いました。

2018 年秋には、英語課程第 1 期生のうち２名が
6OJWFSTJUZ�PG�.BTTBDIVTFUUT�.FEJDBM�4DIPPM
と $BMJGPSOJB�4UBUF�6OJWFSTJUZ�'VMMFSUPOにظ
。学しましたཹڀݚ

英語課程が独自に構築した Web ページ

201�  � 月
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　首都大とχϡʔϤʔΫभཱ大学ΦχΦンλߍの関わりが࢝まったの ���� 、ࢲが学のิॿۚ
をಘて、学部生けのখּݪॾౡにおける࣮शίʔεをܭըしていたࠒͰした。খּݪͰのྺڀݚのい、
ྛ૯߹ڀݚॴの上ਓさんから、ౡに首都大のࢪڀݚઃがあり、ڀݚデʔλのΈͳらͣ学部生
のݱ࣮शのϊウϋウੵされている、という͜とͰՄઌ生をհされたのが࢝まりͰした。その
ޙ ���� य़に྆大学ؒͰެࣜͳަڠఆが݁れ、������ にࢲがアΧデϛοΫアυόイザʔと
して୲当している �� ໊の生学科の学部生のうͪの一ਓが首都大の生命科学科の英語課程に �ؒަ
、だったに関わらͣߤの֎ࠃ学をする͜とにͳりました。൴ঁにとって͜れがਓ生ॳのถཹ
ॳから࠷ �学ظ௨͡てのཹ学をرし、ՆٳΈຆͲ本Ͱա͝したΑうͰす。
ถࠃの大学Ͱ学部生のަཹ学ਪされていますが、理ܥ学生の߹ඞम科がଟく、またॱを
ってऔらͳけれͳらͳいίʔε、ٛߨと࣮शのಉ࣌ཤमがඞਢのίʔε、� ͳいしִに一
しか։ߨされͳいίʔεͳͲあり、ަཹ学をした߹ � ؒͰのଔۀしい、というが大きͳ
োนとͳっています。また、ཹ学ઌが英語ݍҎ֎の߹、理ܥઐ科の授ۀにͭいていける程まͰ
Ͱ英֎ݍͰす。大学Ӄཹ学とͳると、英語ࡏͳଘك学生かͳりࠃ語をϚελʔしているถݴのݱ
語がެ༻語、あるい४ެ༻語とͳっているࣨڀݚしくありまͤん。しかし、大学のެ༻語が英語
Ҏ֎Ͱありͳがら、学部レϕϧͰ英語Ͱ理ܥ科を։ߨし、さらにੵۃతにཹ学生を受けೖれている首
都大の生命科学科のϓϩάϥϜかͳりϢχʔΫͰす。英語ݍग़の理ܥ学部生に、ଔۀのԆଟ大
ͳࡁܦతෛ୲をආけͳがら、ࠃとஶしくҟͳるݴ語とจԽをମݧするػձを༩͑てԼさっている首
都大の教৬һのօ༷に感謝します。
　લड़の、ΦχΦンλから首都大に � ؒަཹ学した学生、࣮ ����  �� ݄ʙ ����  � ݄に࣮
ཱྀ、Ճऀʢ大学ྈのϧʔϜϝイトʣからࢀशίʔεの࣮ݪされたॳճのখּࢪ 程Ͱ๚したೆ大Ωϟ
ンύεにͭいてのをฉき、首都大のަཹ学にڵຯを࣋ったとの͜とͰした。খּ࣮ݪशのίʔε
ॳճࢀՃऀ � ໊Ͱしたが、���� ʙ ���� の � ճͰ � ׂ૿の �� ໊とͳりました。ΦχΦンλ
のΩϟンύεͰަཹ学ظւ֎ݚमのνϥγをにする͜とଟく、また学ϝʔϧͳͲͰの
おらͤఆظతに֦ࢄされています。しかしͳがら、り࣮ࡍにݱを๚した学生からのޱίϛ
 4/4 上Ͱのใڞ༗、$0*- にΑるަྲྀମݧͳͲが、ݚमަཹ学のࢀՃのޙԡしとͳっている
Αうにࢥわれます。
　ΦχΦンλߍ教һཆߍをલとする学部中心の大学Ͱあり、大学ӃϓϩάϥϜগのम࢜課程
にݶられています。そのたΊ、ΩϟϦア教ҭのͰ、ަཹ学 $0*-、Ωϟンύε๚を௨͡てࡍࠃ
తͳڀݚ大学Ͱある首都大における׆ڀݚಈ、ࣨڀݚの༷子ͳͲを学生にってら͑るϝϦοト
大きいͰす。ۙͰଟくの学部生がଔޙす͙、あるいক来తにԿらかのܗͰ大学Ӄのਐ学をࢦ
しているのͰすが、۩ମతͳ理༝ͳいまま、英語ݍをؚΉւ֎の大学Ӄਐ学のՄੑを全くআ֎して
しまっている学生がଟいのがෆٞࢥͰす。ւ֎ʹ学අ生׆අがߴく、学生ϩʔンのෛ࠴がさらに૿͑る、
というઌೖ؍があるのわかりますが、࣮ࡍにཹ学ઌのࠃ大学から૬当ֹのิॿをಘて、݁Ռతに
ถࠃͰՄͰあったਐ学ઌΑりるかにྑい݅Ͱ学にྭΉ͜とのͰきたถࠃਓऀڀݚଟく
ଘࡏします。
　首都大の英語課程との DPMMBCPSBUJWF�POMJOF�JOUFSOBUJPOBM�MFBSOJOH�	$0*-
 を௨͡て、ւ֎࣮शަ
ՃしͳいΦχΦンλの学生に、生学άϩʔόϧͰ、ੈք中の大学生がಉ͡ίンηϓトࢀ学にཹ
を学んͰいるのだという͜とをೝࣝするػձを༩͑る͜とがՄにͳっています。���� Ҏ来、安藤ઌ
生を中心とした英語課程の教һの方々とのྗڠの上、྆ߍの �ʙ � 生にڞ௨のࠪಡจをಡんだり、
5FE&E�	5FE�5BML がӡӦする教ҭίンςンπ 
 のϏデΦをݟたりする課をग़しています。その上Ͱ、
ࣗのݴ༿にΑるཁ、ݸਓత感、おΑͼࣗの生׆とのをઆ໌したり、૬手方に関࿈࣭をし
たりするϏデΦΫϦοϓをݸਓあるい �ʙ � ਓのάϧʔϓͰ࡞してらい、それらをウΣϒ上Ͱڞ
༗し、૬ޓに感を稿するという׆ಈをしてきました。ถؒͰ大きͳࠩ࣌があるたΊ、一ൠに
われる $0*- の手๏の中ͰదԠするのがݶられるのͰすが、୲当教һの方々のྗڠのと、͜れか
らΑりޮՌతͳ$0*- をٻしていきたいとࢥいます。

�ࢠɹԣా�ਗ਼【-*生命科学科英語課程͓Αͼ$0ͨݟΒ͔ߍఆڠ】 SUNY Oneonta 准教授 ڙ学生ͷ科目ఏཹަ

　生命科学英語課程のतۀはटେ学౦ژཹظ学生ड入ϓϩάϥϜʢ4FNFTUFS�
"CSPBE�BU�5PLZP�.FUSPQPMJUBO�6OJWFSTJUZ�	4"50.6
ʣにఏ͞ڙれ、ຖ学ަظ
、れる科は͞ڙ生命科学英語課程からఏ、ࡏݱ学生をड͚入れて͍ま͢。����ཹ
4"50.6科શମの ���Ҏ্をめて͍ま͢。

でな͍学生ཤम͢るので、ཹ学生のׂ߹がଟ͘、Ϋϥε߈ཆ科では生学ઐڭ　
のۙ͘になること͋Γま͢。生学ؔ࿈のཹ学生は、ଟ͘のઐ科ड
。の学生ととに学ͼま͢ژし、टେ学౦ߨ

　来度からは、"4&"/�*OUFSOBUJPOBM�.PCJMJUZ�GPS�4UVEFOUT�1SPHSBNNF�	"*.4

でのཹ学生に、生命科学英語課程から̎科をఏڙしま͢。
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　生命英語課程をཤमする学生、本にいͳがら英語ݍにཹ学しているΑうͳݧܦをੵΉ͜とがͰき
ます。そのたΊ、英語Ͱ学शする͜との߅΄とんͲ感͡ͳいͣͰす。一方、英語をࠃ語とし
ͳい本ਓ学生にとって、英語Ͱ学Ϳ͜と、本語Ͱ学ͿのにൺてϋンデΟあるͰしΐう。しかし、
ੈքにӋたく͜とにΑりそのϋンデΟを上ճるアυόンςʔδがظͰきます。本ࠃにཹまって
いるのったいͳいͰす。
　生命英語課程をཤमした学生に、ੋඇւ֎にग़て、Ϧアϧͳੈքをݧܦし、͜れまͰഓってきたྗ
をࢼして΄しいとࢥいます。本学Ͱ、大学Ӄਐ学༧ఆのଔݚ生を̍ϲ݄から̏ϲ݄ւ֎の大学ڀݚ
ॴͳͲにݣするϓϩάϥϜをܧଓして࣮ࢪしています。���� 、理学ܥ全ମͰ �� ໊が͜の੍
のࢧԉを受けましたが、生命科学ίʔεからݣされた໊̎いͣれ生命英語課程の̍ظ生Ͱした。
　生命英語課程ཤम生の本ྖ、大学Ӄਐ学ޙにൃشされるとظしています。本学、大学Ӄ生ظ
ݣɾ受ೖࢧԉϓϩάϥϜ大学Ӄ生ࡍࠃ学ज़ձٞࢧݣԉͳͲ、大学Ӄ生をւ֎にݣする༷々ͳϓ
ϩάϥϜを࣮ࢪしています。γンΨϙʔϧ科学ٕज़ڀݚிɾόイΦใڀݚॴݣϓϩάϥϜのΑうに
科ʢ理ڀݚの̐ܥԉしています。また、大学Ӄ生をରとして、理ࢧՃࢀインλʔンγοϓのڀݚ
学ڀݚ科、都ڥࢢ科学ڀݚ科、γεςϜデザインڀݚ科、ਓ݈ؒ߁科学ڀݚ科ʣが࿈ܞして、ۀاˍ
アΧデϛοΫւ֎ݚमϓϩάϥϜをຖ �� ݄に࣮ࢪしています。ࡢ、アϝϦΧւ؛のγϦίン
όレʔのϕンνϟʔۀاۀاܥを๚して、事લݚमͰ४උしたۀىアイデアをఏҊൃ表したり
6$ όʔΫレイελンϑΥʔυ大学のऀڀݚにアϙイントϝントをとり、ࣨڀݚを๚してࣗのݚ
とަྲྀするͳͲ、ີのೱい̍िؒをա͝しました。生命英語課程ऀڀݚをհしたり、ઌ方のए手ڀ
ཤम生が大学Ӄにਐ学したら、ੋඇ͜のϓϩάϥϜにνϟレンδして΄しいとࢥいます。���� 、
ઐੑのߴいւ֎ݚमϓϩάϥϜのݧܦが๛ͳຽؒۀاと࿈ܞして、ॴをγϦίンόレʔからγン
ΨϙʔϧɾϚレʔγアにҠして࣮ࢪする༧ఆͰす。
　γンΨϙʔϧϚレʔγアଟຽࠃՈͰあり、ίϛϡχέʔγϣンのたΊのڞ௨のಓ۩として英語
がීٴしています。また、ϚレʔγアイεϥϜࠃՈͰあり、本とҟͳるจԽ生׆श׳をମݧ
Ͱきます。生命英語課程をཤमした学生にΈͳさん、ڀݚだけͰͳく生׆の中Ͱίϛϡχέʔγϣ
ンのಓ۩として英語をう͜とに߅感がͳいͣͰす。Έͳさんが大学Ӄにਐ学してੈքにӋたい
ていく͜とを心からظしています。

【ϦΞϧͳੈքにΉ͔ͬてӋͨ͜͏】ɹ
टେ学౦ྲྀަࡍࠃ�ژҕһ �ཧ学ڀݚ科ڀݚਪਐҕһձɹՄ�ؽ�
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　生命英語課程ཤम生の本ྖ、大学Ӄਐ学ޙにൃشされるとظしています。本学、大学Ӄ生ظ
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まͬた͘৽し͍、ઌഐ͍な͍英語課程。

ͦこにඈͼࠐΜで͘れたୈ̍ظ生の方ʑ、

ຊにૉらし͍をΈͤて͘れました。

ଔۀをܴ͑る英語課程ୈ̍ظ生の寄稿と

ຊ語課程で学Μͩಉظの学生の寄稿をまとめました。

また、ຖ学ࢪ࣮ظして͍る学生͞ΜからのΞϯέʔτのまとめؚめました。

英語課程をཤमしてきた学生のҙݟにՃ͑、

英語तۀをཤमしなかͬた学生͞Μからのҙݟ入れました。

ֶੜのɿ
ୈ̍ظଔۀੜのߘدͱֶੜΞϯέʔτ

I am a senior student, and I belong to the English program of biological science.  In this 
program, we learn biology in English. In the beginning, it was very challenging for me. I had to 
learn English and biology at the same. Especially, biological vocabulary is difficult to 
understand and remember. Therefore, I had to make an extra effort. For example, I had to search 
and read a lot of reference information by myself, and I had to remember a lot of biological 
vocabulary after class.  When I got used to it, it became easier. Like biological vocabulary, it 
became effortless to understand for me after I know some basic vocabulary and root. 

  I am glad that I join the English program. It not only improve my English skills but also bring 
significant benefits to me. From senior, we have to read a lot of paper which are written in 
English. It became very easy for me because I already got used to reading in English. 
Furthermore, during studying, I learn how to search for information by myself, so that I know 
how to get access to the newest info, which is very important for a scientist. For scientists, 
independent learning is a needful ability, and the English program will help you enhance your 
ability to independent learning.

  Last but not least, in the English program, you can learn from the teachers who come from 
different famous universities. English program will invite foreign professors to give us a lecture. 
Professors will talk about the newest research they did. Those lectures broaden my horizons, I 
learned a lot from those lectures.
Joining the English program will be tough in the beginning. However, I highly recommend you 
to join the English program, because with the effort you will learn more than just biological 
knowledge.

-JO�$IFO【&YQFSJFODF�PG�KPJOJOH�UIF�&OHMJTI�QSPHSBN】
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っܦの代から生命科学ίʔεに৽しい課程がͰきるという͜とをったの、ೖ学がܾまってগしࢲ　
たࠒͰした。そのたΊ首都大学東京生命科学ίʔεをࢤした理༝に英語課程ͳく、英語課程にೖっ
たの֎ࠃਓのઌ生の授ۀを受けてΈたかったからというだけͰした。英語ͤͣ大してಘҙͰ
ͳかったのͰෆ安ͳͪ࣋ؾありましたが、全ての授ۀを英語Ͱऔるとܾஅしたָ࣌しΈͳͪ࣋ؾ
の方がڧかったとࢥいます。
　
い͟英語໊の授ۀͰͼっしりのׂؒ࣌が࢝まってΈると、ਖ਼大มͰした。ؒ࣌英語をฉいている
͜と、レϙʔトͳͲの英語のจをॻく͜とͳͲ׳れͳい͜とがଟくಛに � 生のࠒ大มだった͜
とをࠓͰ֮͑ています。しかし � ؒの英語の授ۀをऔりऴ͑て、ಘられた͜とࣗの中Ͱ大き
かったとࢥいます。ωイςΟϒのઌ生の授ۀを受けていてҹతだったの、ߍߴ生Ͱशった͜と
のあった߲をଞݴ語Ͱฉいたときに、表ݱのҧいからかݱのଊ͑方ɾ͑ߟ方がҧうΑうに感͡た
͜とͰす。また本ͰωイςΟϒのઌ生にΑる生の授ۀをෳମݧͰきた͜とوॏͳମݧだった
とࢥいます。ࢲ全ଔۀ୯Ґを英語Ͱऔる͜とͰきまͤんͰしたが、ଞ学部のཹ学生けのઐ授
ࢥՃͰきていͳかったとࢀཤमする͜とがͰきました。͜れ英語課程にॴଐしていͳかったらۀ
います。またࠓॴଐしているࣨڀݚにいるཹ学生の方とのίϛϡχέʔγϣン、英語課程にೖって
いͳかったら上手くͰきていͳいだΖうとࢥいます。

、英語課程ൃからࠓ　 � をܴ͑ます。ࠓ୲当のઌ生授ۀ、受ߨਓ૿͑ࢲたͪの
ॳの代がແ事に࠷たͪࢲ。ಈがॆ࣮しているというをࣖにします׆にൺてΑり英語課程のࠒ � 
ؒを英語課程としてऴ͑られた͜とそうͰすが、͜れから英語課程がଓいていく͜とをخしくࢥ
います。さらͳるൃలをئっています。

【て͠ߨ英語課程をड】Ն࠼�ؠ

　大学 � 生のय़  英語がࢥい௨りに͑るΑうにͳったらいいͳといういだけͰ学部ଔۀの全୯
Ґを英語ͰऔಘしたいとܾΊました � しかし � ؒա͝し  英語Ͱ生学を学Ϳという͜と英語ྗ
上だけにとͲまらͳいと感͡ました �
ࡏݱ　  学生࣮ݧをআき生命科学ίʔεからఏڙされている΄とんͲの授ۀが英語൛  本語൛とผ
の授ۀとしてߦわれています � 授ۀの༰大学レϕϧのҝ  当વしく  かͭ͜れを英語Ͱ理ղし
ていく͜とにͳります � ωイςΟϒのઌ生の授ۀとͳれ  英語の理ղΑりしくͳります � ω
イςΟϒのઌ生の授ۀॳにいきͳりްいจを॓としてされた͜とࠓͰهԱにってい
ます � ೖ学してからしらく  とてڥを受けていたࣗにとって͜のۀまͰ本語Ͱ授ߍߴ
ۤしいのͰした�しかし英語課程୲当のઌ生ελοϑの方々に͜まΊにέアをしてきました�
授ۀのޙ࠷に࣭Ͱきるڥ  英ձ࠲ߨを࡞っていただく͜とͰ࣍ୈにڥに׳れ  英語Ͱ生
学を理ղͰきるΑうにͳってきました �
　英語Ͱߦわれる授ۀ  本語の授ۀとελイϧগしҟͳっていると感͡ます � 本語Ͱの授
いますࢥがଟいΑうにۀ学生が一方తにฉいている授ۀ � しかし  英語൛の授ۀͰ学生がΑりੵ
いͰすڧՃしている৭がࢀにۀతに授ۃ �授ۀの中Ͱ 英語ͰのάϧʔϓデΟεΧογϣン ܾまっ
たトϐοΫにͭいてϓレθンςʔγϣンをߦう授ۀがଟいͰす � 英語ΦンϦʔͳڥͰߦうҝ  本
ਓಉ࢜Ͱ英語をすஏͣかしさগͳく  授ۀにࢀՃする͜とがͰきました � また  授ۀにཹ学
生ଟくࢀՃしています � ൴ら学Ϳ͜とにରしてとて心Ͱ  本ਓの学生感ԽされΑりҙཉ
తにऔりんͰいます � ୯に英語Ͱ授ۀを受けているだけͰͳくɼ英語ͰアウトϓοトͰきるڥ
英語を׆༻しͳがら学ͿྗをとてߴΊてくれたと感͡ています ��
　学部࢛のळに アϝϦΧのࣨڀݚͰಇくػձをく͜とがͰきました ��͜͜Ͱৗに英語Ͱ࣮ݧ 
いましたߦをڀݚ � しかし  ҙૄࢥ௨がうまくいかͳい͜とがଟく  Ͳうすれࣗのҙਤがわる
かޡࡨߦࢼがඞཁͰした � 英語だけͰίϛϡχέʔγϣンをとりͳがらڀݚをਐΊる͜と  とて
しい͜とͰす � 英語課程の授ۀͰ͜れとۙいݧܦをͰきるとࢥいます � 英語ͰのϓレθンデΟ
εΧογϣンを௨して �ৗにࣗのҙݟをͪ࣋  それを૬手に理ղしてらうྗを͑るにとて
ྑいとࢥいます ��� ؒといういؒ࣌をかけて  英語を生学Ͱӡ༻していく܇࿅がͰきます �
͜のݧܦ  ւ֎にग़て英語Ͱ事ڀݚをするときにとてにཱͭと͑ߟています �
大学生に上がりす͙に英語Ͱࣗのઐ߈を学ͼ࢝Ίるという͜ととてしい͜とͰす � しかし �
生学というઐ߈をͪ࣋  さらに生学を英語Ͱѻ͑るΑうにͳる͜とૉらしいとࢥいます �
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。の中Ͱ大きͳઓの̍ͭͰした׆にとって英語ա程、大学生ࢲ　
　
、英語がಘҙࢲの࣌のઆ໌ձͰす。そのޙॳに英語ա程の͜とをったの、大学にೖった࠷がࢲ　
だったり、英語にಛผͳڵຯがあったわけͰありまͤんͰした。英語Ͱ授ۀを英語Ͱ受けるってͲん
ͳ感͡ͳんだΖう、英語Ͱ授ۀを受けたらかっ͜いいͳという७ਮͳͪ࣋ؾͰとりあ͑ͣ授ۀを̍ɼ̎
。いましたࢥとってΈΑうかͳとݸ
　ॳΊての授ۀの͜ととてҹにっています。いままͰの学生生׆の英語とҟͳり、授ۀをฉ
きऔり、理ղし、レεϙンεするというすてのಈ࡞を英語Ͱる͜ととてしく、ただѹされ
てしまい、༰をฉきऔる͜とにすらਫ਼一ഋͰ、ਖ਼あまりいていけまͤんͰした。授ۀがऴわった
ときのࢲ、૾していたかっ͜いい࢟とかけれていて、ࣗ͜のまま授ۀを受けଓけていく͜
とがग़来るのかとてෆ安にͳりました。� 生の࣌、༧शする࣌の教科ॻ英語のたΊ、࢝Ίࣙ
ॻを引きͳがらϖʔδಡΉのに̍ؒ࣌Ҏ上かけてಡんだり、授ۀがऴわったޙͳͲ、ฉきऔれͳかっ
たॴを༑ୡにฉいたり、ͳんとか授ۀにͭいていかͳけれとඞࢮͰした。
を受けるうͪにগしͣۀっていました。しかし、授ࢥগしだけͰいいかͳ、とۀ英語の授ࢲ々ݩ　
ͭฉきऔれるΑうにͳった͜とͰ、っと英語Ͱ授ۀを受けてΈたいとࢥうΑうにͳりました。また、
ଞの英語ա程のΈんͳと一ॹにؤுりたいとࢥい、全ての授ۀを英語Ͱ受ける͜とをܾҙしました。す
て英語Ͱ授ۀを受けるͳかͰ、̍൪大มだとࢥったの࣮ݧレϙʔトͰす。ࣗの͑ߟた͜とࢥっ
た͜とをͲう英語Ͱ表ݱするか、ຖճࣙॻͳͲͰ୯語表ݱを୳してਅࣅするͳͲ、ޡࡨߦࢼした͜と
がهԱにっています。
ۀॳ授࠷。英語ա程にೖった͜とͰ、英語がҎલΑりग़来るΑうにͳった͜とを感͡ていますࢲ　
をฉきऔる͜と大มͰしたが、学が上がるにͭれ授ۀをฉきͳがら理ղする͜とがग़来るΑうに
ͳったときとてうれしかったͰす。また、จͳͲීஈの授ۀͰಡΉػձがあったおかげͰ、ࠓ
ͰจをಡΉのにあまり߅を感͡ͳくͳり、ࠓのڀݚに関࿈するจをಡΉときに、とてにཱっ
ています。ࢲが͜のまま英語ա程にೖる͜とͳく、ී௨に授ۀを受けていただけͰ英語が͜͜まͰ上
ୡする͜とͳかったと֬৴しています。
　英語ա程Ͱの̐ؒ、とて大มͰしたが、ࢲにとってΑいݧܦにͳったとࢥっています。
ॳΊての英語課程として、全てがॳΊてͰ、大มͳ部ありましたが、一ॹにؤுるؒにܙまれ、
ॆ࣮した̐ؒにͳったとࢥっています。͜れから、英語ա程にڵຯを࣋ってઓしΑうとࢥうਓが
૿͑てくれたらといいͳとࢥっています。

に関わっۀに、英語ա程をαϙʔトしてくださいました、দӜઌ生、安藤ઌ生、また英語ա程の授ޙ࠷　
てくださった全てのઌ生方、事務の方に͜のをआりてお礼を申し上げます。

�ྤ香【英語課程とい͏ઓ】

が大学にೖ学するλイϛンάͰ、生命科学ίʔεにʮ英語課程ʯという৽しいΧϦΩϡϥϜがࢲ　
৽ઃされました。ߍߴのࠒから英語がۤ手Ͱしたが、ͰきるΑうにͳりたいと͑ߟていました。る
ͳら大学生׆のؒのؒ࣌を༗ޮにってษڧしたいとࢥった͜とが理༝にͳり、英語課程Ͱ授ۀを受
。する͜とにܾΊましたߨ

　英語課程にೖった当ॳ、授ۀͰઌ生がしているҙຯからͳいまま授ۀがਐんͰいく͜と
ଟく、とてۤ࿑しました。授ۀ中にϘイεレίʔμʔを༻し、授ۀをԻして、大学のߦきؼり
にฉいて෮शをする͜と、英語課程の༑ਓたͪとਤॻؗͰ一ॹにษڧし、おޓいのわからͳいと͜Ζ
をิっていく͜とͰͳんとか授ۀにͭいていきました。英語課程にೖった͜とͰ英語が上ୡするとい
うわけͰͳく、英語課程というࡐྉをいͳがらࣗをさͤていくと͑ߟて、英語課程の授ۀ
を受けていました。英語課程というにೖる͜とにΑって、͝Ζから英語に৮れるػձ、ཹ学生と
のަྲྀのػձ૿͑ていきます。̐ؒ、英語課程Ͱ授ۀを受けて感͡た͜と、そのΑうͳλイϛ
ンάをಀさͣ、ࣗにؐݩする͜とがͰきれ、英語課程がࣗの英語ྗを৳す͜とにదしたに
ͳる、という͜とͰした。ॳΊからͲうすれいいかわからͳくて、ઌ生方のαϙʔトがあったお
かげͰͲんͲんࣗからಈけるΑうにͳったと感͡ました。

　英語課程Ͱഓった͜とब৬׆ಈ࣌ににཱͪ、とくに授ۀͰデΟεΧογϣンϓレθン
ςʔγϣンがଟくあった͜と、ਓલͰࣗのҙݟをड़る͜と、ͲうデΟεΧογϣンの༰をま
とΊるかをࣗવにͰきるΑうにͳっていました。ଔࢲ、ޙۀ大学Ӄにߦかͣ、ब৬しますが、
ࣾձのͰ̐ؒ英語課程Ͱってきた͜とを生かすॴがたくさんあるとࢥっています。

ている方、英語課程にをͤるのͰͳく、ࣗओతに英語課程͑ߟ英語課程にೖΖうと、ޙࠓ　
をってษڧしていくελンεͰ、ࣗのたΊにͳる͜とをੵしていってཉしいとࢥいます。

�ҭ࣮【英語課程について】ɹࢢࠜ
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　大学生にͳってԿか৽しい͜とにઓしてΈたいとࢥっていました。それがӡಈͳのかษڧͳのか
ೖ学したときにっきりܾまっていまͤんͰした。そうࢥっていたとき、΅く大学にೖ学してから一
ͭのݴ༿にग़ձいました。

ʮ生命科学の授ۀを全て英語ͰཤमͰきる。ʯ

　͜のݴ༿をݟた࣌にগしのڵຯと大きͳෆ安が΅くの中Ͱ生まれました。英語の生学にઓしたい
をுっڳしたとক来ڧにͭいていけるか、ͪΌんと理ղして大学Ͱ生学をษۀあるけͲ、授ͪ࣋ؾ
てい͑るのかというෆ安ͳͪ࣋ؾありました。ࠓͰ英語ߍߴ生まͰにษڧしますし、ৗͰう
います。しかし、だからといって୭がࣗの英語ྗにࣗ৴があるわけͰࢥձଟくͳってきたとػ
ありまͤん。΅くにւ֎に༑ୡを࡞りたいとか、ւ֎ͰษڧしてΈたい、というເがありました。͟っ
くりとしていてࢥࠓうとແかしれͳいΑうͳͪ࣋ؾが、΅くが英語Ͱ受ߨしΑうとܾ心したきっか
けͰした。
　英語の授ۀ、ւ֎から来てくださったωイςΟϰのઌ生ւ֎の大学にۈΊていらっしΌった
ઌ生がϝインͰߦってくださります。Ϋϥεϝイト �� ਓʴཹ学生の方が໊Ͱした。学生のਓが
গͳいのͰ͑るॱ൪が݁ߏͳසͰճってきてͭらいとࢥう͜とありました。英語をすのがಘҙ
ͰͳかったのͰࣗのճするॱ൪がճって来そうͳ࣌にす͝くυΩυΩしていました。࠷ॳのう
ͪうまく͑られͳい͜とありますが、Կࣗのҙݟを表ݱしていくうͪにͤるかͲうか
ผとして英語をす͜とがۤ͡Όͳくͳりました。ݸਓࠩあるとࢥいますが、ઌ生がすػձをくだ
さるのͰ全һࣗのҙݟを英語Ͱ͑るػձがてます。英語学Ͱあるとಉ࣌にݴ語ͰすのͰ、୭
がい͜ͳͤるのͰす。ͤっかく大学に来て生学をษڧするのͰ、英語一ॹに学शͰきるの
΅くにとって大きͳϘʔφεにͳったとࢥいます。
　ͪΖん、授ؒ࣌ۀ֎Ͱ英語のαϙʔトしてくださりました。ωイςイϰの方にΑる英ձのレο
εン英จをߍਖ਼してくれるιϑトを༻してのレϙʔト࡞ࢦಋͳͲを΄΅ϚンπʔϚンࣜܗͰࢦಋ
してくださります。またଞ学部けのཹ学生とަྲྀがͰきるΑうͳ授ۀのհͳͲしてくださり、英
語Ͱ生学を学ͿҎ上のใुがಘられました。ࠓͰ生命科学のଟくのઌ生が英語Ͱ授ۀする͜とにڠ
ྗしてくれたおかげͰଟくのを英語Ͱ学るΑうにͳりました。ࠓまͰ本語Ͱߦͳっていた༰
をそのまま英語ͰߦうのͰ本語Ͱ学शする͜とにൺてࣝがগͳくͳる心ありまͤん。ظ集
中ٛߨͰւ֎の大学Ͱڀݚしている方をটしてٛߨをしてくださります。ࣗのࢹڵຯをげ
られるνϟンεにͳります。

　英語Ͱ授ۀを受けるのに༐ؾがඞཁͰす。しかし、� ؒの学शののͪに大きͳୡ感と生学
のࣝ、それにՃ͑て英語Ͱίϛϡχέʔγϣンをऔれるというྗをಘられます。ࠓͰจ英語Ͱ
ॻかれていますし、ւ֎のڞಉڀݚڝ૪ऀとٞするのに英語ඞཁෆՄܽͰす。それͳりにྗす
るのඞཁͰすが、英語Ͱ授ۀを受ߨしてΑかったと心からࢥっています。͜のΑうͳૉらしいػձ
とૉらしいڥを༻ҙしてくださったઌ生方にとて感謝しています。
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大�ढ़【英語ʮをʯ学Ϳ͔Β英語ʮͰʯ学Ϳ生命科学】
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　一ظ生という͜とからɼਖ਼ɼॆ࣮感ָしいというࢥいΑりɼ৭々ͳۤ࿑の方がଟかっ
たͰす。ԿかがॳΊてのݧܦだったのͰɼษڧの方উ手がからͣɼίπを௫ΉまͰ
れというͰかͳりࣗのたΊにͳっ׳ৼりฦるとɼ英語のࠓがかかりました。しかしɼؒ࣌
たと感͡ています。またɼ生命科学ίʔεの中Ͱಛఆのϝンόʔがຖ一ॹに授ۀを受ߨす
る͜とͰɼΈんͳͰؤுΖうというஂ݁ྗ生まれたΑうͳؾがしています。
จを英語Ͱॻく࢜मޙࠓձが૿͑ɼさらにػଐにͳった͜とͰจをಡΉࣨڀݚࡏݱ　
͜とを͑ߟるとɼ本にいͳがらຖのΑうに英語に৮れる͜とがͰきた � ؒɼوॏͳ
まͰఘΊͣにޙ࠷教৬課程ͰあるのͰཱ྆かͳり大มͰしたがɼࢲ。にͳりましたݧܦ
りଓける͜とがͰきて本当にΑかったͰす。

Լ�くるΈ【英語課程をड͠ߨて】

　とと英語がಘҙͰͳいࢲにとって、英語課程を受ߨする͜ととて大きͳઓͰした。θϛφʔ
ϧೖࢼを௨してૣظに߹֨しೖ学લ教ҭに௨う中Ͱ、দӜઌ生から英語課程にͭいてのઆ໌があり、そ͜
ͰॳΊて英語課程にͭいてりました。ਖ਼ͳと͜Ζ、当ॳ受ߨする͜とにੵۃతͰແかったのͰす
が、༑ਓとܰؾͳͪ࣋ؾͰࢀՃしたϓレٛߨがとて໘നくΑいҹを受けた͜とͰ、英語課程にڵຯを
をऔるͭりがແかった͜と理༝の一ͭ֨ࢿઓしてΈる͜とにしました。また、学ܳһ教৬のͪ࣋
Ͱす。
まると、ただͰさ͑৽しく学Ϳ事ฑを理ղする͜とだけͰしいのに、さらにそのઆ࢝がۀに授ࡍ࣮　
໌が英語ͰあったたΊ΄とんͲ授ۀにͭいていけͣ、さらに一ॹにٛߨを受けている英語のתͳཹ学生
とのデΟεΧογϣンͰࣗのҙݟをうまく表ݱͰきͣۤいࢥいをするͳͲ、૾Ҏ上にۤ࿑しました。
授ۀだけͰͳく࣮ݧのςΩεトレϙʔト࡞すて英語ͰߦったたΊ、まさにฉくɾಡΉɾॻくɾ
す͜と全てにͭいて͜ͳさͳけれͳりまͤんͰした。
　それͰ英語課程をଓける͜とがग़来たの、༑ਓと集まって理ղをਂΊ߹う͜とをしたからͰす。ま
たఆظతにωイςΟϒεϐʔΧʔの方と英ձの࿅शをした͜と、英語Ͱの表ྗݱの上にܨがったの
Ͱͳいかとࢥいます。
༰がଟগٛߨ、がগͳい͜とۀ生ͰあったたΊ、本語課程とൺֱしてબͰきる授ظたͪୈ一ࢲ　
ҟͳる͜と、そして英語課程の୯Ґऔಘのূ໌方๏がఆまっていͳい͜とͳͲのϚイφε໘ありました。
しかし、英語課程を௨͡て、ΑりαイΤンςΟϑΟοΫͳ༻語表ݱを༻いて生学を学た͜と、英語
をって表ݱする͜とのとていいͰしΐうかトレʔχンάとͳった͜と、そしてԿΑりҙࣝのߴい༑ਓ
たͪとޓいにߴΊ߹͑た͜とͳͲ、ଟくのوॏͳݧܦをੵΉ͜とがग़来た͜とまた事࣮Ͱす。ࢲ英語
課程にઓした͜とͰ、大きくग़来ました。ޙࠓ引きଓき英語の学शをଓけていくͭりͰす。࠷
。わってԼさったઌ生方、ελοϑのօ༷に感謝申し上げますܞに、英語課程にޙ
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　ʮۤ手科Կʁʯとฉかれたらわͣにʮ英語ʂʯと͑るくらい、ࢲにとって英語ۤ手ҙࣝの
、ߴが英語課程にઓする͜とにͳったのࢲい科Ͱした。そんͳڧ 。代の༑ਓがきっかけͰした࣌ߍ
൴ঁ学ۀ学ߦߍ事ͳͲいΖいΖͳ͜とにੵۃతにऔりんͰいて、一ॹにいるといͭ、ࢲؤு
らͳきΌとܹをらっていました。そして、英語がۤ手だった൴ঁがਓれͣྗし、ߍߴをଔۀす
る͜ΖにωイςΟϒεϐʔΧʔのઌ生とྲྀͪΐうにͤるΑうにͳっているのをݟていて、ଚܟし、
ಌれていました。そのたΊ、生命科学ίʔεに英語課程が৽ઃされる͜とをり、߹֨がܾまったࡍ、
う͜とͳくす͙に、ઓしてΈたいとࢥいました。ࣗにͰきるのか、ਖ਼かͳりෆ安Ͱありまし
たが、༑ਓઌ生方のԠԉαϙʔト、そしてͳにΑり、ଚܟしಌれる൴ঁのଘࡏがഎ中をԡしてくれ、
ઓする͜とをܾҙしました。
　ઌड़したΑうに英語がかͳりෆಘҙͰある上に、理ղにൺֱతؒ࣌をཁするࢲが、英語Ͱઐతͳ学
を学Ϳ͜と༰қͰありまͤんͰした。࢝Ίたかりの͜Ζ、授ۀ༰の ���� を理ղするのが
っとだったとࢥいます。෮श課に݁局本語Ͱॻかれたจݙをར༻していました。それを܁り
ฦしていくうͪに、ࣗがԿにڵຯがあるのか、学ͼたい͜とԿͳのかをٙに感͡るΑうにͳりま
した。生を学ͼたいのか、英語のۤ手ҙࣝをͳくしたいのか、それと英語Ͱ生を学ͼたいのか。
ਅに͑ߟ、� ࣍からʢ࣮शͳͲのレϙʔト引きଓき英語Ͱॻいていましたがʣ本語Ͱ授ۀを受
け࢝Ίました。英語課程్中ݖغという݁Ռにͳってしまいましたが、授ۀの中Ͱ理ղͰきる部が
૿͑、มͳؾർれからগしղ์されたΑうͳؾがしました。当࣌ޙչありましたが、ࢲにとって
ྑいܾஅͰあったとࠓࢥっています。
�。にྭんͰいますڀݚにॴଐし、ຖָしくࣨڀݚからࠓ　 ݄に、いにࡍࠃ学ձにࢀՃす
るػձにܙまれ、ੈք中の科学ऀたͪの׆༂をの当たりにしました。͜のܹతͳݧܦをܦて、学ͼ
のࢹをげるたΊのπʔϧとして、英語がඞཁෆՄܽͰあるという͜とを࣮感しました。英語のۤ
手ҙࣝมわらͣڧくっていますが、ࠓҎલΑりϙδςΟϒͳͪ࣋ؾͰ、英語を学ͼたいとࢥって
います。
　英語と生学のࣝをಉ࣌にߴΊる事がͰきるのͰͳいかというظを寄ͤて英語課程にઓしま
したが、ۤ手ͳ英語Ͱ生学を学Ϳ͜とͰ、生学を学Ϳ͜とのָしさがগしബれてしまっていたΑう
ͳؾがします。英語Ͱ生学を学Ϳ͜とと、生学を学ͿたΊに英語を学Ϳ͜とগしҟͳり、࣮ࡍに
する͜とがͰきました。英語課程だったからݟいているのだとൃがऀޙにࢲ、してΈた͜とͰݧܦ
͜そ、ࣗが学ͼたい͜とをվΊて͑ߟる͜とがͰき、ເతとう一ͪΌんとき߹う͜とがͰ
きたのだとࢥいます。ޙ࠷まͰりげる͜とͰきまͤんͰしたが、英語課程にઓした͜ととて
وॏͳݧܦにͳりました。͜のΑうͳػձを༩͑てくださり、͑ࢧてくださったઌ生方に感謝してい
ます。

໖؏�ᐼ【英語課程をཤम͠て】

ࢲ　 � ؒ英語課程の授ۀをऔらͣにඞཁͳ୯Ґを全てऔりऴ͑ました。ͰすのͰ、本語課程か
らݟた英語課程のイϝʔδҹͳͲをॻかͤていただきます。
　࣮をݴうと、ࣗೖ学લʮ英語Ͱの授ۀを受けてΈたいʯとࢥっていました。大学受ݧͰ英語
をそれͳりにษڧしていたし、英語のεΩϧ࣮֬にক来にཱͭと͑ߟていたからͰす。しかし、
を受けるਓҙ֎とগͳく、உ子のਓগͳかったのͰʮまあいۀにೖ学して英語課程の授ࡍ࣮
いかʯといった感͡Ͱ本語の授ۀを受ける͜とにしました。ࠓͰࣨڀݚにॴଐし、ৗతに英語
Ͱॻかれたจにを௨しているのͰ、英語の授ۀ受けれΑかったとগしޙչしています。ಛに、
ઐ༻語ͳͲখしい本語にରして英語Ͱγンϓϧͳ͜とがଟいͰす。そういうҙຯͰ、英
語Ͱ生学を学ͿϝϦοトあるとࢥいます。
　また、ࠓの � 生の代Ͱ英語と本語の授ۀを々ͰऔっているਓあまりいͳかったΑうにࢥ
います。一英語か本語をબんだらそれҎ߱ม͑ͮらいΑうͳงғؾがありました。そ͜Ͱ、͜
れ全にݸਓతͳҙݟͰすが、英語と本語の྆方ͰΧϦΩϡϥϜを͜ͳしたい学生けのཤमϞ
デϧがあってྑいのかͳとࢥいます。༰にΑって英語Ͱ受けた方がྑい科、本語Ͱ受けた方
がྑい科ありますし、学生にとってબࢶががるのͰͳいͰしΐうか。英語Ͱ学ͿϞνϕʔ
γϣンが࠷ॳからߴいਓいれ、࣮ࡍに授ۀを受けてΈてॳΊてྑさを感͡る͜とあるとࢥいま
す。
　ࣗ英語課程の授ۀをऔっていͳいにかかわらͣ、かͳりࣗ༝にҙݟをड़てしまいましたが、
にࡍ࣮ � ؒ英語Ͱ授ۀをऔりଓけた英語課程のօさんす͝いとࢥいます。લड़のΑうに、ࢲݚ
�。にॴଐしてվΊて英語のඞཁੑを௧感していますࣨڀ ݄から大学Ӄにਐ学しますが、英語の授
。ています͑ߟࠓཤमしてΈたいͳとۀ
ありがとう͟͝いました。

大�ਅ【ຊ語課程͔Βͨݟ英語課程】
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　少子化、人工知能の登場や働き方の変化など、世界の変化に対応しつつ、

これからの生命科学の将来を担う優秀な人材を集め、育てるために、

生命科学英語課程は何ができるのか。

入試制度を中心に、寄稿をまとめました。

কདྷのੜ໋Պֶӳޠ՝ఔ

　少子化、人工知能の登場や働き方の変化など、世界の変化に対応しつつ、

これからの生命科学の将来を担う優秀な人材を集め、育てるために、

生命科学英語課程は何ができるのか。

入試制度を中心に、寄稿をまとめました。

入試制度の概要

SAT/ACT・IB 入試

帰国子女入試

一般入試

一般推薦入試

ゼミナール入試

海外の学校で学んで
いる・学んでいた

国内の学校で学んで
いる・学んでいた 募集要項公表時期 出願時期 入試時期 合格発表時期

◎ ◎

◎

◎

◎

○

◎

○

○

○

( 要・要項確認 )

( 要・要項確認 )

( 要・要項確認 )

( 要・要項確認 )

( 卒業予定者のみ )

( 卒業予定者のみ )

６月上旬

９月上旬

10 月下旬

７月上旬

７月上旬

８月下旬

11 月上旬

１月下旬

11 月上旬

10 月上旬

10 月下旬

２月下旬
３月上旬
２月下旬
３月中旬

11 月中旬

10 月中旬

11 月上旬

３月上旬

３月上旬
３月下旬

12 月上旬

10 月下旬

日本国籍の場合

SAT/ACT・IB 入試

私費留学生入試
(SAT/ACT 枠 )

私費留学生入試

一般入試

ゼミナール入試

海外の学校で学んで
いる・学んでいた

国内の学校で学んで
いる・学んでいた 募集要項公表時期 出願時期 入試時期 合格発表時期

一般推薦入試

－ ◎

◎

◎

◎

○

◎

○

○

○

( 要・要項確認 )

( 要・要項確認 )

( 要・要項確認 )

( 要・要項確認 )

( 卒業予定者のみ )

( 卒業予定者のみ )

６月上旬

９月上旬

10 月下旬

７月上旬

８月下旬

12 月中旬

１月下旬頃

10 月上旬

10 月下旬

９月～10 月頃

２月下旬
３月中旬

10 月中旬

11 月上旬

11 月上旬

３月上旬

10 月下旬

外国国籍の場合

○
( 要・要項確認 )

◎
( 卒業予定者のみ )

６月上旬 ８月下旬

２月下旬
３月中旬

３月上旬
３月下旬

７月上旬 11 月上旬 11 月中旬 12 月上旬

※参考としての情報です。変更があるかもしれませんので、入試課までお問い合わせください。入試課：admission-tmu@jmj.tmu.ac.jp
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これからの生命科学の将来を担う優秀な人材を集め、育てるために、

生命科学英語課程は何ができるのか。

入試制度を中心に、寄稿をまとめました。
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海外の学校で学んで
いる・学んでいた

国内の学校で学んで
いる・学んでいた 募集要項公表時期 出願時期 入試時期 合格発表時期

◎ ◎

◎

◎

◎

○

◎

○

○

○

( 要・要項確認 )

( 要・要項確認 )

( 要・要項確認 )

( 要・要項確認 )

( 卒業予定者のみ )

( 卒業予定者のみ )

６月上旬

９月上旬

10 月下旬

７月上旬

７月上旬

８月下旬

11 月上旬

１月下旬

11 月上旬

10 月上旬

10 月下旬

２月下旬
３月上旬
２月下旬
３月中旬

11 月中旬

10 月中旬

11 月上旬

３月上旬

３月上旬
３月下旬

12 月上旬

10 月下旬

日本国籍の場合

SAT/ACT・IB 入試
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海外の学校で学んで
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ࢲ　 ���� から本学ೖࢼใ部ձの理学部ҕһを務Ί、それҎલから理学部ใҕһձҕһと
して、大学આ໌ձを͡Ίとした本学のೖࢼใの׆ಈにたͣさわってきた。また、生命科学科のຖ݄
આ໌ձ୲当として、受رݧऀその྆のをฉくػձにܙまれた。͜͜Ͱ、それらのݧܦから、
英語課程が受ݧ生おΑͼその྆に༩͑たӨڹにͭいてߟし、ޙࠓのೖࢼใ、ೖ੍ࢼにͭいてߟ
͑てΈたいとࢥう。

　本学Ͱ、ೖ学ئࢤ ʢऀೖ学ئݧࢼॻのఏग़ऀʣおΑͼ৽ೖ生をରに、ຖアンέʔトௐࠪを࣮ࢪし、
本学受ݧにࢸるใऩ集手ஈ受ࢤݧಈػͳͲに関するใをऩ集している。その中に、ʮ本学の
ใೖ手方๏として࠷ཱったのʯという߲がある。大学全ମとしてΈると、ϥンΩンά̍Ґから
� ҐまͰʮ大学Ҋɾื集ཁ߲ʯ、ʮ大学આ໌ձʯ、ʮՈからのʯ、ʮ学ߍのઌ生からのʯ、ʮਓか
らのʯの中からͰΊられ、Ͳれが � Ґにͳるか学科にΑってらͭく。大ࡶに͑ݴ、
લೋऀの大学からのใจܥにଟく、ऀࡾޙの大学Ҏ֎からのใ理ܥにଟいがݟられるが、
理ܥͰそれら全てのؒのࠩᷮかͰ、ॱҐにΑってೖれସわっている。と͜Ζが、生命科学科
にͭいてΈれ、英語課程の࠷ॳの学生がೖ学した ���� からʮՈからのʯが � Ґをಠする
Αうにͳった。͜の、理学部Ͱଞ学科Ͱݟられͣ、生命科学科ಛ༗ののとͳっている。λ
イϛンάから英語課程をઃஔした͜とが大きくӨڹしていると͑ߟられる。

　͜͜からあくまͰࢲのݸਓతͳਪͰあるが、英語課程のઃஔ、受ݧ生Αり受ݧ生のに大
きͳインύΫトを༩͑たとࢲ͑ߟている。ۙ、大学આ໌ձのࢀՃऀ૿Ճの一్をḷっているが、
大きͳཁҼとして、ࢀՃऀのಉが上がった͜とがある。εςʔδに上って学科のઆ໌をしている
と、ࢀՃऀのͰ、ΉしΖ子ڙΑり心にฉいてくれる。そして、͜と英語課程のにͳるとΑ
り一のいまͳ͟しをૹってくれる。ੈ代の英語教ҭにରするڵຯをཪける、デʔλ学֎に
քがੳしたと͜Ζ、英ձεΫʔϧのۀলのデʔλをとに英ձۀ࢈ࡁܦ。ける͜とがͰきるͭݟ
生ె ���� から૿ٸしたとの͜と。そのࠒ � 、生とಉ学だ。またظが英語課程一ڙだった子ࡀ
ެจ教ҭڀݚձの ����  � ݄のデʔλにΑると、ެจͰ学をशう生ెのখ学̍ʙ̐生Ͱ಄ଧ
ͪだが、英語をशう生ెの学が上がって૿͑ଓけるとの͜と。ࡏݱ、子ڙをͭ࣋の英語教ҭ
ߴく、当ྫྷΊそうにͳい。ΉしΖ、άϩʔόϧԽにΑりޙࠓ上がっていくとظͰきる。生命
科学科の英語課程͜のΑうͳの心を௫んだΑうにࢥう。

ೖࢼใ部ձ　　ా村ߒ�一
【入試ใͷࢹ͔Βͨݟʮ英語課程ʯͷޮ】

。してΈたいߟをͲのΑうにしていくかにͭいて੍ࢼใೖࢼに英語課程のൃలのたΊ、ೖ࣍　
一ൠબൈऀئࢤのアンέʔトに、本学ࢤظ࣌をうؚ߲まれる。生命科学科の߹、���
Ҏ上がʮηンλʔޙݧࢼʯͰ理学部のଞ学科΄΅ಉ༷だʢਓจɾࣾձܥそのͰっとૣく
本学のࢤをܾΊているʣ。�� ݄Ҏ߱ηンλʔݧࢼલの ��� と߹わͤると、� ׂの受ݧ生が本学
のೖࢼใ׆ಈؒظのޙにܾΊているצఆだ。݁局、ภࠩとηンλʔݧࢼの݁Ռが、たまたま本学
に߹கしただけの受ݧ生がそれだけいるという͜とをҙຯする。࣮ࡍ、一ൠೖࢼͰೖ学してきた৽ೖ
生のアンέʔトͰ、ࢤ理༝の �、�Ґがʮ学අが安いʯ、ʮ学ྗが߹கʯͰ、ʮ教ҭ༰ʯʢ�Ґʣ、ʮݚ
�༰ʯʢڀ Ґʣを上ճっている。͜のΑうͳঢ়گͰ、英語課程をؚΊ、教ҭɾڀݚの中にΑるೖ
のऀئࢤ、ใのޮՌࢼ � ׂ程にしかಧかͳい͜とにͳる。一方、ଟ༷ͳೖࢼͰೖ学してきた৽
ೖ生の߹、ࢤ理༝の�Ґがʮ教ҭ༰ʯͰʮ学අが安いʯʮࢪઃɾઃඋʯに࣍いͰ�Ґとͳっている。ʮݚ
༰ʯڀ � Ґだが、一ൠೖࢼೖ学ऀのഒのׂ߹Ͱ࣋ࢧをಘている。また、ଟ༷ͳೖࢼೖ学ऀの大学
આ໌ձのࢀՃ、大学Ҋ本学 XFC αイトのӾཡ、一ൠೖࢼೖ学ऀΑりͣっとߴい。すͳ
わͪ、ೖࢼใͰ英語課程をؚΉ教ҭ༰をアϐʔϧするとしたら、ޮՌଟ༷ͳೖࢼのऀئࢤの方
がངかにߴい͜と໌らかだ。ޙࠓ、英語課程をॆ࣮さͤるたΊに、英語がಘҙͳ༏लͳ受ऀݧを
ଟ集Ίる͜とが課とͳる。そのたΊに、"$5�4"5 ೖࢼࢲඅཹ学生ೖࢼのऀئࢤを૿すΑう
ͳೖࢼใをల։し、ऀئࢤをଟ༷ͳೖࢼのͰॊೈに࠾༻ͰきるΑうにೖ੍ࢼを͑るඞཁが
ある。"$5�4"5 ೖࢼࢲඅཹ学生ೖࢼのఆһを ���� からఆにऩΊた͜と、そのୈ一าに
ͳるとࢥう。ใઓུとして、受ݧ生のをλʔήοトにするの༗ޮだΖう。英語課程のॆ࣮、
生命科学科のޙࠓのൃలに大きく寄༩する伴とͳΖう。
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　ࣗのग़がجࡍࠃಜ教大学ʢ*$6ʣという͜とあり、দӜઌ生から英語課程を学科レϕϧͰͭく
る͑ߟをฉいた࣌そのҙٛとར༰қにࢥいුかる͜とがग़来た。しかしͳがら、*$6 のΑうに
全学の教学おΑͼܦӦ方ɾαϙʔトにͮجいた課程Ͱͳく、学ܦྔࡋඅがͭくとい͑学科୯ಠ
Ͱ英語課程教ҭを࣮ࢪして、そ͜に学んだ学生が本当にྗをͭける͜とがՄͳ教ҭମ੍がग़来るか
൱か、大いにٙͰあった。そして学科Ͱ英語課程࣮ࢪにͭいてのٞがͳされたが、ʮ英語課程の学
生 �ʙ�� ໊程、かͭ、英語୲当の教һ 	� ໊ 
 の࠾༻にΑり大の教һにٛߨෛ୲をかけͳいʯ
とのઆ໌のと、ݟりൃंしたҹ১͑ͳい。しかし、大きͳ੍มֵにদӜઌ生のΑうͳϦʔμʔ
γοϓඞཁだったとࢥっている。ࣗࢲとして、ʮ֎ࠃのߍߴからೖ学してくるཹ学生໊と
本ਓ学生 � ໊程からͳるগਓ英語ΫϥεʯがͰきれ、ηϛφʔࣜܗ中心のٛߨとཹ学生ɾ本ਓ
ؒの૬࡞ޓ༻にΑりॆ࣮したັྗతͳ課程Ͱग़来るのͰと͑ߟ、英語課程にྗڠするきとஅした。
当࣌ʢ����ʙ���� ʣ、ೖ੍ࢼݕ౼ҕһおΑͼ৽理学部४උҕһをしていた͜とから、ओに英
語課程のೖ੍ࢼおΑͼٛߨ科࠶編を௨͡て、本課程に関わってきた。それらにͭいて、ҎԼ؆ܿに
まとΊた。

　̡ ೖ੍ࢼʳ英語課程けにಋೖした࠷ಛతͳೖ੍ࢼ、ւ֎のߍߴͳͲに௨っている֎ࠃਓ学
生が 4"5�"$5 අཹ学生ࢲɾೖ学Ͱきるݧをར༻して来ͤͣに受ݧࢼ 4"5�"$5 ೖࢼͰある。͜の੍
͜れまͰのཹ学生ೖࢼʢ本ॅࡏの֎ࠃਓが本語のݧࢼをうけるʣと大きくҟͳるのだった
のͰ、ೖࢼ課おΑͼ関部局の方々にଟ大ͳྗڠをいただき、ಋೖに͗ͭ͜けた。しかし೦ͳがら、
͜の੍をಋೖして � にͳるが未だに本੍Ͱのऀئࢤग़ていͳい。ೖظ࣌ࢪ࣮ࢼ学ྗݧࢼのछ
ྨͳͲのݕ౼ਐΊているが、֎ࠃのߍߴから首都大にೖ学してくる֎ࠃਓ学生のαϙʔトʢྈ
のඋ、学ۚͳͲの全学తϚλʔʣをॆ࣮さͤる͜とͳしに、༏लͳ֎ࠃਓߍߴ生の֫ಘしい
と͑ߟる。͜れ、上Ͱड़た学科୯ಠͰの英語課程ӡӦのݶքをࣔしている。
本ਓけの৽たͳ੍として、ࠃؼ子ঁインλʔφγϣφϧεΫʔϧの学生をରに、一ൠೖ
い学शҙཉを݉Ͷඋ͑た学生を֫ಘするたΊにߴ学ྗ、英語ྗおΑͼૅج、Ͱೖ学しいがࢼ
4"5�"$5ɾ*# ೖࢼを৽たにಋೖした。͜れಋೖ �にͳるが、�໊の߹֨ऀをࠓॳΊてग़す͜
とがͰき、൴らが英語課程のੑ׆Խに寄༩してくれる͜とをئっている。

ʲ৫࠶編にうٛߨ科の࠶編ɾมߋʳ���� から理学ܥ � ίʔεが理学部と࠶編したが、͜
の࠶編にってจ科লに申するٛߨ科をมߋͰきるػձがあり、͜れをੵۃతに׆༻した。͜れ、
一部教һのաͳ英語ٛߨෛ୲のฏ४Խ、本語ઐ科と一ൠ科のׂٛߨ߹の教һؒෆެฏのੋ
ਖ਼、ॏෳしているఏڙ科のݮ、おΑͼ英語課程をબする学生の૿Ճʢ �� ໊ ��� ໊ʣがओͳ
ཁҼͰある。͜れらの͜とを;ま͑て、本学科の全教授ձϝンόʔが、�
�֤ɾ֓ͳͲをۉに୲当
ͰきるΑうにする、�
�௨ৗの課程ʢ本語課程ʁʣと英語課程の学生の方にίϛοトग़来るΑうにする、
�
 һの方にߏ科ɾ୲当をఏҊし、大の学科ٛߨଇのԼ、৽たͳݪෛ୲をฏ४Խする、というٛߨ
受けೖれていただいた。しかし、ݱঢ়本語ɾ英語ٛߨのμϒϧ։ߨঢ়ଶʹٛߨෛ୲ NBYJNVN ঢ়
ଶͰあると͑ݴるのͰ、ޙࠓ֤ٛߨͰのݴ語બͳͲ、ٛߨෛ୲をݮらしていく͜とがඞਢͰある。

理学部生命科学科　　岡本�ཾ࢙
【生命科学科・英語課程について：入試制度と科目再編成を中心に】

ঢ়ݱかっていくきͳのか、まだ໌֬ͳ͑がग़ていͳいのがにの英語課程ͲのΑうͳ方ޙࠓ　
かとࢥいます。ޙ࠷にউ手ͳ �ͭの͑ߟをࣔしてΈました。ελʔトしてから �がͪܦ、�にಥ
ೖしています。ઐ߈全ମͰ͜の課程をͲうしていくかŊλϒʔͳくٞ͑ߟするظ࣌とࢥっています。

̍ ��จ科লにೝՄ申し、ਖ਼ࣜͳ英語課程とするɿ本課程そのߏɾ४උのஈ֊からਝͳ੍ಋೖ
のたΊにਖ਼ࣜͳೝՄにをͭͿって࣮࣭తͳ੍ελʔトをり、中్ͳঢ়ଶがଓいている。͜
れが、୲当教һのϞνϕʔγϣンが上がらͳいཁҼの一ͭにͳっていると͑ߟている。͜のઌの英語課
程のさらͳるൃలをࢦして、ೝՄ申に౿Έる。
̎ ��英語課程をࢭٳするɿ学科ಠࣗの課程としてཱͪ上げ、大学からのࡁܦతࢧԉうけてӡӦしてい
るが、英語課程教һの学ྔࡋऴわり、また、教һのఆһݮଞ学部ɾଞ学科とಉレϕϧͰͳさ
れている。͜のΑうͳঢ়گのとͰ、ɾ英ॏෳٛߨ։ߨを͜れからಉ༷にଓける͜と、֤教һのݚ
が学生をऀڀݚい。そうͳってしまうと、ϋイレϕϧのߴがるՄੑがܨレϕϧをԼさͤる͜とにڀ
教ҭするという大学教ҭのࠜװが༳らいͰしまう͜とがةዧされる。͜れをආけるたΊに、本課程の
。Մੑからഉআする͜とͰきͳいࢭٳ
�� 学科ಠࣗの英語課程をࢦすɿ生命科学の英語課程のΑうͳܗଶの英語教ҭ課程全ࠃతにし
いのͰ、จ科লの੍نଞ大のྫの౿ऻに͜だわらすに、ಠࣗਐԽをࢼΈる。͜のࡍ、本学の事務
教務のΈをॊೈにӡ༻ɾվมする͜とがඞཁとͳり、ࣥߦ部からのトοϓμウンܕのࣔࢦがඞཁ
にͳる。
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生 �ʙ�� ໊程、かͭ、英語୲当の教һ 	� ໊ 
 の࠾༻にΑり大の教һにٛߨෛ୲をかけͳいʯ
とのઆ໌のと、ݟりൃंしたҹ১͑ͳい。しかし、大きͳ੍มֵにদӜઌ生のΑうͳϦʔμʔ
γοϓඞཁだったとࢥっている。ࣗࢲとして、ʮ֎ࠃのߍߴからೖ学してくるཹ学生໊と
本ਓ学生 � ໊程からͳるগਓ英語ΫϥεʯがͰきれ、ηϛφʔࣜܗ中心のٛߨとཹ学生ɾ本ਓ
ؒの૬࡞ޓ༻にΑりॆ࣮したັྗతͳ課程Ͱग़来るのͰと͑ߟ、英語課程にྗڠするきとஅした。
当࣌ʢ����ʙ���� ʣ、ೖ੍ࢼݕ౼ҕһおΑͼ৽理学部४උҕһをしていた͜とから、ओに英
語課程のೖ੍ࢼおΑͼٛߨ科࠶編を௨͡て、本課程に関わってきた。それらにͭいて、ҎԼ؆ܿに
まとΊた。

　̡ ೖ੍ࢼʳ英語課程けにಋೖした࠷ಛతͳೖ੍ࢼ、ւ֎のߍߴͳͲに௨っている֎ࠃਓ学
生が 4"5�"$5 අཹ学生ࢲɾೖ学Ͱきるݧをར༻して来ͤͣに受ݧࢼ 4"5�"$5 ೖࢼͰある。͜の੍
͜れまͰのཹ学生ೖࢼʢ本ॅࡏの֎ࠃਓが本語のݧࢼをうけるʣと大きくҟͳるのだった
のͰ、ೖࢼ課おΑͼ関部局の方々にଟ大ͳྗڠをいただき、ಋೖに͗ͭ͜けた。しかし೦ͳがら、
͜の੍をಋೖして � にͳるが未だに本੍Ͱのऀئࢤग़ていͳい。ೖظ࣌ࢪ࣮ࢼ学ྗݧࢼのछ
ྨͳͲのݕ౼ਐΊているが、֎ࠃのߍߴから首都大にೖ学してくる֎ࠃਓ学生のαϙʔトʢྈ
のඋ、学ۚͳͲの全学తϚλʔʣをॆ࣮さͤる͜とͳしに、༏लͳ֎ࠃਓߍߴ生の֫ಘしい
と͑ߟる。͜れ、上Ͱड़た学科୯ಠͰの英語課程ӡӦのݶքをࣔしている。
本ਓけの৽たͳ੍として、ࠃؼ子ঁインλʔφγϣφϧεΫʔϧの学生をରに、一ൠೖ
い学शҙཉを݉Ͷඋ͑た学生を֫ಘするたΊにߴ学ྗ、英語ྗおΑͼૅج、Ͱೖ学しいがࢼ
4"5�"$5ɾ*# ೖࢼを৽たにಋೖした。͜れಋೖ �にͳるが、�໊の߹֨ऀをࠓॳΊてग़す͜
とがͰき、൴らが英語課程のੑ׆Խに寄༩してくれる͜とをئっている。

ʲ৫࠶編にうٛߨ科の࠶編ɾมߋʳ���� から理学ܥ � ίʔεが理学部と࠶編したが、͜
の࠶編にってจ科লに申するٛߨ科をมߋͰきるػձがあり、͜れをੵۃతに׆༻した。͜れ、
一部教һのաͳ英語ٛߨෛ୲のฏ४Խ、本語ઐ科と一ൠ科のׂٛߨ߹の教һؒෆެฏのੋ
ਖ਼、ॏෳしているఏڙ科のݮ、おΑͼ英語課程をબする学生の૿Ճʢ �� ໊ ��� ໊ʣがओͳ
ཁҼͰある。͜れらの͜とを;ま͑て、本学科の全教授ձϝンόʔが、�
�֤ɾ֓ͳͲをۉに୲当
ͰきるΑうにする、�
�௨ৗの課程ʢ本語課程ʁʣと英語課程の学生の方にίϛοトग़来るΑうにする、
�
 һの方にߏ科ɾ୲当をఏҊし、大の学科ٛߨଇのԼ、৽たͳݪෛ୲をฏ४Խする、というٛߨ
受けೖれていただいた。しかし、ݱঢ়本語ɾ英語ٛߨのμϒϧ։ߨঢ়ଶʹٛߨෛ୲ NBYJNVN ঢ়
ଶͰあると͑ݴるのͰ、ޙࠓ֤ٛߨͰのݴ語બͳͲ、ٛߨෛ୲をݮらしていく͜とがඞਢͰある。

理学部生命科学科　　岡本�ཾ࢙
【生命科学科・英語課程について：入試制度と科目再編成を中心に】

ঢ়ݱかっていくきͳのか、まだ໌֬ͳ͑がग़ていͳいのがにの英語課程ͲのΑうͳ方ޙࠓ　
かとࢥいます。ޙ࠷にউ手ͳ �ͭの͑ߟをࣔしてΈました。ελʔトしてから �がͪܦ、�にಥ
ೖしています。ઐ߈全ମͰ͜の課程をͲうしていくかŊλϒʔͳくٞ͑ߟするظ࣌とࢥっています。

̍ ��จ科লにೝՄ申し、ਖ਼ࣜͳ英語課程とするɿ本課程そのߏɾ४උのஈ֊からਝͳ੍ಋೖ
のたΊにਖ਼ࣜͳೝՄにをͭͿって࣮࣭తͳ੍ελʔトをり、中్ͳঢ়ଶがଓいている。͜
れが、୲当教һのϞνϕʔγϣンが上がらͳいཁҼの一ͭにͳっていると͑ߟている。͜のઌの英語課
程のさらͳるൃలをࢦして、ೝՄ申に౿Έる。
̎ ��英語課程をࢭٳするɿ学科ಠࣗの課程としてཱͪ上げ、大学からのࡁܦతࢧԉうけてӡӦしてい
るが、英語課程教һの学ྔࡋऴわり、また、教һのఆһݮଞ学部ɾଞ学科とಉレϕϧͰͳさ
れている。͜のΑうͳঢ়گのとͰ、ɾ英ॏෳٛߨ։ߨを͜れからಉ༷にଓける͜と、֤教һのݚ
が学生をऀڀݚい。そうͳってしまうと、ϋイレϕϧのߴがるՄੑがܨレϕϧをԼさͤる͜とにڀ
教ҭするという大学教ҭのࠜװが༳らいͰしまう͜とがةዧされる。͜れをආけるたΊに、本課程の
。Մੑからഉআする͜とͰきͳいࢭٳ
�� 学科ಠࣗの英語課程をࢦすɿ生命科学の英語課程のΑうͳܗଶの英語教ҭ課程全ࠃతにし
いのͰ、จ科লの੍نଞ大のྫの౿ऻに͜だわらすに、ಠࣗਐԽをࢼΈる。͜のࡍ、本学の事務
教務のΈをॊೈにӡ༻ɾվมする͜とがඞཁとͳり、ࣥߦ部からのトοϓμウンܕのࣔࢦがඞཁ
にͳる。

��

将
来
の
英
語
課
程

将
来
の
英
語
課
程



おわりに
　本冊子に寄稿いただいた方々に、感謝いたします。また、英語課程事務局の中村

愛子さん、そして編集デザインとレイアウトを一手に引き受けてくれた岡未来子さ

ん、本当にありがとう。そして、生命科学英語課程に関わってくれている全ての方々

に、心からお礼を申し上げます。

首都大学東京理学部生命科学科　准教授
生命科学英語課程代表

安藤　香奈絵
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